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第33回市民との意見交換会地区別報告書

●開催内容
１．議会報告
（１）２月定例会議の報告

２．意見交換
（１）市政・議会運営に関する意見交換

男性 女性 合計

東山 令和8年5月11日(月) 18:30 東公民館 ２階講義室 地域づくり 12 2 14

門田 令和8年5月12日(火) 18:30 南公民館 １階会議室 地域づくり 7 2 9

大戸 令和8年5月13日(水) 18:30 大戸公民館 ２階講義室 地域づくり 5 0 5

町北
・高野

令和8年5月11日(月) 18:00 北公民館
大広間（１階会議
室１・２）

「魅力的な北地区づくり」のための地区住
民の連携・協働の在り方

12 1 13

行仁 令和8年5月12日(火) 18:00 行仁コミュニティセンター 集会室 行仁まちづくり協議会の取組について 20 3 23

城北 令和8年5月13日(水) 18:00 城北コミュニティセンター 講習室 駅前のにぎわいづくり 4 1 5

日新 令和8年5月7日(木) 18:00 日新コミュニティセンター ２階講習室 ごみ出しの現状と地域の助け合いについて 5 1 6

城西 令和8年5月8日(金) 18:00 城西コミュニティセンター ２階集会室 ごみ出しの現状と地域の助け合いについて 6 4 10

北会津 令和8年5月11日(月) 18:00 北会津支所ピカリンホール － ごみ出しの現状と地域の助け合いについて 3 0 3

一箕 令和8年5月7日(木) 18:30 一箕公民館 １階会議室１・２ ひとみ創造ネットワークについて 11 12 23

湊 令和8年5月8日(金) 18:30 湊公民館 会議室 魅力ある地域づくり 16 6 22

河東 令和8年5月9日(土) 14:00 河東農村環境改善センター 会議室 農地、施設、地域のこれからについて 5 1 6

神指 令和8年5月7日(木) 18:30 中央公民館 神指分館 会議室
橋梁及び道路新設に伴う地区内の道路整備
について

8 1 9

謹教 令和8年5月9日(土) 10:00 會津稽古堂 ３階研修室５・６
地域づくりを行っている団体を知ろう！参
加しよう！

7 4 11

鶴城 令和8年5月9日(土) 14:00 会津若松市 文化センター 美術実習室２ 県立病院跡地の利活用について 8 5 13

参加者合計 129 43 172

第５班

参加人数

第１班

第２班

第３班

第４班

班 地区 開催日 開始 時間 会場 会場２ テーマ

議員の班編成（◎は各班の代表者、清川雅史議長は班に所属せず、日程調整し参加）

１班 ◎大竹 俊哉、笹内 直幸、中川 廣文、大山 享子、松崎 新

２班 ◎横山 淳、平田 久美、長谷川純一、髙梨 浩、長郷潤一郎

３班 ◎成田 芳雄、髙橋 義人、村澤 智、丸山さよ子、渡部 認

４班 ◎譲矢 隆、大島 智子、小畑 匠、原田 俊広、古川 雄一、石田 典男

５班 ◎吉田 恵三、柾屋奈津子、奥脇 康夫、内海 基、小倉孝太郎
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１．市民意見の整理及び検討結果について
（広報広聴委員会における検討）
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議会として検討すべき
主な政策課題

人口減少・少子高齢化を見据えた長期的なまちづくりと拠点活用

政策分野名 31 公共交通、37 交流・移住、39 まちの拠点、40公共施設、41行政運営

目指す姿

公共交通ネットワークの再構築と活性化により公共交通の利用者が増え、市内外の交流が盛んなまち
相互理解と平和意識が醸成され、人や文化、経済の交流により、新しい価値が生まれ続けるまち
人、物、情報がつながる、賑わいと活気の創造に向けて、市民に親しまれる拠点が整っているまち
適切な公共施設の環境のもと、最適な公共サービスが提供されているまち
社会経済状況の変化に柔軟に対応し、最少の経費で最大の効果を挙げ、適切な行政サービスが持続的に提供されているまち

施策名

1 公共交通ネットワークの活性化と再生
1 交流の促進、2 定住・二地域居住の推進
1 新市建設計画の推進、2 市役所庁舎の整備、3 会津若松駅前の整備検討、4 未利用地等の利活用検討
1 公共施設マネジメントの推進2 市有財産の利活用
1 市民と行政とのコミュニケーションの推進、2 社会の変化に対応していく行政運営、3 行政サービスの最適化と利便性向上、4 広域行政の推進

県立病院跡地への施設整備は、建てた後の維持管理まで考える必要がある。次世代に負担を残さないためにも、本当に新しく建てる必要があるのか、既存施設や農地活用とのバラン
スを踏まえた総合的・慎重な検討を求める。（行仁地区）

私の地区では、ここ6、7年の間に移住者が6、7世帯ぐらい来たが、受け入れる側の区長の負担が大きく、地域の人たちとバランスを取るのが難しい。移住してくれる方を面倒を市で見
てほしい。全然感覚が違う人が来ても、結局その地区の伝統や文化は続いていかない。市は移住に関して受け入れる地区のことも考えてほしい。（湊地区）

大町通りで、誰もが気軽に立ち寄れる「サードプレイス」の居場所づくり（コワーキングスペースやシェア本棚等）を目指し、世代を問わず交流できる取組を行っている。地域の新たなコ
ミュニティーづくりにつながる活動を進めている。（謹教地区）

【市民意見から見えてくる現状や問題点】

第3３回市民との意見交換会の市民意見の整理及び検討結果

【主な意見】

市の人口減少について、高校卒業後に、大学や就職を理由に市外へ流出していることが一番大きな問題である。また、希望する就職先が無いことも理由の一つとなっており、市として働
く場所を整えてほしい。（門田地区）

市は新たな工業団地の整備を進めているが、大戸地区への企業誘致について伺いたい。若い人が定住し、安心して生活できるためにも「働く場所」の確保が一番重要だと思う。（大戸
地区）

本町にある生協が閉店になり、食料品や日用品の買い物に不便が生じ、ATMもなくなり困っている。地域住民主体のまちづくりや商店街活性化への取組を研究し、地域の活性化を
図ってほしい。（日新地区）

神明通りに食料品店がなく、日常の買い物に困っている。車を前提として郊外へ行くのではなく、歩いて買い物ができる環境を地域の中に整えていくことが重要ではないか。（謹教地
区）

「買い物弱者」対策と持続可能なまちづくり： 移動販売車の導入や送迎支援（公共交通の充実）、小規模スーパーの誘致など、徒歩でも暮らせる持続可能なまちづくりや商店街の在り
方

持続可能なまちづくりと拠点活用： 県立病院跡地等について、多世代交流、若者の起業支援、防災拠点など、将来のまちづくりに資する長期的な視点での公共施設の利活用方針

移住者に対し「来てほしい」という思いはあるものの、移住者が地域に馴染むための段階的な支援やサポートが不足しており、地域（既存のコミュニティー）との間にギャップが生じてい
る。

神明通りなどの中心市街地に求められる役割が昔と変わってきており、買い物機能の不足に伴う郊外への移動手段の確保として、公共交通（バス路線）の見直しや回遊性の向上が必
要となっている。

人口減少対策として、移住定住の促進だけでなく、現在市に住んでいる人が「住み続けられる」ような支援やまちづくりが必要である。

【議会において検討していくべき項目】

人口減少対策と定住促進（住み続けられるまちづくり）： 若い世代の働く場所の確保に加え、移住者と既存住民の双方が「住み続けられる」ための支援や、移住者が地域に馴染むため
の段階的なサポート・仕組みづくり
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議会として検討すべき
主な政策課題

地域活動の負担軽減と活性化を両立する地域コミュニティと支援体制

政策分野名 19 高齢者福祉、22 低炭素・循環型社会、36 地域自治・コミュニティ

目指す姿
介護予防により、高齢になっても住み慣れた地域で自分らしい生活を続けることができるまち
省エネルギーや再生可能エネルギーが普及し、資源循環型のライフスタイルが根付く、環境への負荷が少ないまち
地域コミュニティの主体的で活発な活動により、強い絆のもと特色ある地域づくりが進むまち

施策名
1 高齢者支援体制の充実、2 介護保険制度の円滑な運営と適切なサービスの提供、3 介護予防の推進、4 高齢者とその家族等への総合的な生活支援
1 環境負荷の低減、2 ごみの減量化、3 廃棄物の適正な処理
1 地域コミュニティへの支援、2 地域主体のまちづくりの推進、3 中山間地域の活力の向上

（地域コミュニティ関連）

（地域福祉関連）

（ごみの適正排出関連）

民生委員・児童委員として一人暮らしの方の掃除ボランティアをしており、ごみを分別してまとめている。話し相手になるのが一番喜ばれる。（日新地区）

第3３回市民との意見交換会の市民意見の整理及び検討結果

【主な意見】

区長会、町内会、各種団体の役員の担い手が減少し、運営が困難になっている。ボランティアでは続かないため、役員手当を予算化していただきたい。（東山地区）

地域運営組織の取組と地区の保健委員会などの活動内容が重複し、類似団体が並立している。担い手が減少する中、地区が担うべき事業の取組主体を整理し、明確な司令塔による運営体制へ転換するなど、
組織のスリム化・統合を進めるべき。（一箕地区）

民生委員・児童委員の高齢化と担い手不足が課題。これからのまちづくりは、各組織の相互連携による取組を考える時期に来ている。（門田地区）

環境美化推進協議会においてはグループLINEを取り入れ、連絡体制を変えたことにより、連絡が分かりやすく短時間でできるようになった。（門田地区）

環境美化推進協議会の会員拡大のため、公民館に登録しているボランティアに声掛けすることを提案し、会員拡大につながった。（門田地区）

体育連盟の役員会において、30代・40代が参加しやすいよう、昼の会議をやめて夜だけの会議にし、土日を平日に変更したところ出席率が良くなった。（東山地区）

地区による開催が困難であった敬老会を一箕文化創造祭に組み入れ、新たに地区全体で開催するようにした結果、地域活動コンペティションで第１位を獲得した。（一箕地区）

一団体だけで対応できない活動に対し、区長会から協力金を拠出して運動会を運営したり、子ども会の花火大会を一緒に再開させたりする協働の実例がある。（議員意見・町北・高野地区）

家庭ごみ処理有料化により積み立てられる基金の使い道は、税金であれば使い方が限定されるが、手数料であれば何にでも使えてしまうのではないか。（日新地区）

ごみの排出に係る問題への対策と困難者支援： 国際交流協会との協力・連携による多言語に対応したゴミ出しルールの周知方法や、地域コミュニティの協力による高齢者等、ごみ出し困難者に対する支援策の
検討など、実現可能な仕組みづくりを研究する。

民生委員・児童委員は一人暮らしの高齢者の状況について把握しているが、ごみ出しの支援までお願いできない。（日新地区）

ごみ排出の問題（外国人へのルール周知や高齢者支援）の解決には、地域コミュニティの活性化や住民（各種団体含む）の相互連携などと密接に関わっており、幅広い視点から検討する必要がある。

アパート用のごみ収集所があるが、家族世帯が管理を行い、単身世帯は管理を免除しているが、「ルールを守らないと管理させる」と忠告することでルールが守られている。（城西地区）

ベトナム出身者によるごみの不適正排出に対し、英語からベトナム語に翻訳したごみの収集ルールを作成し、説明したところ、改善された。（謹教地区）

市民活動と連携システムの構築： ボランティア人材と各種団体をマッチングさせる仕組みづくりや、担い手の確保・育成に向け、市民が気軽に地域活動等に参加できる声掛け・見習い制度などの連携システムを
構築する。

新しい支援の仕組みや財源の検討： 各種団体役員の手当に係る予算化や有償ボランティア制度の創設、自主財源の確保策、補助金の柔軟な運用について調査・研究する。

市の資源物回収奨励金交付制度を利用して資源物回収を通年で行い、学校美化推進活動の原資にしている。（議員意見・東山地区）

【議会において検討していくべき項目】
各種団体の役割整理とスリム化： 他地区の成功事例や専門家（体育連盟など）の知見を活かし、時代に合わせた団体の統廃合や役割整理による負担軽減、活動内容の見える化等の推進を市に働きかけ、将来
に向けた地域づくりの在り方について提案を行う。

燃やせないごみや粗大ごみの減量は難しいため、市による収集の対象外となる家電や金属のリサイクルが必要ではないか。（日新地区）

外国の方にごみ出しのルールについて理解していただくことに苦労している。（日新地区）

【市民意見から見えてくる現状や問題点】

人口減少や高齢化が進む中で地域運営を担う新たな組織の構築（横断的な仕組みの再編）が必要な時期に来ている。

防犯カメラの代わりに環境共生課からポイ捨て禁止の看板を借り、了解を得てコピー・ラミネート加工したものを配布予定。（日新地区）
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議会として検討すべき
主な政策課題

会津の農業を未来につなぐ、担い手の育成支援及び農産物のブランド化までを見据えた総合的な農業振興

政策分野名 10 食料・農業・農村

目指す姿 力強く魅力ある農業と活力ある農村が実現し、安全な食料が安定して供給されるまち

施策名 １食料の安定供給　２農業の持続的発展 3農業生産基盤の整備　4農村の振興

農業法人化には通年雇用の確保が課題であり、加工品、除雪、焼き芋など冬期間の収入源づくりや、多角的な経営が必要である。（河東地区）

第3３回市民との意見交換会の市民意見の整理及び検討結果

【主な意見】

八田地区では農家が32戸から10戸程度に減り、後継者がいる農家は3戸のみ。今後の農地維持に大きな不安がある。10年後の農業の担い手を示すべきである地域計画も、現状の耕
作者を地図に示しただけであり、将来像として不十分である。（河東地区）

小規模農家への対応が不十分で、「入作者」が多くなることで堰払い・草刈り等の共同作業の維持が困難となり、農地保全組織を解散した集落もある。（河東地区）

米以外の農業ブランドが十分に育っておらず、市・農協・関係団体が連携したブランド戦略が不足している。観光と農業を一体的に進める取組を含め、地域資源を生かした農業振興を
進めてほしい。（河東地区）

移住して新規就農する人もいるが、地域の人とのバランスを取りながら市で支援してほしい。湊地区は農業が基盤となっている。水利関係の工事代が増額しているため、農業振興のた
めの助成を増やすよう検討してほしい。（湊地区）

農地の集約化（飛び地の解消）が進んでいない。地区の農家だけでは、全ての濠や水路の管理が難しくなる懸念がある。

【議会において検討していくべき項目】
＜農地維持と後継者不足への対応・法人化に向けた支援＞
農地を借りて農業を行う「入作者」が増加すると、地区住民との連携が重要である水路等の管理に限界があり、後継者不足等による農地維持への不安を抱える声もあるため、農業法人
の大規模化や冬期間の収入源確保など、農業を継続できる環境整備や必要な支援について調査するとともに、10年後を見据えた地域計画の実現に向け、現状等を確認する必要があ
る。

＜農産物ブランド化・農業と観光の連携＞
 農業の担い手確保を目的として、農業所得の向上・安定化を図るため、米以外の農産物ブランドの強化や海外への販路拡大を行う必要があると考える。また、観光資源や地域資源を
活用した農業振興への取組について調査・研究する必要がある。

会津の農産物を海外へ販路拡大する取組について聞きたい。（謹教地区）

芦ノ牧温泉駅前でマルシェを開催し、地産地消として農産物の販売を行っている。市役所での販売企画や、郵便局の協力により販売活動も行っている。（大戸地区）

【市民意見から見えてくる現状や問題点】

地区農家では、後継者不足問題等により、今後の農地維持に対し不安を抱えている。市の地域計画（地域農業経営基盤強化促進計画）における将来像については、10年後の耕作者を
農地一筆ごとに地図で示しているだけであり、市、農業法人、地区住民を交えた将来像の検討が不十分である。

農産物のブランド化が進んでいないという声があり、今後のブランド化戦略の強化や支援が求められている。
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議会として検討すべき
主な政策課題

 誰もが安全に暮らせる冬季インフラの整備と持続可能な除雪体制の構築

政策分野名  28 雪対策、30 道路

目指す姿
市民、事業者、行政がともにつくる雪に強いまち
人と車が安全で快適に移動できる道路交通網が整ったまち

施策名
1 除排雪作業の情報化・効率化、2 除雪困難世帯の外出支援、3 除雪インフラの整備、4 親雪・利雪の推進
1 道路交通ネットワークの整備、2 身近な道路環境の整備・保全

第3３回市民との意見交換会の市民意見の整理及び検討結果

【主な意見】
徒歩で通勤していることもあり、雪が降ると車道を歩くしかない。歩道の除雪は通学路のみ重点的のに行っているようだが、歩道全体の除雪についてどのように考えているの
か。（神指地区）

高齢者や障がい者の一人暮らし等は除雪が難しく、除雪の後の雪の塊が家の前に置かれた場合にはどうしたら良いのか。（神指地区）

除雪の体制について、請け負った場所以外を行うことはできないのか。（行仁地区）

除雪されないため当局に電話で確認したら除雪する場所ではないと言われた。ある青果店付近から続く道路は通学路となっているが除雪されず、水路の蓋に関しても危険で
ある。（行仁地区）

既存のボランティアや町内会連携の支援制度が除雪困難世帯に届いていない可能性がある。

【議会において検討していくべき項目】
安全な歩行空間確保に向けた歩道全体の除雪体制の確立： 通学路を含む市民の安全な生活動線としての歩道除雪体制を建設部、教育委員会、学校等、関係機関を含めて
継続的に検証し、政策提言していく必要がある。

面的除雪の推進等による通学路などの生活道路におけるきめ細やかな除雪： 線的（路線ごと）な除雪から面的（区画ごと）な除雪への移行やスクラム除雪の実施における国・
県・市の連携について、地域の実情に合った体制を調査・研究する。また、町内会への除雪機械購入助成の活用等、地域住民の協働による除雪のあり方を調査・研究する。

「除雪困難世帯」への一元的な支援と柔軟な対応： 住民同士の声掛け、間口除雪、ハンドロータリーの使用、農地等を利用した雪捨て場の確保などについて、町内会等のコミュ
ニティで話し合い、必要な支援体制を確立する。

【市民意見から見えてくる現状や問題点】
インフラ管理が「新規整備」から「維持」へとシフトする中、市と地域の情報共有などによる、インフラ維持及び円滑な除雪体制の構築に向け、議会として調査・研究し、政策提言
に繋げていく必要がある。

6



２．市民意見の内容
・議会報告、市政全般（地区別テーマを含む）について
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第33回市民との意見交換会　議会報告、意見交換における地区別の総括

班 地区 内容
① ２月定例会議について
　特に意見はなかった。
② 市政全般（市のまちづくりに向けた課題）について
　背炙山の風力発電について、請願第１号が継続審査になった経過及び行われた質疑について丁寧な説明を行った。
③ 主な地域課題

　役員の担い手の確保に当たっては、人とのつながりが大事であり、例えば、学校との関係では、 PTA活動のつながり、役員と親との協力体制、
それらを各種団体の活動へ誘ったり、東山地区では文化祭、地区運動会、敬老会の活動への協力を通じて経験してもらい、担い手づくりを心掛
けている。
【その他の主な意見等】
　地区防災活動に力を入れている。東山地区の16町内会のうちの15町内会が土砂災害警戒区域に一部入っている。土砂災害警報が出た時、東
山小学校、東公民館には避難できないために避難場所が近隣に無い。２年前、東山地区の区長会では、避難場所としての施設２か所と協定を結
んだ。避難場所の活用については、町内会ごとにどのように運用するのか各町内会の課題として認識されている。

① ２月定例会議について
　特になし。
② 市政全般（市のまちづくりに向けた課題）について
　会津若松市の人口減少について
③ 主な地域課題

　役員の担い手不足を克服した事例が発言された。ボランティア組織として約40名が南公民館に登録し活動している。環境美化推進協議会の会
員拡大のため、南公民館に登録しているボランティアに声かけすることを区長会長に提案した。
【その他の主な意見等】
　役員の高齢化を伴う新たな担い手の育成が今後の課題として考えている。また、門田地区の各種団体との連携も視野に入れて活動することに
なると考えている。これからのまちづくりは、各組織の相互連携での取組を考える時期に来ていると考える。

① ２月定例会議について
　 特になし。
② 市政全般（市のまちづくりに向けた課題）について

　イノシシ・熊の処理、市道の両脇の木々の整理、不法投棄についての発言があった。
【その他の主な意見等】
　補助金、交付金の在り方について

③ 主な地域課題

　活動は、常に同じメンバーでやってるような状況に見える。参加を呼び掛けるが思うように参加者が伸びない。
【その他の主な意見等】
　大戸マルシェ、地区イベントの参加者、議員は特定の方だけの参加に終わっている。多くの議員に参加していただきたい。

大戸

1
門田

東山
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第33回市民との意見交換会　議会報告、意見交換における地区別の総括

班 地区 内容
① ２月定例会議について
 ４月より開始されたごみ袋の有料化に伴う「不適正排出ごみ抑制のための町内会への支援」について、町内会における課題が報告された。
② 市政全般（市のまちづくりに向けた課題）について
 特になし。
③ 主な地域課題

 地域の各種団体の役員を担う人材がおらず、これまで各種団体が行っていた地域における活動が縮小・停滞している。
【その他の主な意見等】
 若い世代への市や市議会の情報発信について、SNSなどの媒体を通した積極的な対応が求められた。

① ２月定例会議について
　請願第１号が継続審査となった理由や経緯を聞く参加者が数名いた。
② 市政全般（市のまちづくりに向けた課題）について

　定住支援住宅供給事業について。空き家の増加に伴い、防災など地域管理の担い手が不足している。湊地区や大戸地区の事例など他地域の
活用方法を参考にしたい。

③ 主な地域課題

　空き家の増加や除雪・側溝管理などのインフラ維持、通学路の完全確保、消防団の担い手不足など人口減少が進む中で、地域コミュニティーを
どのように維持し、安心して暮らせる地域を作っていくかが課題。

① ２月定例会議について
　令和８年度当初予算に関し、庁舎整備事業費債の繰上償還について質問があった。
② 市政全般（市のまちづくりに向けた課題）について
 ごみ減量化についての意見があった。
③ 主な地域課題

 駅前都市基盤整備事業について、地域住民が満足できるような内容になるのか。
【その他の主な意見等】
 城北地区のムクドリ対策についてどのような対応をしているのか。

行仁

城北

町北
・高野

2
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第33回市民との意見交換会　議会報告、意見交換における地区別の総括

班 地区 内容
① ２月定例会議について
　ごみ処理手数料について、手数料ではなく税金なのではないかという意見が出された。
② 市政全般（市のまちづくりに向けた課題）について

　令和８年７月に本町の生協が閉店することになり、生活しにくくなる。議会が研究している、地域住民主体のまちづくりや商店街活性化の取組の
研究成果を生かし地域の活性化を図ってほしいという意見が出された。
【その他の主な意見等】
　人口減少の課題解決に向けて議員は考えてほしいという意見が出された。

③ 主な地域課題

　・大きな道路に面したごみステーションでは、不適切なごみ排出が見受けられ困っているという意見が出され、防犯カメラ設置について意見が交
わされた。防犯カメラの設置を検討した町内会では、設置場所が確保できず設置できなかった事例が出され、設置場所の確保に課題があること
が明らかになった。
　・燃やせないごみ等の家電リサイクル法対象外の家電や金属類のリサイクルの推進について意見が出された。
　・外国の方に、ごみ出しの方法について理解していただくことに苦労しているという意見が出された。外国の方に対し、ごみの出し方について理
解促進を図る必要がある。

① ２月定例会議について
　市の職員不足とあるが、職員数を減らしていくべきではないか。

　市政だより６月号とともに「内水ハザードマップ（改訂版）」が全世帯に配布されることに伴い、地域の詳細マップの作成、自主防災組織の設立や
高齢者支援などに対する意見があった。

【その他の主な意見等】
　防犯カメラの設置について
　道路改良、修繕工事の状況について

③ 主な地域課題

　・ごみ出しのルールを知らない、理解していない、守らない人が一定程度いる。
　・要介護者など、個別の支援が必要な人の対応を確立してほしい。
　・不適正ごみ出しに対する警告表示に更なる工夫が必要ではないか。
　・賃貸住宅の住民がごみ出しのルールを守らない。何とかならないか。

① ２月定例会議について
　北会津地区のスクールバスに関する請願について、今後どのように進められていくのか、いつ実行されるのかという意見が出された。
③ 主な地域課題

　令和８年度のごみ処理の有料化に伴い、不法投棄の懸念、自治会への管理負担増が指摘された。

3

北会津

日新

城西
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第33回市民との意見交換会　議会報告、意見交換における地区別の総括

班 地区 内容
① ２月定例会議について

　・議会だよりは内容が細かくて見ない人が多い。5万部配られているが、コストはどのくらいかかっているのか。見直しが必要ではないか。
　・家庭ごみ処理の有料化になって間もないこともあり、不適切な排出をする方への対応を明確にしてほしいとの意見があった。

② 市政全般（市のまちづくりに向けた課題）について
　バスの便が４月より１０便あったものが５便となり、居合方面から西若松までの移動が困難となったとの意見があった。
③ 主な地域課題

　・地区の各種委員会活動とひとみ創造ネットワークでの部会の活動が内容も含め重複している。スリム化するべきである。
　・地域の様々な会議で問題提起するが、それに対しての返答がない。
【その他の主な意見等】
　・会津若松市の子ども会育成連絡協議会（市子連）との連絡体制や支援体制が不明確である。市子連や地域の子ども会に対し、市は、今後どの
ように取り組もうとしているのか。
　・リーダー研修会などの申込みが子ども会へ直接届かず小学校へ届くため、子ども会として必要な情報が把握できない。
　・会津まつりの提灯行列の際に会場までの送迎バスが配車されず保護者の負担が増えている。

① ２月定例会議について

　・家庭ごみ処理の有料化が４月から始まったが、料金単価が高すぎることや集めた手数料の使途等について意見が出された。
　・２月定例会議での議員報酬の引き上げに関して、議員報酬の考え方に対する意見が出された。
　・背炙山の風力発電施設建設計画の請願が継続審査となった経緯についての質問や、各集落や市民の様々な考え方が出された。

② 市政全般（市のまちづくりに向けた課題）について

　・背炙山の風力発電施設の建設計画について、反対意見とともに賛成意見も出され、その一方で反対・賛成ではなくそもそも論から考えるべき
だという意見も出された。地元市民の関心の高さが示されたが、議会としてこれからも様々な市民意見を聞くことが重要だと感じた。
　・猪苗代湖での死亡事故を受けて、水面利用を規制するための市の条例が必要との意見が出された。
【その他の主な意見等】
　遠距離通学に対する補助の実現で、市民との意見交換会で話したことが実現して嬉しかったというお礼の発言があった。

③ 主な地域課題

　・ネットワーク活動に取り組む方々の個人負担が大きい。
　・取組を広げたいと考えても自主財源がないので広げることが容易でない。
　・農業を湊の産業の基盤としてもっと振興していくことが大事だという意見があった。
　・移住者は地域の文化も農業も知らない方々なので、公的な支援体制が重要との意見があった。
　・まちづくりについて、血の通った取組が必要との意見もあった。
　【その他の主な意見等】
　赤井地区の大銀杏について、質問と要望があった。

4

湊

一箕
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第33回市民との意見交換会　議会報告、意見交換における地区別の総括

班 地区 内容
① ２月定例会議について
　特に意見は出なかった。
② 市政全般（市のまちづくりに向けた課題）について
　特に意見は出なかった。
③ 主な地域課題
　担い手問題、農地の問題等が挙げられたことから、今後も基幹産業である農業に着目すべきと考える。

河東

4
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第33回市民との意見交換会　議会報告、意見交換における地区別の総括

班 地区 内容
① ２月定例会議について
　 特になし
② 市政全般（市のまちづくりに向けた課題）について

　・ごみ処理の有料化に伴う、ごみ袋の強度、手数料の使途、ごみステーションへのカメラ取付について意見があった。
　・通学路の歩道除雪及び高齢者・障がい者宅等の除雪困難世帯の除雪などについて意見があった。
【その他の主な意見等】
　・道路新設に伴う雨天時の降水の流れ、ハザードマップの変更等の有無
　・熊対策について　など

③ 主な地域課題

 ・国・県・市道等の幹線道路を横断している通学路の再検討。
 ・道路新設における事業内容の地区内への周知。
【その他の主な意見等】
 ・現在の若松西バイパスに黒いトンパックが置かれているが、通学路を妨げているのではないのか。
 ・磐越道と縦貫北バイパスが交差する地点はかなりの高架となるため、ビューポイント等名所となり得るのではないか。

① ２月定例会議について

　議会運営及び広報・情報発信の在り方、若年層への周知・参加促進、商店街・農業など地域経済の振興、ごみ減量及び廃棄物処理、行政、人口
減少とまちづくりの長期的視点等について意見が出された。

② 市政全般（市のまちづくりに向けた課題）について
　市民生活に身近な課題から将来のまちづくりに関する内容まで、幅広い意見や提案が寄せられた。
【その他の主な意見等】

　公共施設・観光環境の利便性向上、多文化共生・外国人住民への生活支援、防災・原子力災害への備え、ごみ減量及び廃棄物処理、行政、商
店街・地域経済・買い物環境、人口減少とまちづくりの長期的視点等の意見が出された。

③ 主な地域課題
　担い手の固定化や高齢化、若者や女性の参加が限定的であり、各種団体の活動状況が地域住民に知られていない。
　【その他の主な意見等】

　市民活動を行っている３団体の代表者が参加し、各団体の紹介や活動内容の報告が行われた。また、地域活動を更に活性化していくための課
題や今後の取組の方向性について、意見交換が行われた。

① ２月定例会議について
　ごみ処理有料化に対する議論の内容について質疑、意見が出された。
② 市政全般（市のまちづくりに向けた課題）について

　・商店街にある市有地の空き家についての質問があった。
　・市道の側溝整備、道路舗装の要望があった。

③ 主な地域課題

　・多世代交流に対して様々な提案があった。
　・管理運営について質問があった。

5

謹教

鶴城

神指
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【第１分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境
風力
発電

1 東山

　背炙山の風力発電について、計画では40基が予定
されている。 現在稼働中の８基と40基の風車が建て
ば、自然災害が起こりやすいと考える。天栄村の風力
発電は、25年前に４基設置された。この20数年で
様々な要因で故障し、その後、撤去費用は、１基あたり
１億円から２億円で、４基分の撤去費用は村の持ち出し
のため放置状態であると聞いている。
　質問の１点目として、現在、背炙山に設置している風
力発電のコスモエコパワーの８基は、12年経過してい
るが、一般的に風力発電の寿命が20年であり、撤去し
建設する際は、再度環境評価を受けることになる。市
議会の見解を答えてほしい。

　１つ目の環境影響評価についての回答である。継続審
査中の総務委員会では、４段階に分かれている環境影響
評価の手続について理解を深めている。第１段階では、
計画段階環境配慮書が事業者から経済産業国に提出さ
れ、これに対して地方自治体・都道府県と関係市町村が
意見を出す。その後、勧告書に基づいて第２段階の環境
影響評価方法書を事業者は作成する。この環境影響評
価方法書に対して、国、福島県は勧告書を作成する。市
は、福島県に対して意見を出し、福島県は取りまとめて勧
告を出す。第３段階として、環境影響評価準備書を事業
者が作成し、国、福島県は勧告書を作り、事業者に提出
した。ここまでが本日までの経過である。
　今後、最終段階の環境影響評価書が作成されるが、今
回の請願は、その最終段階の環境影響評価書が作成さ
れる前に、勧告書に基づく調査と住民への丁寧な説明を
行うことを要請している。総務委員会では、環境影響評
価は、国や福島県の出した評価環境の勧告に基づいて
作らなければ次に進まない、つまり事業化ができないと
理解している。また、総務委員会は、環境影響評価は、な
ぜつくられてきたのか、精査をして、一般財団法人の職
員を招いて議会と委員会として勧告書についての理解を
するために勉強会を開くという予定になっている。また、
環境影響準備書の作成の内容について総務委員会とし
ての精査も必要であると考えている。事業者のホーム
ページでは、環境影響評価準備書約1,800ページが開
示されていることから現在各委員が精査している。

● ①

環境
風力
発電

1 東山
　２つ目の質問として、各地区で説明会を開くことを要
請していただきたい。

　どのような根拠に基づき説明会等の開催が可能である
かを、一般財団法人の職員を招いて学習会を開催するこ
とも検討している。

● ①
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【第１分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境
風力
発電

1 東山

　３つ目は、背炙山風力発電建設中止を求める会で
は、２月定例会議に請願書を出している。現在、継続審
査を行っている議員は、よく話し合い、説明会の開催
に向けて取り組んでいただきたい。

　継続審査の内容については、議会だより５月１日号の７
ページ、請願の１番上請願第２号に記載している。経過に
ついては、議長に請願者から質問状が届いているが、議
会だより5月1日号の発行前であったため、継続審査と
なった理由について分からなかった事情は理解する。総
務委員会での審査経過と結果等については記載のとおり
である。総務委員会で審査は、2つあり、 １つは経済産業
省から出された勧告書の具体的な内容や長期間を要す
る環境影響評価の手続について議会として、共通認識を
図る必要があるということ。２つ目は、市がこれまで行っ
てきた丁寧な対応と、請願者が求める市への要望内容と
の間に、制度や権限に対する理解に乖離があるため、更
に時間をかけて慎重に判断する必要があることから、継
続審査となっている。

● ①

環境
風力
発電

1 東山

　コスモエコパワー株式会社の風量発電事業8基の環
境影響調査は、約８年間かかった。その８年間で住民
説明会は、東公民館と湊公民館で、配慮・方法・準備・
評価の４段階で各１回説明会は開催されたが周知方法
が問題であったと思う。今、全国で再生可能エネル
ギーに関する事故が起きている。全国で風力発電の問
題が起きており、総務委員会では、環境影響評価につ
いて見直しをしていただきたい。

　 当時と現在では、状況が大きく変わってきたこともあ
り、再生可能エネルギーに対する国と地方自治体の考え
も変わってきたと考えている。太陽光発電所の設置場所
が計画段階と現況で異なっており、違法性があったとの
報道が先日なされた。これは、このような開発行為は許さ
ないとの国や都道府県等の監督官庁が判断したというこ
とである。
　皆さんから出された意見については、真摯に受け止め
ていく。また、あくまでも事務事業が本来国や都道府県の
管轄である事業に対しては、市や市議会ができることは
限られていることを理解していただきたい。

● ①
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【第１分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境
風力
発電

2 行仁

　請願第１号の風力発電に関する内容について、議会
では継続審査となったが、継続審査とはどのようなこと
なのか分からないのでお聞きしたい。

　総務委員会の委員間討議では、経済産業省から出され
た勧告書や長期間を要する環境影響評価の手続につい
て、議会として共通認識を図る必要があることや、市がこ
れまで行ってきた対応と請願者が求める市への要望内容
との間に制度や権限に対する理解に乖離があるため、時
間をかけて慎重に判断する必要があることから継続して
審議するとの認識に至った。これからも委員会では専門
家の意見などを聞いて６月定例会議に向けて取り組んで
いく。

● ①

環境
風力
発電

2 行仁

　請願第１号の風力発電について継続審査ということ
は、とりあえず審議をするが実際は何もしないのでは
ないかとの懐疑があり、心配である。６月定例会議で
再度この件について審議し、傍聴できると理解してよ
いか。　
　また、総務委員会は傍聴できるのか。

　議会は通年議会となっているので、６月定例会議だけ
ではなく、２月定例会議以降、総務委員会は何度も開か
れて、継続審査を含め、多くのことについて話し合われて
いる。
　なお、傍聴は可能である。

● ①

環境
風力
発電

2 行仁

　請願第１号の風力発電のことについて、市の対応と請
願者が求めることとの間に乖離があるとはどのようなこ
となのか教えてほしい。
　市は市民との合意形成の大切さについて言及してい
ることもあり、市民への説明会を行ってほしい。

　経済産業省から出された勧告書や環境影響評価につ
いて、議会として共通認識を図る必要があることや請願
者が求める市への要望内容との間に制度や権限に対す
る理解に乖離があると考えている。

● ①

環境
風力
発電

2 行仁

　背炙山への風力発電建設計画について、今後、専門
家を呼んで審査するとのことだが、賛成・反対両方の
専門家を呼んで行うのか。専門家を呼ぶ公平性が保
証されているのか。福島市のような自然破壊になるの
ではと危惧している。市民の意見を聞いてほしい。

　環境影響評価などについて正しく判断できる専門家を
呼ぶ予定だ。

○ ①
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【第１分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境
風力
発電

4 湊

　東山町から参加した。グリーンエナジー合同会社は
現在準備書を提出し評価書を提出する段階に来てい
るが、経済産業大臣から勧告書、福島県知事からも意
見書、勧告書が出ており、環境アセスメントが不十分の
ため再度やり直し、会津若松市民と適切な合意形成を
図るよう勧告書、意見書が出ている。しかし東山地区
でも住民説明会は開催されていない。なぜか湊の原地
区だけで説明会が開催されている。これでは市民の方
が、建設された後で「事前に話がなかった」とならない
か疑問である。
　この請願書が継続審査になった段階で議員にお願い
したい。もう１度よくその請願書の内容を読み砕いてい
ただいて、経済産業大臣の勧告書と福島県知事もいく
ら再生可能エネルギーを進めようとしてても「問題あ
り」と考えているので、そのことをよく勉強していただき
たい。
　できればグリーンエナジー合同会社に市民全員を対
象にした住民説明会を開催していただきたい。日本全
国で風力発電の問題が起きていることが理由である。
ここ湊町はラムサール条約湿地に一番近い町で猪苗
代湖があり、そこに流れる水があり、原川がある。その
水質も悪くなってしまう恐れがある。

　貴重なご意見として伺う。

● ②

環境
風力
発電

5 神指

　風力発電建設の中止を求める内容の請願が出され
ている。福島県は原発事故で大変な思いをしたことか
ら、自然エネルギーの活用は大賛成である。デメリット
の方がメリットよりも大きいため、請願が出されている
と思うが、市としてどのように把握しているのか。市民
全体の問題だと思う。

　風力発電事業関連の許認可については、法律等に基づ
いて、国の省庁等も関係するため、市議会としてこの場
でお答えするのは困難である。一方、請願については、慎
重に審査を進める必要があるという判断から2月定例会
議後も継続して審査をすべきものと決せられたものであ
る。

○ ②

17



【第１分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

議員
報酬

議員
報酬

4 湊

　市議会議員の給料が月約40万円というのは安いの
か、それだけの報酬をもらっていても足りないのか、と
いうのが市民としての意見。「えっ」と思わなかったの
か。
　議員のなり手がいないようであれば報酬を高額にし
て、市民がもっと目を光らせればいいという考えもあ
る。それなりの仕事をしていただければありがたい。

　外部の専門家などで構成している報酬等審議会からの
答申があり総務委員会で審査した。全国にある人口10
万人から20万人規模の市の議員報酬について、会津若
松市は中間より少ないくらいだ。議会では特に強い反対
はなく可決した。全国的なレベルとしては特に高くもな
い、低くもないということだ。

● ①

行政
職員
数

3 城西

　20人以上の職員が不足しているとあるが、どのくら
い職員はいるのか。

　条例で７６８人と定数が決まっている。他にも、議会事
務局、教育委員会、上下水道局職員、農業委員会、選挙
管理委員会などに、多くの職員がいる。 ○ ①

行政
職員
数

3 城西
　本市と同規模と聞いている長野県松本市は、職員数
を削減していると聞いている。本市も、「少ない」ではな
く減らしていくべきではないか。

　ご意見として伺う。
○ ②

行政
人口
問題

3 日新

　人口減少の課題解決に向けて議員が考えていかな
ければならない。検討していただきたい。

　市議会としても人口減少は重大な課題と捉えている。
特効薬となるような政策は難しいが、会津で育った方が
会津に残れる環境を作っていく。また、一度会津を出た
方が戻って来てくれるような環境を作っていくことも大事
であると考えている。また、移住支援や、交流人口の拡
大、市の雇用の場の確保等、多くの議員が一般質問等で
取り上げている。今後も効果的な方法を研究し、政策提
言をしていく。

● ①

交通
交通
対策

4 湊

　湊の今のネットワークで素晴らしいのは、大勢の人が
乗れる車ではないが、１日300円で何度でも乗車で
き、路線バスへも乗り継げる地域内交通の「みなとバ
ス」がある。
　若い人が少ない、子どもも小・中学生も少ない。だか
らそこが盛り上げるためにやろうと思うが実際はそう
なっていない。やれる人はもっとやってもらいたい。実
際にがんばっている方がいっぱいいるから、そういう
意味で魅力ある地域である。

　貴重なご意見として伺う。

○ ②
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【第１分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

まちづ
くり

協働 5 謹教

　NPO法人はるなか理事長の川延氏から団体の紹
介。「はるなか」という名称は、江戸時代の会津藩家
老・田中玄宰（はるなか）に由来しており、当時、殖産興
業や教育制度の整備など、会津藩の発展に大きく貢献
した人物の志を現代につなげたいという思いから活動
している。小田山の里山保全活動や、会津の伝統産業
である漆文化を守る活動や自然環境や地域づくりに関
する活動も行っている。令和７年度から県のサポート
事業を活用し、詩人の和合亮一氏と連携した「おとな
の遠足」というイベントも実施している。小田山、青木
山、大窪山などを歩きながら、会津の地域資源を見学
し、会津の歴史や文化を学ぶ取組を行っている。会津
の漆をテーマに、実際に漆の木を見学し、漆液の採取
や精製過程を学ぶ体験型イベントも予定している。県
立博物館とも連携し、子どもたちを対象とした地域体
験活動にも取り組んでおり、NPO会員と一緒にシイタ
ケの栽培体験を行うなど、地域の人々と子どもたちを
つなぐ活動も進めている。地域のさまざまな人たちと連
携しながら、「一緒にできることを一緒にやっていきた
い」という思いで活動している。

（情報提供）

○ ②

まちづ
くり

協働 5 謹教

　活動を進める中で、市の取組と方向性が近づく時も
あれば、距離を感じる時もある。その中で、市の農林関
係部署と話をする機会があり、漆の植樹事業について
は、必ずしも円滑に進んでいない現状もあるとのこと。
NPO法人はるなかでも漆の植樹活動を行っているこ
とから、「一緒に相談しながら進めていきましょう」とい
う話になった。本日のように、実際に会って話をするこ
とで、相互理解や連携につながる大切な機会になる。

　漆に関する取組は、会津の特産品である漆器の原材料
となるウルシ液供給のため、ウルシ樹の新植、育成及び掻
き取りを行っており、市農政部農林課が所管している。一
箕町金堀地区ではウルシ液の掻き取り、大戸町南原地区
において、ウルシ苗木の新植も進めている。漆に関する
事業は、取組自体が市民に十分に伝わっておらず、内容
も分かりづらい面もある。事業内容や取組状況につい
て、より積極的な情報発信を行うとともに、関心を持つ市
民や団体などと連携し、一緒に取り組む可能性について
検討していくべきと考える。

○ ①
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【第１分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

まちづ
くり

協働 5 謹教

　不登校の子どもたちとの関わりや地域活動を進める
中で、市と同じ方向を目指していると感じる場面があ
る一方、実際にどの担当部署へ相談すればよいのかが
分かりづらく、連携につながりにくいと感じる。

　ご意見として伺う。

○ ②

まちづ
くり

協働 5 謹教

　子育てや子どもの育成については、県立病院跡地や
県立博物館の活用など、様々な分野で同じ課題意識
を持って取組が進められているものの、各活動や情報
が十分に共有されていないように思う。そのため、市民
活動団体や行政の取組状況を共有し、「一緒にやりま
しょう」と連携できるような仕組みがあると、より効果的
に協力体制が生まれ、地域活動も広がっていくのでは
ないかと思う。

　情報が共有される仕組みづくりが重要である。ご意見と
して伺う。

○ ②

まちづ
くり

協働 5 謹教

　NPO法人はるなかへ「小田山がきれいに整備されて
いたため、管理をしているのか教えてほしい。また、青
木山も管理をしているのか教えてほしい。」との参加者
からの質問があり、「小田山については、全部ではない
が、下草狩り、木の伐採、道の整備などを行っている。
また、青木山の管理については、NPO法人はるなかで
は行っておらず、地区の方が管理していると思う。」と
の回答があった。

（情報提供）

○ ②
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【第１分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

まちづ
くり

協働 5 謹教

　情報提供として、みずほ銀行と東京藝術大学が連携
して進めている「芸大みずほプロジェクト」について紹
介があった。芸術・アートの技術と地域や企業活動を
組み合わせ、新たな活路や価値を生み出していこうと
する取組である。会津支店でも数年前からプロジェク
トが進められている。令和８年度については、市の文化
事業とも連携しながら事業を展開していければという
話も出ている。この取組は会津だけでなく、香川県高
松市では香川大学と東京藝術大学、みずほ銀行が連
携したプロジェクトへと広がりつつあり、今後は都内や
島根県などでも展開したいという声が出ている。会津
若松市では、地元企業と東京藝術大学が連携しながら
活動している点が特徴的であり、1年目・2年目は試行
的な取組として静かに進めてきたが、今後は徐々に市
民にも認知される活動へ成長していく可能性がある。
こうした取組を市とも情報共有しながら進めることで、
子どもたちへの還元や郷土愛の醸成にもつながる可能
性があるため、ぜひ協力してほしい。

　ご意見として伺う。
　市が取り組んでいる事業と、地域で活動している団体
や関係者との間で、連携できる部分については、一緒に
取り組んでいくことが重要だと考える。行政と地域団体等
が情報を共有しながら連携を深めていく必要がある。

○ ②

まちづ
くり

協働 5 謹教

　私設公民館Ｓｏｃｉａｌ Ｂａｓｅ ＡＮＡ－ＢＡ代表穴澤氏
からの活動紹介。５月１日から大町通りで、地域のサー
ドプレイスとして、誰もが気軽に立ち寄れる居場所づく
りを目指しており、コワーキングスペースやコラーニン
グの場として活用している。高校生の勉強スペースと
しての利用や、ボードゲームを通じた交流、シェア本棚
の設置など、世代を問わず人が集まり、交流できる取
組を行っている。人と人をつなげることを大切にしなが
ら、地域の新たなコミュニティーづくりにつながる活動
を進めている。

（情報提供）

○ ②
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【第１分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

まちづ
くり

協働 5 謹教

　令和８年度、公益社団法人会津青年会議所理事長
松村氏から団体紹介。20歳から40歳までの青年経済
人が所属する公益社団法人であり、「ひとづくり・まち
づくり」を目的として活動している。主な活動としては、
会議の進め方や意見の伝え方などを学ぶ研修や、地
域課題の解決に向けた事業を実施している。また、「会
津絵ろうそくまつり」の企画運営や、青少年育成事業と
して「わんぱく相撲」の開催などにも取り組んでいる。
活動は会員の会費を中心に運営している。現在は、市
役所や教育機関などとも連携しながら各種事業を実施
しており、近年は酒蔵や漆器などの地場産業関係者だ
けでなく、会社員など幅広い職種のメンバーも入会し
活動している。また、商工会議所青年部との違いにつ
いて、「商工会議所は企業の発展を通じて地域の発展
を目指す団体である一方、青年会議所は地域を良くす
ることで、自分たちの仕事や暮らしも良くなっていくと
いう考え方を大切にしている。20歳から40歳までで、
地域を良くしたいという思いを持つ方に対し、ぜひ入
会し、共に活動してほしい。

（情報提供）

○ ②

まちづ
くり

協働 5 謹教

　公益社団法人会津青年会議所には事業者しか入会
できないのかとの質問が参加者からあり、「設立当初
は地元の有力者が多く所属していたが、現在は20歳
から40歳までの、地域を良くしたいという強い思いを
持つ方であれば、誰でも入会できる。サラリーマンの方
もいる。また、活動の中心は地域貢献を目的としたボラ
ンティア活動である。」との回答があった。

（情報提供）

○ ②

まちづ
くり

人材
育成

4 湊
　まちづくりネットワークについては全然興味がなかっ
たが、区長の立場になって取り組んでいる方々の個人
の負担が大きいということが分かった。

　議会もそう考えている。貴重なご意見ありがとうござい
ました。 ○ ②
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【第１分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

まちづ
くり

人材
育成

4 湊

　赤井地区の大銀杏に対するNPO法人の関わりにつ
いて、みなとバスと大銀杏の夜会は、30代と40代に分
かれたNPOの付属組織である生活福祉部会にて
「ルート294みなと会」という形で運営している。
　私も地域内交通や福祉部門といろいろやっている
が、移住者推進と空き家活用がなかなか進んでいな
い。やはり自主財源がないため活動ができないので、
空き家改修まで持っていく人材と財政的な力が必要で
ある。
　空き家活用のロードマップ、何年ぐらいにどういった
人が来て、どういったビジョンになるのかという、空き
家の活用に関してもビジョンを持つべきだと考える。

　貴重なご意見として伺う。

○ ②

まちづ
くり

スマー
トシ
ティ・
スー

パーシ
ティ

1 大戸

　スマートシティの事業とは何のことか教えてほしい。 　ICTを活用した市民サービスを行う事業である。住民
サービスの向上を目指し、インターネットを使用してタブ
レットやスマートフォンで住民票を発行したり、オンライン
診療を普及させる取組などもある。おおとチャンネルもそ
の一つの事業である。

○ ①

まちづ
くり

まちづ
くり

1 東山

　区長会、町内会、各種団体の役員を引き受けていた
だくことが困難になっている。役員手当が出ない方も
いる。いつまでもボランティアでは続かない。市には、
役員手当を予算化していただきたい。

　有償ボランティアについては、全国の事例も参考にして
考えたい。このままでは役員になる人はいなくなる。役員
手当というのは区長会の役員手当ではなく、各種団体の
役員に対する手当を予算化してほしいということか。有
償ボランティアについて各種団体内でルール決めること
でできることでもあるが、財源の問題が出てくる。市の補
助となると制度を整えないとできないことである。

○ ①

まちづ
くり

まちづ
くり

1 大戸

　まちづくり協議会の運営に係る財政について補助交
付要件が拡大できないか。

　市地域づくりビジョン推進事業補助金は、「事業を実施
するために直接必要と認められる経費」のみが対象であ
り、当該補助金の要件を拡大する予定はない。なお、当
該補助金の交付限度額は年額100万円で、この範囲内
であれば必要な物品の購入は可能と考えている。ただ
し、単年度精算であり、余剰金の積立ては認めていな
い。

○ ①
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【第１分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

まちづ
くり

まちづ
くり

1 大戸

　国、県の補助金が適用されないか。 　まちづくり協議会への補助として、地域課題解決の取組
に適用できそうな県・ 国の事業としては、例えば以下の
制度が考えられる。
・福島県の「地域創生総合支援事業（サポート事業）＜一
般枠＞」：地域づくり団体等が地域の課題を踏まえて行う
先駆的・モデル的な事業を支援する制度
・総務省の「過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事
業」：地域運営組織等が中心となって行う生活支援の取
組や「なりわい」を創出する活動に対して支援する制度。
　なお、事業ごとであれば、国・県、公共的・民間団体等補
助事業がある可能性もある。

○ ①

まちづ
くり

まちづ
くり

1 大戸

　竹を粉末状にするために新たな機材を購入したい。 　協議会としての購入は可能である。ただし、単年度で市
地域づくりビジョン推進事業補助金の交付限度額100万
円では不足が見込まれるため、当該補助以外の助成金
等の活用が考えられる。なお、現状は、農林課が団体向
けに貸し出しているチッパー（粉砕機）をその都度借用
（無償）しているが、協議会が取組を検討している竹パウ
ダー（肥料）を作る機能はない。

○ ①

まちづ
くり

まちづ
くり

1 大戸

　ボランティア輸送の乗用車の定員が３名のため、定員
を増やすために新たな自家用車を手配したい。

　協議会として新たな車両を調達することは可能である。
ただし、現在の協議会の財政状況を踏まえると、当該事
業補助金以外の補助金等の活用や企業等からの支援な
どを検討する必要がある。

○ ①

まちづ
くり

まちづ
くり

1 大戸

　現在、無償で運行しておりボランティア輸送の収益を
考えたいが、制度上では利用者から具体的にいくらま
で料金を取ることができるのか。

　運送行為が無償で行われる場合は、ガソリン代等の「実
費」を受け取ることは許容されている。（「実費」とは、運送
に必要なガソリン代等の燃料代、道路通行料、駐車場料
金、保険料、車両借料。）具体的な料金については、ガソ
リン代であれば、自動車の燃費やガソリン価格より変動
することなど、状況により変化することから、一律に算出
することは困難である。
　なお、ガソリン代の算出にあたり、国のガイドラインでは
以下の計算式が示されている。
［走行距離（㎞）÷燃費（㎞/ℓ）×1ℓあたりのガソリン価格
（円/ℓ）」 ］

○ ①
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【第１分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

まちづ
くり

まちづ
くり

1 大戸

　市民との意見交換会は、議員との懇談会を市民対象
に開催しているのか。そのため、まちづくりのことを話
す場なのか。まちづくりに参加しない住民も来るところ
でもある。地区別テーマが「地域づくり」という設定は
おかしい。

　4月22日に、大戸地区の事前打ち合わせをした。その
時は、今回のテーマを伝えて了承された。
　ご意見として伺う。 ○ ①

まちづ
くり

まちづ
くり

1 大戸
　他地区で行っている地域づくりを活発に活動してい
るところを教えてほしい。
　大戸地区は入っているのか。

　湊、河東、北会津、行仁、北地区と一箕地区で、地域づ
くり協議会やNPO活動として活発に活動している。
　大戸地区でも活発に活動が行われている。

○ ①

まちづ
くり

まちづ
くり

1 大戸

　大戸地区の活動は、常に同じメンバーでやってるよう
な状況に見える。参加を呼び掛けるが思うように参加
者が伸びない。１１月に芦ノ牧温泉駅前でマルシェを開
催している。そこでは、地産地消として農産物の販売を
行っている。市役所などで農産物の販売なども企画し
てほしい。また、商品開発し、郵便局に協力を得て販売
活動をお願いしている。要望として、大戸地区の活性
化に向け議員や市の職員からもぜひ提案していただき
たい。こうした活動を通して住民参加が増えれば良い
と考える。

　とても良い提案である。議会では、軽トラックを使い農
産物を販売する青空市場を提案する議員がいた。新しく
建設した市役所の北側屋外スペースや市民広場を利用
した、農産物販売の企画を提案する議員もいる。大戸地
区で企画し利用することは可能である。課題の一つは、
PR方法であり、マスコミの利用やインターネットで情報発
信することも有効と考える。

○ ①

まちづ
くり

まちづ
くり

1 大戸

　大戸マルシェ、地区イベントの参加者、議員は特定の
方だけの参加になっている。多くの議員に参加しても
らいたい。また、協力してもらいたい。

　議員への情報発信を早い時点で行っていただきたい。
例えばチラシを作る、地域の方からの議会への申し出、
議員の紹介依頼を所管の課や議会事務局に届けていた
だければ議員に情報が届くことになる。声かけをしてほし
い。また、地域づくりの関係で考えてほしい議員に参加を
呼び掛けてほしい。

○ ①

まちづ
くり

まちづ
くり

1 大戸

　本当にできるのか。議会はやっていただけるのか。 　４月22日の打合わで話に出た竹材を使用した製品販
売について、具体的には、竹灯籠である。令和８年度以降
も製造販売を行う考えなのか。また、議会として手伝える
ことがあるか。議会は、担当所管課に様々な提案ができ
る。

○ ①
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【第１分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

まちづ
くり

まちづ
くり

1 大戸

　さらに具体的アイディアはあるか。 　産業経済委員会の方で例えば、竹灯籠をイベントの時
に使うことを認識している議員は少ない。大戸地区のま
ちづくりで行っている竹製品である竹灯籠を地域の特産
品として広めることの質疑は可能である。また、一般質問
で取り上げる議員が出てくる可能性もある。さらに、エゴ
マ油・メンマも加工して作れば、議会の情報発信も可能
である。
　アイディアの一つとしてあるのが、企業に地域貢献とし
て協賛していただくことで市域の製品を購入できないか
働きかけることができると考える。また、市に対しては、議
会から提言ができる。例えば、地域づくりに関する予算の
増額や、竹灯籠のチラシを商工会議所に設置すること、
商工会議所ルートによる竹灯籠製品のPR、飲食店や観
光施設で竹灯籠の販売と利用等を取り持つことが可能
である。

○ ①

まちづ
くり

まちづ
くり

2 行仁

　行仁まちづくり協議会は令和６年度から活動してい
る。子どもの遊び場の必要性（学校の校庭が自由に使
えない。日曜だけ開錠されて使用している）、運動会が
できていない状況にある、歳の神が学校の校庭ででき
なくなり、現在は桧町の東部公園で実施している。ま
た、協議会の三つの部会で、ホームページ作成、自主
防災活動、百歳体操、部会再編、お日市、バスツアー、
地区歩き（行仁地区の歩き方の冊子を製作）などに取
り組んでいる。

　行仁まちづくり協議会会長から協議会の取組について
お話をいただいた。

○ ②

まちづ
くり

まちづ
くり

2 行仁

　学校が地域づくりの核となり、地域の皆様と一緒に子
どもたちを育てていける開かれた学校を目指していき
たい。子どもたちの命と安全を守ることが最優先であ
り、安全・安心と地域とのつながりのバランスをとりな
がら、学校づくりに取り組んでいく。

　子ども関係のお話として、行仁小学校の校長先生から
お話をいただいた。

○ ②

まちづ
くり

まちづ
くり

2 行仁
　行仁地区はまとまりがあり住民の熱を感じる地区で
あると認識している。こども園としては交通安全と空き
家の問題が課題と認識している。

　園児関係のお話として、榎の木こども園の園長先生か
らお話をいただいた。 ○ ②
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【第１分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

まちづ
くり

県立
病院
跡地

2 行仁

　県立病院跡地への施設整備は、建てた後の維持管
理まで考える必要がある。次世代に大きな負担を残さ
ないためにも、本当に新しく建てる必要があるのか、慎
重な検討が必要だと考える。

○ ②

まちづ
くり

県立
病院
跡地

2 行仁
　県立病院跡地や工業団地整備については、既存施
設や農地活用とのバランスを踏まえ、本当に必要な整
備なのか総合的な検討を求める。

○ ②

まちづ
くり

県立
病院
跡地

5 鶴城

　県立病院跡地利活用資料に単独またはコンソーシア
ム参加者と書いてあるが、意味が良く分からない。

　単独とは単一の事業所で参加し、設計、建設から施設
の管理運営まで全てを行うということであり、コンソーシ
アムは、複数の事業者等が協力しあい、共同事業体を結
成して事業に参加するという意味合いである。

○ ①

まちづ
くり

県立
病院
跡地

5 鶴城
　公共施設等の概要の中にクリエイティブラボとある
が、これは具体的にどのようなことをクリエイトするの
か。具体的な内容は、まだ決まっていないのか。

　クリエイティブラボは、自主・学習スペースであり、デジ
タルルーム等と連携する予定である。 ○ ①

まちづ
くり

県立
病院
跡地

5 鶴城

　「もったいない」をテーマにした多世代交流スペース
を設置し、高齢者が持つ技術を生かし、着物を帽子や
バッグ、服などへリメイクする活動を通じて、日本文化
の継承や資源の有効活用を図るべきである。また、制
服などを再利用する「お譲り」の精神を大切にしていく
ことが、持続可能な社会づくりにつながると思う。

　すばらしいご意見であると思う。ご意見として受け止め
させていただく。

○ ②

まちづ
くり

県立
病院
跡地

5 鶴城

　高齢化が進む地域では、スマートフォンの使い方が
分からず外出の機会が少ない高齢者も多いため、身
近な場所でデジタル機器の使い方を学べる場が必要
であると感じている。その上で、デジタルルームが具体
的にどのような機能や役割を持つ施設なのか。

　公共施設には、子どもの屋内遊び場としてのプレイルー
ムや、デジタルルームの設置が検討されている。デジタル
ルームの具体的な内容は今後検討されていくと思われ
る。
　また、スマートフォンが使えないことで買い物やサービ
ス利用に不便を感じている高齢者が多いこと、スマート
フォンやパソコンの使い方を身近な場所で教えてほしい
という声も寄せられている。こうした意見や課題について
は、市にしっかり伝えていく。

○ ①
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【第１分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

まちづ
くり

県立
病院
跡地

5 鶴城

　人口減少が進む会津若松市の将来を考えると、新た
に整備する施設は地域の歴史や文化、多世代交流を
重視し、市民が安心して暮らせる場として慎重に検討
すべきである。武道館のような精神文化を学べる機能
も必要ではないか。外部事業者任せではなく、地域活
性化や移住促進につながる施設づくりをすべき。また、
計画期間や市民意見の反映についても十分な検討が
必要ではないか。

　人口減少は会津若松市だけでなく日本全体の大きな課
題であり、市民一人一人の意見や先人たちの知恵を大切
にしながら、今後のまちづくりに生かしていきたいと考え
ている。そのため、いただいた意見を市にも伝え、今後の
議論に反映していきたい。 ○ ①

まちづ
くり

県立
病院
跡地

5 鶴城

　市では高額な家賃や駐車場不足が原因で、若者が
起業しても継続できないという課題がある。そのため、
新しい施設では、若者が低価格で気軽に挑戦できる起
業スペースを設け、高齢者が知識や経験で支援できる
仕組みをつくってはどうか。例えば、月１万円程度で場
所を貸し出すなど、若者の夢や挑戦を応援するまちづ
くりが必要ではないかと思う。

　公共施設内に新たな起業スペースを設けるのは現段階
では難しいが、商店街空き店舗対策事業等により、起業
家支援を進めており、起業希望者への入居支援や家賃
補助制度も実施している。実際に制度を利用して起業し
ている人もいるが、その後に安定して収益を上げられる
かが課題となっている。今後も既存の支援制度を活用し
ながら、若者の起業を応援していきたい。

○ ①

まちづ
くり

県立
病院
跡地

5 鶴城

　「防災倉庫」はどのような役割なのか、また、大きな施
設であるにもかかわらず避難所として活用しないの
か。特に、900平方メートルあるプレイルームなどを災
害時に避難所として使うべきではないか。

　防災倉庫は災害備蓄品を保管する場所であり、避難所
としての位置付けについてはまだ確認できていないが、
施設規模や防災倉庫があることから、避難所としての活
用も当然考えられる。　後日、市に確認し、方向性を報告
する。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ93）

まちづ
くり

県立
病院
跡地

5 鶴城

　なぜ休館日があるのか。子どものための施設なら
365日利用できるべきではないか。

　要望として伺い、市に伝える。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ93）
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【第１分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

まちづ
くり

県立
病院
跡地

5 鶴城

　乳幼児の一時預かりが有料なのは子育て支援と矛
盾しているのではないか。

　ご意見として伺い、市に伝える。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ94）

交通 バス 4 一箕

　私は50年ほどバスを利用している。４月から居合方
面から会津若松駅を通り神明通り・西若松駅へ向かう
バスが、１日10便から５便へ減少した。自宅近くのバス
停では、朝８時50分の次が午後２時５分まで１本もな
く、大変不便な状況である。便数を見直し、増便をお願
いしたい。
　また、一箕のヨークベニマルへの買い物バスについ
ても、令和７年までは往復２便あったが現在は運行さ
れていない。冬季は徒歩での買い物が困難になるた
め、１日せめて１便でも運行していただきたい。マイライ
ドどこでもバスは乗り場が遠く利用できない。

　市の企画調整課で担当しており、担当課もご意見頂い
た内容はよく分かっていた。バス会社にも伝えてある。
　バス会社に対しては、市が補助金を出している。皆さん
の税金から補助金が出ているので、これからも根気強く
要望していく。

○ ①

財政
庁舎
整備
基金

2 城北

　令和８年度当初予算では、新庁舎整備事業費債の繰
上償還のため、令和７年５月借入れ分の元金を前倒し
で返済することとした。これにより、約６億７千万円利息
が削減されることになった訳だが、元金はいくらで、内
訳はどのようになっているか。

　令和８年３月時点の庁舎整備に係る、全体事業費は約
94億８千万円である。その財源のうち、地方債による借
入額は、約78億２千万円である。この借入元金である約
78億２千万円に対する借入利息は、約16億９千万円と
見込んだところであるが、利率が高い令和７年５月借入
分の元金のうち、約25億９千万円を繰上償還すること
で、借入利息の総額が約10億２千万円となり約６億７千
万円が削減されることになる。

○ ①
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

学校
教育

教育
方法

5 謹教

　教育委員会における社会科教育や地域の歴史教育
の重要性について、小さい頃から「会津盆地がどのよ
うに成り立ってきたのか」など、地域の歴史や成り立ち
を学ぶことが、郷土愛の醸成につながると思う。また、
地場産業への理解や関心を深める意味でも、地域の
歴史や文化に関する教育に、より力を入れてほしい。
そのため、教育委員会には、知識だけでなく、地域への
愛着や感性を育むような教育にも取り組んでほしい。

　市内の小学6年生を対象に、会津の歴史や文化を学ぶ
「まなべこツアー」が実施されている。まなべこと院内御廟
で学習を行い、地域の歴史について理解を深めている。
子どもの頃から郷土愛を育むことが大切であり、将来、
市外へ出たとしても「会津は良かった」「会津に戻りたい」
と思ってもらうことが、人口減少対策にもつながるとの認
識が教育委員会にもある。郷土の歴史や文化を学ぶ教
育については、今後も継続して充実させてほしいと教育
委員会へ伝えている。

○ ①

学校
教育

スクー
ルバス

3
北会
津

　2月定例会議で出たスクールバスに関する請願につ
いて、請願自体は議会で採択されたものの、議会内で
も反対者が多くいたため、今後どのように事業が進め
られていくのか、いつ実行されるのかが不透明で先行
きが見えない。

　請願が採択されたことは大きな意味を持つ。しかし、す
ぐに制度が変更されることは難しいと考える。一市二制
度の解消に向けて、教育委員会がどのように考えていく
のか、議会としても注視していきたい。

● ①

学校
教育

通学
環境

4 湊

　高坂から参加した。以前「市民との意見交換会」で遠
距離通学の補助について発言し、数年かかって実現し
てもらった。ありがとうございますとお礼が言いたい。

　ありがとうございました。

○ ①

学校
教育

通学
環境

5 神指

　高瀬新田の交差点に関して、橋本地区の小学生は国
道252号線の右側を歩けば円滑に学校に到着する
が、交差点があるため、左側を通って右側に渡ってい
る。朝に左側と右側での交差点に入る車両数が異なる
ためそのようにしていると思うが、今後、阿賀川新橋梁
が供用開始されれば、朝晩の交通量がもっと増えるこ
とが予想される。安心して小・中学生が通学ができるよ
うな仕組みをつくる必要があるのではないか。例えば、
押しボタンで歩行者用だけが青になり、横断できるよう
な仕組みが必要ではないか。国道252号線の右側を
歩けるようになれば対向車を認識できて良いと思う。
左側だと後ろから来る車に気づかないため安全ではな
い。やはり昔から人は右、車は左というのが望ましい形
ではあるが、現状はできていない。今後歩行者用の押
しボタン等を設置するなど検討してほしい。

　通学路に関しては、学校と地区の皆さん、そして教育委
員会が危険箇所を毎年１回調査している。その結果、危
険と思われる箇所については、庁内で整理して、関係部
局や福島県、警察へ要望、意見等を出している。市で解
決できるものは解決に向け取り組んでいる。
　議会としても今回のご意見を共有するとともに、この要
望を市の担当等に伝える。このほかにも道路環境等の変
化や、交通量が増えること等により通学路についての課
題があれば、橋本地区の区長からも要望していただきた
いと思う。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ95）
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

学校
教育

通学
環境

5 神指

　高瀬新田の交差点を西に進むと90度カーブがある。
その先の西側の歩道に黒のビニール袋が置いてあり、
歩道を歩かせないようにしていると思われるが、そのビ
ニール袋が何であるのか分からない。3個くらい置い
てあり歩道を完全に塞いでいる。
　少し前に、高瀬本田での工事の為の工事車両が入っ
たため、安全確保のため歩道を塞いでいるのかもしれ
ない。

　確認して後日回答する。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ96）

学校
教育

教育レ
ベル

4 河東

　全国学力・学習状況調査では、第７次総合計画で掲
げた全国平均超えを達成できず、当初より低い結果と
なっている。人口減少対策の面からも教育環境は重要
であり、地域ボランティアの活用など、今できる学力向
上策に力を入れてほしい。

　学校現場では不登校、いじめ、支援学級の増加など多
様な課題があり、学力向上の前提として子どもの心や家
庭環境への支援が重要である。文教厚生委員会では、教
育セミナー等から得られる知見を生かして、まずは子ども
の心のケアや環境整備の取組について市と方向性を確
認していく。

○ ①

環境
エネル
ギー

4 一箕

　町内で太陽光発電の設置が決まったとの発言があっ
た。パネルは約2万8,000枚で、面積は不明だが、お
そらく３町分ほどでかなり広いと思う。町内では目立た
ない場所であることから反対者はおらず、来年頃から
工事が始まる見込みとのことだった。その上で、申請を
きちんと出せば必ず許可が下りるのか。風力発電のよ
うに許可がなければできないはずだが、その基準はど
うなっているのか。許認可の仕組みについて確認した
い。

　風力発電の開発許可権限は福島県にあり、事業者が指
摘事項を満たせば建設可能となる。市は住民意見や環境
保全について意見を述べられるが法的拘束力はなく、制
度上は事業者が進めることも可能である。太陽光発電は
風力発電より手続きは少ない。風力発電は国公有地利
用の場合は自治体同意が必要だが、民有地では土地所
有者の権利が優先される。

○ ①
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境
環境
保全

4 湊

　背炙山の風力発電施設の関係で、様々な要望や反
対意見がある。別に何かしてほしいというのではない
が、反対ばかりで地元はいいのかと思うので、議会で
いい知恵があればお聞きしたい。

　請願第１号「背炙山での風力発電所建設計画を進めて
いるグリーンエナジー合同会社に対し、誠実な調査と住
民への丁寧な説明を行うよう要請することについて」とい
う請願が出され、総務委員会では「国の勧告書の具体的
な内容や環境評価の手続について共通認識を図る必要
がある」「市の対応と請願者の要望内容に、制度や権限に
ついての理解の乖離があるため時間をかけて慎重に判
断する必要がある」などの意見が出され、継続審査となっ
た。
　今、背炙山には３社が環境影響評価を作って経済産業
省に提出をするなどの準備が進められている。作る場所
も国有地と私有地があるが、国有林の場合は会津若松
市長の同意が必要になる。
　それぞれの議員の考えはあるが、議会としては継続審
査という状態。

● ①
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境
環境
保全

4 湊

　風力発電の建設に関して、私たち地区は従来から反
対・賛成というよりも、風力発電所とはどういうものな
かという話を事業者から聞いている。
　私たちの地区は該当地区、いわゆる当事者だが、こ
れに対して反対をする方もいるのは知っているが、逆
に賛成をしてるところもある。地区の総意として賛成と
いうところもある。
　経済的な理由もあるが、国有林は私の先祖たちが植
栽した地域、それをなんとかしなくてはならない。風力
発電にとどまらず山の事全体考えてほしい。
　野鳥、生態系とはいうが人工林だ。杉や広葉樹も炭
焼き30年で回して初めて再生した森だ。風力発電所
の建設に賛成・反対だけではなく、山の荒廃ということ
から考えてほしい。
　水質汚染という話がでたが全く違う。山というのは広
葉樹と人工林、土砂が流れないように砂防ダムがあ
り、それで一定程度、治山治水となっている。風力発電
所を作ったからダメということではなく、そこに立ち
戻ってほしい。当事者の地区としては賛成してるところ
もあるということ。
　福島県の思いは太陽光の極端な開発は別にして、一
生懸命、山の再生と風力発電所の建設をセットで考え
てほしい。 迷惑施設はとかく反対されるが、丁寧な説
明をしてなぜ必要なのかっていうことから、利益・不利
益を捉えてちゃんとした議論をするべき。当地区は賛
成している。

　背炙山には8基の風力発電が稼働しているが、その建
設の前には説明会があった。何の説明もなしに風力発電
施設ができたという方もいますが、説明会を複数回行っ
ている。全市民を対象に市文化センターのホールでも説
明会を開催していた。それで了解を得たということで進
んだと考える。

● ①

環境
環境
保全

4 湊

　原地区は説明会を２回開催した。役員と何人かの方
が説明していた。１回目のとき住民の方からもう１回聞
こうということで２回目を開催した。その後事業者がい
なくなってから住民で総会、臨時総会で、意見の文書
は出さないということで話が決まった。

　貴重なご意見として伺う。

● ②
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境
環境
保全

4 湊

　当地区も原地区と同じく意見は出していない。ところ
が今日私にも事業者から電話が来て、送電線の具体
的な話をされた。賛成・反対よりももう業者は具体的な
青写真みたいなのもできて、送電線の地権者の名前ま
で掴んでいるようだ。

　貴重なご意見として伺う。

● ②

環境
環境
保全

4 湊

　私は会津若松市に移住してから２年少しになる。ある
事業者が来て説明会を開催したいが、中々開催させて
くれないとか、市としても中々まとまってくれないとのこ
とだが、情報が来ないことで市民の意見が滞るような
現状があるのではないかと感じている。
　市でもゼロカーボンシティ、スマートシティと様々推
進している。市としてロードマップとか、何年までに
何％やるとか、そういった目標もある中で推進したいと
いう部分もあるのではないか。市の意向的なところで
バックアップをされると話が進みやすい、合意が得られ
やすいのではと考える。

　少なくとも事業者はもう既に様々な形で進めている。市
はゼロカーボンシティと風力発電は関係ないということ
や、湊地区のエリアが決定したことについても関係ないと
いう説明のため、そこは分けて考えるのがよいと考える。
　ある地区だけの問題にせず、ラムサール条約の関係も
あり、全体の財産、みんなでもっと議論していかなければ
ならない大きな問題だと改めて感じた。

● ①

環境
環境
保全

4 湊

　地元住民が知らないうちに企業の方でどんどん進め
ていくことにすごく不安を感じる。町おこしは大事だ
が、その前提として我々が安心して暮らせる基盤が
あって初めてまちづくりができると思う。根本的なこと
を最初に安定させてからまちづくりが始まると思う。

　貴重なご意見として伺う。

● ②

環境
環境
保全

4 湊

　猪苗代湖で水上バイクの事故があった。あの日は風
が強かったが、水面利活用では福島県で場所ごとの設
定をしている。風が強い時、市としては水面利用を控
えるような条例があれば、その地域の人たちも注意し
やすいと思う。検討していただきたい。
　あちこちで規制が厳しくなってきているため、猪苗代
湖に人が集まってくるという実態もある。水面利用の
運行上のガイドラインや安全管理に基づいた運用につ
いて、市議会でも検討してほしい。

　猪苗代湖は福島県の所有となっているが、市としてもで
きることがある。水面の利活用についての安全性やごみ
の不法投棄への対策も含めて検討をするべきであると考
える。

○ ①
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境 ごみ 1 東山

　各地区のごみステーションについて、ごみステーショ
ンを設置しているところと設置していないところがあ
る。組立て式のごみ箱でもよいので、設置していないと
ころは設置するようにしていただきたい。

　ごみステーション等については、市の環境共生課にて相
談に応じていくとのことであり、ぜひ問い合わせていただ
きたい。 ○ ①

環境 ごみ 1 門田

　前回の報告書12ページの質問をした。ごみの削減が
行われれば、ごみ袋の有料化を元に戻すことができな
いか。

　文教厚生委員会の質疑では、現在のところごみ袋の有
料化を元に戻すことは考えていないとの答弁だった。市
が宣言したゼロカーボンシティは、地球温暖化の要因で
ある排出ガスをいかに抑えるかということも含めてのご
みの減量であり、脱炭素先行地域として湊地区、会津ア
ピオ周辺、鶴ケ城周辺で３年間の事業を進めている。例
えば、再生エネルギーを使う、市の公用車を電気自動車
に変えることなどの取組を通して排出ガスの削減を行っ
ている。そうした事業を行っているのがゼロカーボンシ
ティのことである。

○ ①

環境 ごみ 1 大戸
　ごみ袋の有料化で不法投棄がすごい。テレビ、冷蔵
庫を河川の方に不法投棄している。常識のない人がい
る。市としてはどう考えているのか。

　ごみの不法投棄については、ごみ袋の有料化によって
増えたのか、元々国道沿いに不法投棄が多いのか、教え
てほしい。

○ ①

環境 ごみ 1 大戸

　ごみ袋の有料化以前からの話である。 　ごみの不法投棄については、以前から市の広報として
ごみの減量化と適正に処理するように呼び掛けていた。
市は、ごみの不法投棄についての取組をさらに強めてい
く。また、市民の皆さんにも伝えていく。当然議会はその
取組を支援していきたい。

○ ①

環境 ごみ 1 大戸

　４月に芦ノ牧でごみの不法投棄を見つけ、市に連絡
したが、対応してもらえなかった。私は、ごみ袋の中を
調べてきちんと処理すべきと考える。きちんとした対応
を要望する。

　現状は理解した。要望項目として担当課に伝える。

○ ①

35



【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境 ごみ 2
町
北・
高野

　不適正排出ごみ抑制のための町内会への支援が6
月からというのは遅いのではないか。
　ごみ袋の有料化も6月からにすれば良かったのでは
ないか。

　ごみ袋の有料化に伴う地区での問題点として把握し、
議会の中で情報共有を行う。

(参考：市の見解)不適正排出ごみ抑制のための町内会
への支援については、令和7年度に実施した区長会との
意見交換会や出前講座でいただいた意見を踏まえて、一
時的な支援策が必要と判断し、事業構築を行ったため、
令和7年度中の対応ではなく、令和8年度からの事業実
施となった。

○ ①

環境 ごみ 2
町
北・
高野

　不適正排出ごみが結構ある。交通量のある道路沿い
のごみステーションを管理する人が、ごみステーション
の場所を変更できないか市と協議している。
　不適正排出ごみの対策は４月のごみ袋の有料化と同
時に実施すべきであった。

○ ①

環境 ごみ 2 行仁
　ごみ出しのマナーの問題点と大人による教育が必要
ではないか。 ○ ②

環境 ごみ 2 行仁
　ごみ袋の有料化に伴い、学生からすると負担が大き
いため、支援があると助かる。ごみ袋の取っ手が切れ
やすいとの話を聞いた。

○ ②

環境 ごみ 2 城北

　ごみ袋の有料化によって、どのくらい手数料としての
収入が試算されているのか教えてほしい。

　年間４億円程度の収入が見込まれる。基金として設置
することで手数料の使途を明確にし、年度を超えた財源
を確保して計画的な事業実施に備える。毎年度基金の収
支や事業成果をホームページやＳＮＳ等で発信し、市民
の皆さんに意見を聞きながら令和９年度以降の活用に反
映していく。

○ ①

環境 ごみ 3 日新

　家庭ごみ処理有料化で積み立てられる手数料の使
い道という記載があるが、手数料ではなく税金ではな
いのか。
　税収であれば使い方が固定されるが、手数料となる
と、何にでも使えてしまうのではないか。

　国が出している一般廃棄物処理有料化の手引きでは、
ごみ処理の有料化によって自治体に入ってくるお金を手
数料としており、ゼロカーボンシティ会津若松推進基金条
例の中で、ごみ処理手数料という表記になっている。使
途についても資源循環型社会の形成、衛生的な生活環
境の保全、地球温暖化対策に要する資源に充てると定め
ている。

○ ①
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境 ごみ 3 日新

　地区には４か所のごみステーションがあり、有料化に
なってからごみは減っており、大体良好であるが、１か
所の大きな道路に面したごみステーションでは、指定
ごみ袋ではない袋で捨てられたものがあり、町内会で
買ったごみ袋に入れ替えて対処している。道路沿いは
他地区の方が捨てることがあるので、防犯カメラの設
置について教えてほしい。

　環境共生課の事業で、町内会活動ガイドブックに違反
ごみ等見守りカメラシステムについて紹介されている。不
法投棄やごみステーションへの悪質な違反ごみ投棄の防
止を目的に、防犯カメラを設置期間原則１か月貸し出し
ている。また、危機管理課では、防犯カメラの設置補助も
開始された。担当課に相談していただきたい。

○ ①

環境 ごみ 3 日新

　市が保有する貸出カメラの台数が少ないのではない
か。私が住む町内会で環境共生課の見守りカメラシス
テムを利用しようと検討したが、設置場所が確保でき
なかったため、設置を見送った。カメラの映像責任は環
境生活課であり、我々が映像を見て誰が捨てているの
か確認するものではなく、抑止効果を期待するもので
ある。

　ご意見として伺う。

○ ②

環境 ごみ 3 日新

　ごみ処理の有料化から１か月経過し、警告の張り紙
がされているのは２か所ある。その周辺はアパートもあ
るので、アパートに住んでいる方にも理解していただく
ことが必要。
　生活ごみは水切りや分別である程度減量できるが、
燃やせないごみや粗大ごみの減量は難しい。家電リサ
イクル法の対象外の家電やなべ釜など金属のリサイク
ルが必要ではないか。

　金属や資源物の買取をしている事業者が複数ある。あ
る町内会では、資源物を直接業者へ持っていき買取して
もらっている。

○ ①

環境 ごみ 3 日新

　町内で防犯カメラを設置するという話が出たが、不
法投棄を防止する看板設置をすることになり、環境共
生課に相談しポイ捨て禁止の看板を１つ借りた。同様
の看板設置を希望する組が多数あり、市の担当課の
了解を得て、Ａ３でコピーし、ラミネート加工したものを
配布予定。看板には、町名と会津若松市と記載されて
いる。

　ご意見として伺う。

○ ①

環境 ごみ 3 日新
　民生委員の方は、一人暮らしの高齢者の方を把握し
ているが、ごみ出しの支援まではお願いできない。

　ご意見として伺う。
○ ①
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境 ごみ 3 日新

　私は民生委員をしていて、一人暮らしの方の掃除ボ
ランティアもしている。掃除のときにごみを出せるよう
に分別し、まとめている。その方は、話し相手になって
いただくのが一番うれしいと言っていた。

　大変助かる支援である。

○ ①

環境 ごみ 3 日新

　私の地域では、ごみステーションが６か所あるが、高
齢の方でも歩いてすぐのところにあり負担が少ないと
思う。こまめに作っておくことも大事ではないか。今は、
ごみステーションのカラス対策が万全になるよう改善
を考えている。
　外国の方にごみ出しについて理解していただくことに
苦労している組の方もいる。

　翻訳アプリを使うのも一つの方法ではあるが、外国の
方から、多言語のごみ出しカレンダーを作ってほしいとい
う要望も伺っている。

○ ①

環境 ごみ 3 日新

　ごみ袋の一番小さなものが５リットルだが、普段出す
ごみは少量なので、もっと小さなごみ袋が欲しい。
　家庭ごみをごみ処理施設に持っていった場合、５０キ
ロ以下が８００円だが、20キロ、３０キロなど中間の料
金設定があればよい。

　ご意見として伺う。

○ ②

環境 ごみ 3 日新
　ごみ袋に詰め込むと破れたり、穴があいたりする場
合があり、もう少し厚いものが欲しいという要望があ
る。

　ご意見として伺う。
○ ②

環境 ごみ 3 日新

　ごみ処理の有料化について地域の方からどのような
意見が出されるのか興味があり、他の地域から参加し
た。ごみ出しの課題や、看板のラミネート加工の工夫、
地域の協力などを伺い、勉強になった。

　ご意見として伺う。

○ ②

環境 ごみ 3 城西

　4月になってから、確実にごみの量は減ったが、分別
がまだしっかりとなされていない。プラごみなどの資源
ごみが燃えるごみに出されている場合がある。また、ご
み収集する側の判断が厳しくなった。中をしっかり見
て、収集できないものは集めていかない。

　しばらくは、地域において見守りと指導が必要と考え
る。

○ ①

環境 ごみ 3 城西
　市で対応してもらえるものではないかもしれないが、
プラのマークが高齢者には小さくて見えない商品が多
い。何とかならないか。

　ご意見として伺う。 ○ ②

38



【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境 ごみ 3 城西

　町内にある大手住宅メーカーのアパートの住人につ
いて、ごみ出しのマナーが悪すぎる。回収しなかったス
プレー缶を町内役員が持ち帰り、処理して出している。
何とかならないか。

　ご意見として伺う。

○ ②

環境 ごみ 3 城西

　白いごみ袋に、100円のピンクのごみ処理券を貼っ
ても持っていかない。ルールが厳格になった。回収の
判断が厳しくなった。最初が肝心と考えているのか。

　まだルールを理解できない人がいると考える。ご意見と
して伺う。

○ ②

環境 ごみ 3 城西

　不適正ごみ出しに対する警告表示のサンプルを市役
所からもらってきたが内容が優しすぎる。初回、2、3回
ならいいが、繰り返しに対しては、不法投棄は５年以下
の懲役もしくは 1,000万円下の罰金とある。厳しい表
記も必要ではないか。

　ご意見として伺う。

○ ②

環境 ごみ 3 城西

　地区でチラシの配布や勉強会をやっても100％きっ
ちりごみ出しができるとは思えない。やはり、町内での
見守りが必要と考える。町内会では、ごみ袋を準備し
て適正でないごみ出しの処理に対応している。

　ご意見として伺う。

○ ②

環境 ごみ 3 城西

　私が住んでいる賃貸住宅では、町内会費を払い、３
棟あるアパート用のごみ収集所がある。ダミーかもしれ
ないが防犯カメラがある。家族世帯がごみ箱の管理を
し、一人暮らし世帯は免除されているが、ごみ出しの
ルールを守らないと一人暮らし世帯も管理をすると忠
告されていることから、ルールは守られていると感じ
る。

　ご意見として伺う。また、環境共生課にて見守りの防犯
カメラ３台について、１か月間の貸出しを行っている。多く
の申請があり利用されているので、活用してみてはどう
か。また、地区で防犯カメラを設置する場合は、補助もあ
るので活用してもらいたい。 ○ ②

環境 ごみ 3 城西
　分別ごみは最終的にどうなるのか。 　燃やせるごみは、焼却してその熱を利用して発電し売

電している。また、分別したプラごみ、ペットボトル、ビンな
どは、処理業者に渡り再資源化される。

○ ①
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境 ごみ 3
北会
津

　ボランティア用のごみ袋や引換券（6月配布）の対応
が遅すぎる。3月に駆け込みのごみ出しが発生し、回収
処理が追いつかなかったのは見通しが甘いのではな
いか。

　貴重なご意見として伺う。

○ ②

環境 ごみ 3
北会
津

　持ち込みごみの事前確認を追手町第二庁舎で行う
のは非効率。ごみ処理場で一括して行えないのか。市
民サービスが低下している。

○ ②

環境 ごみ 3
北会
津

　ごみ処理の有料化に向けて準備期間は十分あったは
ず。「有料のごみ袋を配れば解決する」という安易な姿
勢に見える。

○ ②

環境 ごみ 3
北会
津

　2月の説明会で多くの問題点が指摘されていたにも
かかわらず、解決策の提示がなくマニュアル通りの説
明に終始しており、非常にがっかりした。ごみ処理の有
料化に向け、制度の移行期や、ルール・運用の狭間（境
目）における具体的な配慮が足りないのではないか。

○ ②

環境 ごみ 3
北会
津

　市と議会に本気度が感じられない。ごみ減量には根
本的な意識改革、特に「生ごみ」への対策が不可欠で
はないか。

　貴重なご意見として伺う。
○ ②

環境 ごみ 3
北会
津

　令和６年度の福島県のごみ排出量が全国最下位で
ある現状を踏まえ、生ごみの削減手法を真剣に考える
べき。科学的効果が立証されているEM菌の研究開発
を市自らが率先して行うべきではないか。市がすすめ
るキエーロ（生ごみ処理器）の科学的根拠がよく分から
ない。

　貴重なご意見として伺う。

○ ②
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境 ごみ 3
北会
津

　ごみ袋の値段が高すぎる。不法投棄などをする人が
出てくるのではないか。

　貴重なご意見として伺う。
○ ②

環境 ごみ 3
北会
津

　私の住む地区では、ごみの出しかたを工夫して、家
庭ごとにランダムな番号を割り当て、ごみ袋に記入して
もらっている。約9割の協力を得ている。ごみの不当排
出防止に一定の効果がでていると思う。
　ただ、ルール違反で不当に出されたごみの処理や管
理を地区（自治会等）に丸投げするのは不適切であ
る。市が責任を持って回収すべきではないか。

　貴重なご意見として伺う。

○ ②

環境 ごみ 3
北会
津

　草や木は燃えるごみで出す必要はないと思う。「何で
も燃やせる焼却炉」という前提の処理体制そのものを
見直すべきではないか。

　貴重なご意見として伺う。
○ ②

環境 ごみ 3
北会
津

　以前は透明もしくは半透明のごみ袋を使用して、ご
みを出していた。袋の中身もよく見えた。ごみ処理の有
料化に伴い、ごみ袋がオレンジ色と青色になった。オレ
ンジ色や青色にしたことで中身が見えにくくなっている
のではないか。

　ご意見として伺う。

○ ②
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境 ごみ 4 一箕

　家庭ごみ処理の有料化について、不適正排出や出し
方のルール違反が頻発し、地域では大きな問題となっ
ている。ごみ袋の支給や補助制度は理解しているが、
実際の現場では排出のたびにトラブルが生じている。
　問題はごみ袋を配布するなど制度そのものではなく、
ルール違反に対する市の明確な対応方針が示されて
いない点である。
　資源ごみの日に出されたごみの中に生ごみが混在し
ていた場合は、その不適正排出ごみを数週間も放置
することはできない。町内会としてどこまで対応してよ
いのか判断できず、違反ごみを放置しても排出者が持
ち帰る例は少なく、最終的に地域役員が処理せざるを
得ない状況である。不適正排出者を特定した場合も、
法律違反やトラブルを懸念し対応に苦慮している。
　町内会への未加入者もいて、アパートがまるごと未加
入の場合もある。不適正排出にはチャイルドシートなど
のごみもある。それも一人だけではない。このままでは
いたちごっこが続くため、市として啓発・警告を含めた
対応可能範囲を明確に示し、具体的な対処方針を示し
てほしい。

　多くの方から同様の話を聞く。地域の組長から聞いた
話では、不適正排出のごみが１週間前に出されたが開け
るわけにいかないため、町内会を通じて市に相談したと
ころ、「２週間は張り紙をしてそのままにしてください。２週
間経っても持っていかない場合は、町内会に配布された
有料の指定ごみ袋に詰め替えて排出するように」と言わ
れ、実際にごみ袋を開けたところ、瓶や缶、使用済みの大
人用の紙おむつが入っていたそうだ。組長からは「それを
片付けなければならない気持ちになってください。そして
是非、議会で取り上げて問題にしてほしい。」という声を
頂戴した。
　市が町内会に求めている事と違う事が現実に各ごみス
テーションで起き始めている。この意見交換会で出た意
見もきちんと持ち帰り、市に対して意見を伝えていく。

○ ①

環境 ごみ 4 一箕

　不適正排出のごみについて、全然違う回答を市から
もらっている。張り紙して２週間ではなく、３週間から１
か月置いてくれと言われている。１か月が経ち、私が立
ち合いをして袋を開けた。住所が特定できるものがあ
り、その人へごみを届け、有料ごみ袋に入れて出すよう
に伝えた。
　また、トラブルがあった際に使用するごみ袋が区長に
届くと聞いているが来ていない。問い合わせたら６月
に配布すると言われた。ごみ処理の有料化が４月から
始まっているのに町内会へのごみ袋が６月から配布と
いうことはありえない。

　地区によってはごみ袋が届いているところもあると聞い
ている。それも市へ徹底してもらう。

○ ①
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境 ごみ 4 一箕

　門田地区では町内会用の有料ごみ袋が届いてると
のことだったが、一箕地区には、６月から１町内30世帯
分の指定ごみ袋を配布する、という内容の文書が市か
らきており、それまでに町内会で何枚使用したかを把
握しておいてほしいという内容であった。

　後日報告させていただく。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ96）

環境 ごみ 4 一箕

　区長が変わったことにより、前区長に文書が届いても
引き継いでいないところもある。６月から指定袋が届く
ことも、町内会で対応しなくてはならない事も知らな
い。

　ご意見として伺う。

○ ②

環境 ごみ 4 湊

　１リットル２円という東北でも高額なごみ袋の料金が
果たして適正なのか。東京よりも高いごみ袋の料金を
設定したのはどういうことか。議会はこれに疑問はな
かったのか。ごみの処理は普通は税金でやるのに袋代
を取りごみの処理をするという発想が出てくること自
体がおかしい。１リットル２円のごみ袋の料金は果たし
て適正だったのか。

　市はタウンミーティングも開いている。「ごみ緊急事態宣
言」の結果が出て時間がないままに有料化を決定したた
め、議会としては当然慎重に審査した。様々な意見があ
り活発な議論を行ったが、附帯決議で５項目の条件を付
け賛成多数で議決した。
　市民の皆さんがごみ処理の有料化の問題では同じよう
な意見を持っていると考えるが、議会では委員会審査、
一般質問でも様々な意見も出て議論になり、委員会の中
で相当時間が割かれて議論したが、最終的には市の説
明に同意する議員が多数になり、１リットルあたり２円の
有料化が可決された。

○ ①
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境 ごみ 4 湊

　ごみの減量のために経済的動機付けとの理由で１
リットルあたり２円の設定をしたという説明だが、全く
信用できない。ごみ減量の目標を達成して排出量が全
国レベル以下、焼却炉との関係でも少ない量になった
らごみ処理の有料制度はやめてもいいことにはならな
いのか。もしくは「減ったからもっと上げろ」になるの
か。議会にはよく市と議論を重ねてほしい。
　東京都小平市の例を参考にした話だが、小平市は首
都圏の中心で施設建設へのイニシャルコストが相当高
い。そのイニシャルコスト分までごみ処理有料化の料
金に含んだため批判もあったが、本市はそれは言って
いない。値下げもできると促すのが当たり前の政策だ
と思うが、議会には継続的に監視していただきたい。

　貴重なご意見として伺う。
　また、ごみ袋の有料化でごみ袋を売って基金を作ると
いうことで約４億4,000万円が予算化されているが、そ
れがどこに使われるのかも含めてこれからしっかりと見て
いきたい。

○ ①

環境 ごみ 4 湊

　ごみ処理有料化の手数料の使い道では、説明会で
全戸に生ごみ処理機を配ったらごみが減ると意見を出
したが、費用がすごくかかるという理由で駄目だった。
ごみ処理機を無料で、できるだけ多くの世帯に配った
ら良いと思う。

　貴重なご意見として伺う。

○ ②

環境 ごみ 4 湊
　ごみの量が他の都市より多いということだが、どのよ
うな数値を基に多いという判断になったのか。

　他の自治体と比べた１人あたりのごみ排出量の数値が
基になっている。 ○ ①

環境 ごみ 4 湊

　ごみの量が多い分、市民が物を買っているということ
で、そのごみを減らせと言うと、買い物を控えることに
はならないか。そうなると本市の経済が下向きになる
のではないか。

　貴重なご意見として伺う。

○ ②

環境 ごみ 4 湊

　うちの地区では、ごみ処理の有料化以降も従来の袋
で捨てる人がいる。

　地区や排出しているごみステーションの場所によって取
組に相当の違いがある。全く問題ないところでは、区長が
監視を強めているとも言っていた。また、いくら言っても
なかなか不適正な排出が後を絶たず困っているという話
もある。

○ ①

環境 ごみ 4 湊
　誰が出したのかわからない不正に出されたごみの場
合は、市の方で処理することも考えてほしい。

　貴重なご意見として伺う。
○ ②
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境 ごみ 5 神指

　ごみステーションに４月の下旬くらいからプラスチッ
クごみの日に、プラスチックごみ以外を入れた袋が散
見された。今もその袋がある。防犯カメラ等を設置して
抑止力にするなど、良い解決方法はないのか。以前防
犯カメラを市から借りて設置したが、再度設置できな
いか。

　ごみステーションに防犯カメラの設置を希望する町内
会が多くあり、順番待ちとなっている。市は令和８年度よ
り、町内会で防犯カメラを購入、設置する際の支援制度
を創設したので活用いただきたい。 ○ ①

環境 ごみ 5 神指

　ごみ処理の有料化に関して、思わぬ問題が発生して
いることはあるか。

　市からの情報によると、４月の１週目はごみ処理の有料
化前に排出されたごみの対応、ごみ袋が買えない、新た
な排出方法が分からない等の問合せがあった。２週目以
降は、ボランティアの一斉清掃等があったため、ボラン
ティア清掃のごみ袋に関することや、不適正排出に関す
る町内会での対応方法などの問合せがあった。また、不
適正排出ごみに対応するごみ袋の配布が6月以降となっ
たため、少し早く配布できないのかという要望が多く寄せ
られた。
　交付金による支援も６月以降となるため、もう少し早め
の対応ができないのかという要望が寄せられたが、現在
は大きな混乱はないと聞いている。

○ ①
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境 ごみ 5 神指

　ごみ袋の金額が磐梯町のごみ袋の金額より高い。そ
の理由を教えていただきたい。

　市指定のごみ袋１リットル当たり２円という料金は全国
の中でも高い水準にある。ごみ処理の有料化はお金を集
めたいといった理由ではなく、ごみ減量対策をはじめとし
たゼロカーボンシティの推進に向け、資源循環型社会の
形成、衛生的な生活環境保全、地球温暖化対策に要する
財源として活用したいという説明を受けている。人口が
同規模である自治体と比較しても、ごみの排出量が多い
点と、新ごみ焼却施設の焼却炉の数が減少するという主
に２つの理由より、ごみの減量化に取り組んでいるところ
である。　
　また、全国の自治体を調べた結果、市の指定ごみ袋の
料金が高い自治体ほど、ごみの減量効果があった。大学
の先生からも意見をいただき、タウンミーティングにおい
ても話が出たが、１リットル当たり２円は高価だが効果は
ある、という分析結果もある。
　全国ではごみ袋１リットル当たり３円とした自治体もある
と聞いている。

○ ①

環境 ごみ 5 神指
　古布の分別回収は非常に良いことであり、北公民館
でも出入口に回収箱が置いてあるが、今後も継続する
のか。

　令和８年度より２週間に１度、各町内会に設置している
ごみステーションで回収している。プラスチック容器包装
の箱と同じような箱で回収している。

○ ①
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境 ごみ 5 謹教

　家庭ごみ処理用の袋の値段が高い。安くなる可能性
はあるのか聞きたい。

　家庭用有料ごみ袋の単価については、１リットルあたり２
円であり、全国的に見ても高い設定となっている。ごみ処
理の有料化導入時には、議会内でも「金額が高いのでは
ないか」「ごみ処理は無料で行うべきではないか」など、さ
まざまな意見が出された。一方で、市としては単に収入を
目的としたものではなく、ごみ減量に向けた市民意識の
変化を促すことを重視しており、複数の料金パターンを
分析した結果、単価を高く設定した方が減量効果が高い
という検証結果があること、ごみ処理については「出した
量に応じた負担」という考え方があり、会津若松市や福
島県全体として、ごみ排出量の多さが課題となっているこ
と、新しい焼却施設の稼働に伴い、ごみ減量が重要な課
題となっていることから、現在の料金設定となった。現時
点では、一定条件を満たした場合に料金を引き下げると
いった具体的な方針は示されていない。ただし、紙おむつ
は指定袋不要、地域ボランティア活動で使用するごみ袋
の配布や、町内会へのごみ袋の配布、交付金支給など、
さまざまな対応も行っている。ごみの減量化が大きく進
み、「現在の料金設定が適切なのか」という議論が必要と
なった場合には、将来的な検討課題の一つになる可能性
はある。
　今回寄せられた意見については、予算決算委員会第２
分科会において受け止める。

○ ①

環境 ごみ 5 謹教

　ごみ減量について、市から「減量を進める」という方
針は示されているものの、具体的にどのような方法や
方向性で減量を進めていくのか、市民への説明が十
分に浸透していないのではないか。

　ごみの減量を進める背景としては、市のごみ排出量が
全国的に見ても多い状況にあること、また、新しいごみ焼
却施設において焼却炉が３炉から２炉へ変更されたこと
で、受入可能なごみの量が減少したことが大きな要因で
ある。そのため、市では令和６年５月20日に「ごみ緊急事
態宣言」を発出し、ごみ減量の目標達成を呼びかけてき
た。当時は、一定の減量目標を達成できればごみ処理の
有料化には移行しないという説明もされていたものの、
令和６年９月から11月までの排出量が目標に届かなかっ
たため、有料化へ進む判断となった。

○ ①

47



【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境 ごみ 5 謹教

　ごみ袋の価格が高いこともあり、市民の中には負担
に感じている方もいるのではないか。 そのため、単に
「減量してください」と呼びかけるだけではなく、具体的
な減量方法や目的、なぜ必要なのかという背景を、よ
り丁寧に市民へ伝えていく必要があるのではないか。

　ごみ袋の価格については、市民から「高い」という声が
多く寄せられている。また、「なぜ有料化になったのか分
からない」「いつの間に決まったのか知らなかった」という
意見も依然として多くある。そのため、市としてはタウン
ミーティングや市政だより、ＬＩＮＥ、ＳＮＳなどを通じて周
知を行ってきたものの、10万人を超える市民全体へ十分
に浸透したとは言い切れない状況であり、より丁寧な説
明や周知が必要である。

○ ①

環境 ごみ 5 謹教

　さらに、市議会議員は市民の代表であることから、こ
うした内容を市民へ分かりやすく伝え、理解を広げて
いく役割も重要ではないか。

　市議会議員の役割については、市民の意見を市へ伝え
ることに加え、ごみ処理の有料化の背景や目的を市民へ
分かりやすく伝えていくことも重要であると考える。実際
に、各地区での意見交換会などでも、「料金が高い」「袋
が切れやすい」など、さまざまな声が寄せられている。議
会としても、こうした市民の意見を受け止め市に伝える。

○ ①

環境 ごみ 5 謹教

　その上で、現在どのような方向性で取組が進められ
ているのか、改めて考え方を聞きたい。

　現在の制度を実施しながら、その効果や課題を継続的
に検証していく。また、生活保護世帯や非課税世帯には
指定ごみ袋引換券の配布など一定の配慮も行っており、
今後もどのような支援や周知が必要か検討していく。制
度開始後もさまざまな課題が出てくると考えられるため、
その都度、市民の意見を踏まえながら、改善できる部分
については見直しを求めていきたい。

○ ①
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境 ごみ 5 謹教

　ごみ問題と焼却施設の整備について、焼却炉の更新
計画は以前から進められていたものであり、炉の規模
縮小についても当初から想定されていたのではない
か。もし人口減少対策をより重点的に取り組んでいれ
ば、「焼却炉を小規模化する」という発想には至らな
かったのではないか。

　新しい焼却施設については、会津若松市単独ではなく、
会津坂下町、磐梯町、猪苗代町などを含む10市町村で
運営され利用する広域施設であることから、市議会とは
別の広域議会において整備計画が進められてきた。ま
た、「焼却炉を小さくした」というよりは、従来３炉だったも
のを２炉体制へ見直したものであり、その背景には、少子
高齢化や人口減少の進行に伴い、今後ごみ量が減少し
ていくとの見通しがあった。さらに、施設整備後の維持費
や償還負担を将来世代へ過度に残さないためにも、広域
議会で議論を重ねた結果、２炉体制に決定したと聞いて
いる。一方で、人口減少対策などについて、十分とは言え
ない部分もあったのではないかとの意見については、真
摯に受け止めたい。

○ ①

環境 ごみ 5 謹教

　会津若松市では以前から少子高齢化や人口減少が
課題となっていたことから、本来であれば人口増加や
定住促進、高齢化対策などを含めた長期的な視点で
まちづくりを進めていく必要があったのではないか。今
後の行政運営においては、単に目の前のごみ減量だけ
ではなく、人口動態や将来のまちづくりも含めた長期
的視点が重要ではないか。

　少子高齢化や人口減少への対応については、まだまだ
取り組むべき課題が多くあると認識している。そのため、
ごみ問題だけではなく、人口減少対策や将来のまちづく
りも含めた長期的な視点を持ちながら、今後も議論を深
めていく必要がある。また、議会としては決定権限を持つ
立場ではないものの、市民の意見を市へ伝え、市の考え
を聞きながら議論していく役割があることから、今回の意
見についても受け止め、今後の議論につなげていきた
い。

○ ①
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境 ごみ 5 謹教

　人口減少が進んでいるにもかかわらず、ごみの量が
なかなか減っていない点について、「人口が減れば、ご
みも自然に減るはずではないか」という素朴な疑問を
感じている。ごみ問題については、行政だけに原因が
あるのではなく、市民側にも改善すべき行動や意識が
あるのではないかと考える。また、「原因があるから結
果がある」という視点から、ごみが減らない背景につい
て、市民と行政の双方が考えていく必要があるのでは
ないかと考える。ごみ問題については、一方的に行政
を責めるのではなく、市民も含めて課題を共有しなが
ら考えていくことが重要ではないかと考える。

　人口が減少しているにもかかわらず、ごみが減らない
理由については、市としても専門家に分析を依頼してい
るものの、現時点では明確な原因は特定できていない。
そのため、最終的には一人一人の意識改革や行動変容
が重要になってくるのではないかと考える。また、「観光客
が増えていることが原因ではないか」という意見もあるも
のの、観光客によるごみは事業系ごみに分類されるた
め、家庭系ごみの増加とは別に考えている。市としては、
分別の徹底や、生ごみの乾燥、キエーロの活用など、各
家庭で少しずつごみ減量に取り組んでほしいと考えてお
り、「一人一人がリンゴ１個分を減らしてほしい」という呼
びかけも行っている。さらに、ごみ処理の有料化が始まっ
た4月以降、ごみステーションの状況を見ると、ごみが
減っていることを実感している市民も多いのではないか
との話があった。有料化による影響なのかも含め、今後も
しっかり状況を確認・検証していきたい。

○ ①
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境 ごみ 5 謹教

　ベトナム出身の方が居住するアパートから、ごみの不
適正排出があった。市へ外国人向けのごみ出しルール
の周知について確認したところ、ホームページ上のＱＲ
コードから外国語表示をしているページの閲覧が可能
との説明があった。確認したところ、対応言語が英語の
みであり、十分ではないと感じた。外国人住民が市と
手続を行う機会などに合わせ、それぞれの母国語によ
る説明や、パンフレット配布などを市で行ってほしい。
今回は英語をベトナム語へ翻訳した説明書を作成して
本人へ渡し、不適正排出の内容を説明したところ、そ
の後は改善された。

　外国人住民へのごみ排出ルールの周知について、現
在、市の案内では英語版への案内はあるものの、その他
の言語への対応が十分ではない。以前から、外国人住民
が住むアパートなどで、「曜日が守られていない」「分別方
法が分からず、まとめて出されてしまう」といった相談や
意見が地域から寄せられている。現在、国際交流協会で
は、ベトナム語、中国語、英語などによるごみ排出ルール
の案内資料を用意している。一方で、市民からは「本来は
市として対応すべきではないか」という意見も出ており、
議会としても、その必要性について市へ伝えてきた。特
に、市ではベトナム、タイ、フィリピンなどの外国人住民が
多いことから、英語だけではなく、多言語による案内や周
知を進める必要がある。翻訳アプリなども活用されてい
る一方で、それだけでは十分ではない面もあるため、引
き続き市へ対応を求めていきたい。現在は国際交流協会
（市民協働プラザ内）で多言語の案内資料を受け取るこ
とができる。またホームページでも閲覧できるため必要に
応じて活用してほしい。

○ ①

環境 ごみ 5 謹教

　外国人住民へのごみ出しルールの周知については、
市の手続の際など、必ず接触する機会があるはずなの
で、そのタイミングを活用して丁寧に説明してほしい。
勤務先や、入居時の不動産会社、アパートの管理会社
に対しても、日本のルールや地域のごみ出し方法につ
いて周知・協力を促してほしい。町内会のルールや地
域での生活マナーについては、本人任せにするだけで
はなく、企業や管理会社とも連携しながら対応していく
ことが必要ではないかとの考える。

　ご意見として伺う。

○ ②
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境 ごみ 5 謹教

　家庭用の有料ごみ袋について、１枚ずつ切り離して使
用しなければならない仕様は、高齢者にとって不便で
あり、改善を検討してほしい。

　ごみ袋について、ロール式になっているため、「１枚ずつ
切り離す際に破れてしまう」いった意見が多く寄せられて
いる。袋を結ぶ部分が弱く、使用時に破れやすいといっ
た課題も指摘されている。ロールから切り離す際に、必要
以上に裂けてしまうケースがあり、利用しづらいとの声も
多い。これらの点については、環境共生課でも課題として
認識しており、今後改善していく必要があるとの考えが
示された。議会としても、市に対して改善を求めながら、
しっかり後押ししていきたい。

○ ①

環境 ごみ 5 謹教

　ごみ減量の考え方について、「3R」の取組が重要で
ある。市でも基本的な考え方として「リデュース（減ら
す）」「リユース（繰り返し使う）」「リサイクル（再資源化
する）」を推進している。近年は「4R」として、不要なも
のや過剰包装を断る「リフューズ」。また「5R」として、
壊れたものを修理して使う「リペア」といった考え方も
広がっている。ごみを減らすためには、そもそも不要な
物を買わない、必要かどうかを考えて購入することが
大切ではないか。古布や古着などについても、近年は
リサイクルの仕組みが広がってきている。こうした取組
を更に進めながら、ごみ減量につなげていく必要があ
ると考える。

　ご意見として受け止める。そうした視点が重要であると
考える。

○ ②

環境 ごみ 5 鶴城

　ごみ減量対策における町内会でのごみステーション
の管理について、これまで議論したと思うが、結論的に
は町内会に管理を押し付ける形になったと感じる。これ
は議論を重ねたのか。また、この予算は令和９年度以
降も予算化していく考えがあるのか。

　市内の町内会だけで506あり、ごみステーションはもっ
と大きな数になる。皆様のお力をお借りしないと管理しき
れないため、町内会の皆様に対する周知方法や支援の
在り方などの議論を重ね、町内会へのごみ袋の配布及び
交付金を出すという新たな制度を導入した。
　その継続性については、まだ確定はしていないが、ゼロ
カーボンシティ会津若松推進基金の活用についてや、今
後のごみ減量化の動向、ごみの不適正排出への対応など
も含めて、分析しながら考えていかなければならない。

○ ①
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境 ごみ 5 鶴城

　ごみ袋の引き換え券については、40リットルのものし
か選べない。袋のサイズを選べるように検討してほし
い。

　引き換え可能な袋のサイズについて、確認して報告す
る。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ97）

環境 ごみ 5 鶴城

　ごみ袋の強度が弱すぎる。 　破れないように下の方は逆に伸びるような構造には
なってはいるが、結び手のところが切れてしまう、切り離
す時に間違って切れてしまうといった情報をいただいて
おり、市環境共生課でも認識している。今回は初回の
ロットとして300万枚以上を作成しており、ごみ袋の強度
については、次回作成する際の要望になるかと思う。
　ごみ袋の強度について、確認して報告する。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ97）

環境 ごみ 5 鶴城

　ごみ処理の有料化に関して、市から色々通知文が届
いていたため、町内の総会で協力してやっていきたい
という趣旨での提案をしたところ、反対意見が出され
た。ごみ袋を持ち帰って入れ直しすることぐらいまでは
対応できても、立会人を置くこと点については、特に反
発が強かった。 その結果、我々役員が出した提案は却
下され、今の町内会の大きな課題となっている。また、
補助金交付についても通知文に書いてあったが、ごみ
を持ち帰って入れ直して出したことが分かる証拠を出
さなくてはいけないのか。

　今回の町内交付金は、町内の皆様に対する啓蒙、啓発
のための意味合いもある。その中の一つとして、ごみス
テーションに立会人を設置する場合、補助金を活用でき
るが、必ずしも立会人を置かなければならないというわ
けではなく、協力できる範囲内で取り組んでいただきた
いというのが市の考えである。3月、4月の啓蒙のために
と明記されており、一段落すれば立会いの必要性も無く
なると思われるが、まだ不適正排出が続いてるところもあ
り、適正排出やごみの減量も含めた全体の状況を見なが
ら対応していくことが重要である。今後とも動向を注視
し、しっかりと皆様のご意見を伝えていく。
　また、補助金については領収書等は必要ない。必要な
枚数を言っていただければよいことになっている。

○ ①
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

環境 ごみ 5 鶴城

　ごみ袋が有料となり、ごみ袋の収入で何億円も入る
と伺っているが、学校の給食費に少しでも回せないの
か。

　「ゼロカーボンシティ会津若松推進基金」は、ごみ減量
やごみステーション整備など環境対策に使う目的が条例
で決められているため、現時点では給食費など別の用途
に使うことはできない。用途変更には条例改正が必要で
あり、今後のごみ減量の状況によって基金の規模も変動
するため、財源としても不安定な面がある。基金は基本
的に目的が限定されているもので、市が自由に使える財
政調整基金とは性質が異なるため、現段階では意見とし
て受け止める。

○ ①

環境 美化 3 日新
　環境美化推進協議会について市は補助金を交付し
支援しているが、お金を出して終わりで、検証をあまり
していないのではないか。

　ご意見として伺う。
○ ②

教育
委員
会

教育
委員
会

4 湊

　若松の抱えている様々な問題は教育がしっかりして
いないからだと思う。教育をしっかりすれば市から出て
いかないし、出たとしてもその地元のためになる人間
になると思う。「あいづっこ宣言」なんて絵に描いた餅
みたいなものである。小さい頃から子どもをいかに教
育するかで市の抱えている問題は変わると思う。小さ
い頃に湊で遊んでいて、いいところだと思ったら戻りた
いと思う。やはりもっと教育に力を入れるべきだと思
う。

　貴重なご意見として伺う。

○ ②

少子
高齢
化

人口
減少

3 城西

　人口減少は、何十年も前から課題として分かってい
る。何をどういう風にしていくのか、何が課題なのか、
真剣に考えて取り組んでほしい。

　ご意見として伺う。

○ ➁

地域
社会

後継
者問
題

2
町
北・
高野

　日本赤十字社の役員選出の関係で、何年か後に分
団長の選出の順番が地区へ回ってくることから、脱退
したいというような話が出ている。現在はこの話を保留
にしているが、ほかの地区ではこのような事例がある
のか。

　他地区においても同じような話がある。
　担い手が少ない中での選出となるが、国との関係もあ
ることから市レベルで団体を無くすことは難しい。
　その団体の日常的な活動が見えにくくなっていることも
地区における団体存続や役員辞退の要因となっているの
ではないか。

○ ①
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

地域
社会

後継
者問
題

2
町
北・
高野

　令和８年の民生委員の改選において成り手がいない
ことから、区長として責任を取って自分がなることにし
た。　民生委員のお世話にならなくてはいけないくらい
の歳なのに、この組織の在り方はこれで良いのかと疑
問に思う。

○ ①

地域
社会

後継
者問
題

2
町
北・
高野

　ひとつの集落で団体を抜けるとなると、ほかの集落も
その団体を抜けることにつながっていく。何のためにそ
の団体があるのかが若い人たちなどに理解されていな
い。７０歳代以上の人が担っている。

　今まである地域の様々な団体の存続が危うくなってい
る現状は北地区に限ったことではない。
　北地区で、ある団体の担い手がいない場合でも、その
団体が行っていた活動が地区として必要であれば対応
できる手段を考えなければならない。

○ ①

地域
社会

後継
者問
題

2
町
北・
高野

　コロナ禍以降、様々な団体の活動が中止や縮小・廃
止によって、その団体の活動や存在意義が見えにくく
なってきていることから、団体がなくてもいいと思われ
ているのではないか。
　北地区が平穏無事で住みやすい地区だということが
原因ではないか。

○ ①

地域
社会

地域
活動

2
町
北・
高野

　コロナ禍以降、６年間地区運動会を開催していない。
今年は地区運動会を再開することで動き出している
が、６年間もやっていないので参加者がいないのでは
ないかとの声もある。
　小・中学校に再開のご挨拶と協力のお願いを行う予
定。参加者がどうなるかは分からないが、開催してみ
て、その実態に応じ今後どうしていくのか考える。

　鶴城地区の例では、３年前の意見交換会時に同じよう
な話があり、区長会から協力金を拠出し、運動会の運営
経費に当てていることや、子ども会主催の花火大会の再
開に向けて区長会も一緒に行動し再開にこぎつけたとい
う例がある。
　一団体だけで対応できない活動を、地域として可能な
範囲で協働していく実例である。

○ ①

地域
社会

地域
活動

2
町
北・
高野

　若い世代も子どもも何人もいない、高齢化になって
いることから、うちの町内は運動会に参加しないことと
なった。

○ ①

地域
社会

地域
活動

2
町
北・
高野

　6年間開催していない実態があって、体育連盟の存
在意義がなくなっていることから、規模を縮小して再開
し、参加地区の数などによって今後どうするか判断す
る材料にしたい。

○ ①
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

地域
社会

地域
活動

2
町
北・
高野

　地域づくり協議会としても、個人的にも全面協力した
いと思っている。 ○ ①

地域
社会

地域
活動

2
町
北・
高野

　自分の地区も高齢者ばかりで、運動会に出るかは不
安がある。しかし、再開してみて、何回か回を重ねるこ
とも必要だ。

○ ①

地域
社会

地域
活動

2
町
北・
高野

　区長会と体育連盟会長とで運動会再開に向けて何
回か打ち合わせを行った。再開することに皆で全面
バックアップしないといけない。

○ ①

地域
社会

地域
活動

2
町
北・
高野

　こういう場があること自体、若い世代に届いていない
ことがまず問題だ。
　私たちの世代は皆、市のホームページが何であんな
に見にくいのかと言っている。議会だよりもアパートの
子たちは見ない。地域の活性化もそこからかなと思う。

　ご意見として伺う。

○ ②

地域
社会

地域
活動

2
町
北・
高野

　ここに住んでいる人たちだけで地域を作ろうと思って
も難しい。
　全国で有名な地域づくりの講演会を２回聞いたが、
元気あふれるパワーのある人が地域づくりをしていて
すごいと感じた。

　北地区においては、今後も積極的な地域づくりを地区
の方々、市、議会とつながりを持ちながら進めていただき
たい。
　議会としては、集落支援員の方とも連絡を密にしながら
今後も関係を保っていきたい。

○ ①

地域
福祉

要援
護者
支援

3 城西

　要介護者など、個別に支援が必要な方がいる。支援
を受ける方の袋はちょっと色を変えてもらえれば、周囲
の理解を得られると考える。

　ご意見として伺う。

○ ②

文化セ
ンター

Wi-Fi
整備

5 謹教

　文化センターのインターネットＷｉ－Ｆｉ環境整備は、ど
のように進める予定なのか聞きたい。
Ｗｉ－Ｆｉ環境が整っていないため不便を感じる。

　後日回答する。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ98）
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

防災・
安全

ハザー
ドマッ

プ
3 城西

　令和７年にハザードマップのアンケートがあった。間
もなく、内水ハザードマップが配布されるようだが、市
全体の大きなものしかない。地区ごとの詳細なハザー
ドマップはないのか。

　拡大地図があるか確認して報告する。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ98）

防災・
安全

ハザー
ドマッ

プ
5 神指

　会津縦貫道北を整備する際に土盛りをしていると思
うが、それによって市のハザードマップはどのように変
わるのか。現在のハザードマップを見ると、磐越道の南
側は結構水が溜まりやすくなっているので、新たな道
路ができると同じような浸水が想定されるのではない
か。

　要望として当局へお伝えし、後日回答する。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ99）

防災・
安全

防災
計画

5 謹教

　柏崎刈羽原子力発電所は、小規模なトラブルや事故
が繰り返し発生しており、万が一大きな事故が起きた
場合、偏西風の影響により放射性物質が会津地方へ
到達する可能性があるのではないか。市からは、会津
若松市は避難者の受入地域として位置付けられてお
り、市民が域外へ避難することを前提とした計画には
なっていないこと、また、福島県や新潟県の広域的な
防災計画との整合性を図りながら対応を進めていると
の説明があった。県全体の方針だけではなく、「会津地
域としてどう考えるのか」という視点を持ち、地域防災
計画の中で独自に検討していく必要があるのではない
か。こうした内容に関するパブリックコメント制度自体
が市民にあまり知られておらず、意見提出者も少な
かったことから、このような課題を共有し、市議会議員
にも広く認識してほしい。

　地域防災計画について、今回の改定は、近年全国各地
で発生している地震や豪雨災害、温暖化による影響など
を踏まえ、それらを市や福島県に置き換えた際に、どのよ
うな対応が必要かという観点から進められている。また、
地域防災計画については、国の「防災基本計画」、福島県
の「地域防災計画」と整合性を図りながら、市の計画を策
定しているため、市独自の視点や対応が十分に盛り込ま
れていない部分もある。その上で、今回意見のあった、原
子力災害や会津地域独自の視点についても、重要な観
点の一つとして市へ伝えていきたい。今後、市独自の防
災の考え方や対応についても、議論・検討していく必要
があると考える。今回の意見については受け止め、今後
に生かしていきたい。

○ ①

防災・
安全

消防
団

2 行仁
　消防団について、私の所属している団は定数が20名
であり、実団員が14名いる。団員の確保が困難な状況
である。また、女性も2名いる。

　今後３年間の定員の見直しをしている状況であり、地区
外からの消防団を集めることやインターネットでの募集も
行っている。

○ ①
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

防災・
安全

消防
団

2 行仁

　一般の人には消防団の仕事や役割が分からない。消
防団員の任務状況が分かれば、団員も増えると考え
る。また、団員のエリアはあるか。
　消防団に入会を検討したいと思った。

○ ①

防災・
安全

消防
団

2 行仁

　（出席した消防団員の話を伺った。）
　体力的な条件などはあまりなく、また活動についても
定例会で話し合われる。エリアについては私の地域で
は14名中７人が地域外からの団員で構成されている。
地域外の人は現場に直行することとなる。
　機能別消防団もあるので是非消防団員に応募して
ほしい。

○ ②

防災・
安全

消防
団

2 行仁
　地域を守る消防団では、地域の実情を知る担い手不
足が課題となっている。 ○ ②

防災・
安全

消防
団

3
北会
津

　火の見櫓の解体時には補助金が出るのに、新設・設
置時には補助金が出ないのは制度としておかしい。

　貴重なご意見として伺う。
○ ②

防災・
安全

消防
団

3
北会
津

　新入団員が集まらず縮小が進んでいるが、日中は若
い世代が仕事で不在のため団員になりにくい。組織縮
小が先行し、地域の実情にそぐわない。

　貴重なご意見として伺う。
○ ②

防災・
安全

消防
団

3
北会
津

　広域消防だけでは、地理的・環境的要因より、5分で
現場に駆けつけることは不可能。特に冬場は水源を探
すのも一苦労であり、消火までに余計に時間がかか
る。

　貴重なご意見として伺う。

○ ②

防災・
安全

消防
団

3
北会
津

　「可搬式ポンプの操作・運用に12名以上の団員が必
要」というルールがあるが、現状、人数を集めるの難し
い。消防団員と機能別団員を合わせた12名にしたらよ
いのではないか。実際には５～６人いれば操作ができ
ると考える。市は「地域防災力の重要性」を謳うが、現
実にはそのようなルールが地域の防災力を削いでい
る。

　「可搬式ポンプの操作・運用に12名以上の団員が必要」
というルールについては、おおよその目安としてのルール
であると認識している。特定の個人のみに負担がかから
ないようにするため、おおよそ12名ほどの人員が必要と
されている。また、機能別団員を含めての12名となって
いる。

○ ①

防災・
安全

消防
団

3
北会
津

　消防団に対する予算と隊員の定数がリンクしている
のか疑問。現状に合わせ、柔軟に活動できる「機能別
団員」の確保・拡充が必要ではないか。

　貴重なご意見として伺う。
○ ②

58



【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

防災・
安全

避難
者受
入・支

援

3 城西

　高齢者の避難支援として、65歳以上の独居老人宅
を町内の地図上にマークして管理している。個人情報
などの問題があったが、区長が管理して協力しても
らった。

　先進的な取組について教えていただいた。ご意見として
伺う。

○ ②

防災・
安全

避難
場所

4 河東

　学校跡地について、防災拠点として活用できないか
検討したい。災害時に備えた施設・敷地の整備を、地
域や支所と協力しながら進めていきたい。

　学校跡地は地域課題であり、防災拠点や体育館を活用
した農業機械・除雪機械の格納などの活用案が考えられ
る。地域で議論をまとめてもらえれば、議会としても市に
働きかけていきたい。

○ ①

防災・
安全

防災
組織

3 城西

　各地域において、自主防災組織の設立はどの程度進
んでいるのか。出前講座の依頼など、どこに聞いて進
めればいいのか分からない。

　最初に取組を始めたのは、東山地区と認識している。危
機管理課で対応しているので、相談に行ってもらいた
い。 ○ ①

防災・
安全

防犯カ
メラ

3 城西

　防犯カメラ設置について、最低5年使用との条件が
あったが、お金の無駄である。市全体でＩＴ関係の事業
としてシステム化し、詐欺などの犯罪のない、安心して
過ごせるまちづくりのために予算をしっかりつけて取り
組んでみてはどうか。

　ご意見として伺う。

○ ②

防災・
安全

防犯カ
メラ

3 城西

　うちの町内でも、昨年泥棒が入った。防犯カメラを設
置しようと市に相談したが、周辺住民の同意が必要と
のことだったため設置が難しく、防犯カメラもどきを設
置した。

　ご意見として伺う。

○ ②

防災・
安全

防犯カ
メラ

3 城西

　防犯カメラの映像は、どこが管理することになるの
か。最終的に、その映像を見て市が警告・指導してくれ
るのか。

　基本的には、カメラを設置したことによる抑止力と考え
る。

○ ①

まちづ
くり

地域づ
くり

1 東山

　東山小学校の校庭で夏祭りを開催し、盆踊り、屋台
やキッチンカー、カラオケ、芸人を呼ぶ等の楽しいイベ
ントを開催したい。かかる費用はクラウドファンディング
を利用して集める予定である。

○ ②

59



【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

まちづ
くり

地域づ
くり

1 東山

　昔、東山小学校で夏祭りを開催していた。出店、屋台
でにぎわっていた。当時とは環境が変わり周囲の方々
の理解が必要となる。東山温泉の盆踊りとは別に東山
盆踊り大会をつくるのは良いことだと思うが、難しい点
もある。

　東山地区の中で昔を知っている皆さんで話し合ってい
ただければと思う。

○ ①

まちづ
くり

地域づ
くり

1 東山

　体育連盟は、現在16町内中11町内に代表委員を置
き活動している。委員は、小・中学校のＰＴＡの役員を
経験した方が多くを占めている。 その中には子ども会
育成連絡協議会の役員の方もいる。体育連盟の活動
であるが、東山地区運動会は地区単独で運動会を開
催している。運動会の運営は、体育連盟、東山小学校
とＰＴＡ、子ども会役員の方々で行っている。また、区長
会、各種団体の皆さんからも協力がある。役員の担い
手については、私は60代で、そのほか30代後半、40
代が担っている。組織は、若い担い手が入ってこなけ
ればなかなか難しくなっていくと感じている。

○ ②

まちづ
くり

地域づ
くり

1 東山

　東山地区の子ども会の活動は、現在４団体、４地区で
構成している。活動は、各地区で廃品回収を行い、東
山地区全体の子ども会の活動は、餅つき大会と運動会
への参加である。子ども会への参加状況は、小学校に
入学する１年生が20名前後と子どもが少なくなってき
ている。さらに、スポーツ少年団や各種活動に参加して
いる子は、子ども会に入ってもらえない状況もある。現
在、ジュニアリーダーになる子どもを育てるために取り
組んでいる。役員の担い手については、子ども会加入
が少ない中で、親御さんに説明し、役員を担っていた
だいている。

　他団体の活動内容を教えてほしい。

○ ①

60



【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

まちづ
くり

地域づ
くり

1 東山

　東山地区は、17の団体で各種団体連絡協議会を構
成している。区長会は、各種団体活動について詳細を
把握していない。17団体の中から６団体と東山地区区
長会の役員とで様々な意見交換をしている。また、区
長会から６団体に補助金を交付している。役員の担い
手については、新しく役員になる人が見つからない共
通した悩みがある。区長会活動については、地区防災
活動に力を入れている。東山地区の16町内会のうち
の15町内が土砂災害警戒区域に一部入っている。土
砂災害警報が出た時、東山小学校、東公民館に避難
できないため避難場所が近隣に無い。２年前、東山地
区区長会は、２か所の施設と避難場所としての協定を
結んだ。避難場所の活用については、町内会ごとにど
のように運用するのか各町内会の課題として認識され
ている。東山地区は、各町内会と各種団体が元気で活
動していただきたいと思っている。

○ ②

まちづ
くり

地域づ
くり

1 東山

　私の町内会では、高齢者が年々増え、空き家も目
立ってきている中での課題は、自主防災組織の設立が
ある。令和７年から計画づくりを役員会等で意見を交
わし、令和８年度中には自主防災組織を市に申請し設
立する予定である。 町内会の課題は、役員になる人が
いない。課題解決に向け若い方に対し町内会活動に
関心を持ってもらうために広報活動をしていきたいと
考えている。また、若い方の発想を生かし、町内会の行
事等に組み入れていきたいと考えている。

　区長も来ていると思うが、町内会活動の中で今の課題
や、特徴的にここはうちの町内会が自慢できるという活
動などがあれば教えてほしい。

○ ①

61



【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

まちづ
くり

地域づ
くり

1 東山

　役員の担い手づくりについて、人とのつながりが大事
である。例えば、学校との関係では、 ＰＴＡ活動のつな
がり、役員と親との協力体制、それを各種団体の活動
へ誘う、東山地区では文化祭、地区運動会、敬老会の
活動への協力をお願いして経験してもらっている。現
在でもＰＴＡと各種団体、体育連盟、子ども会等の若い
人で運営を担っている。中には、協力できない人もお
り、その方には様々な働きかけがあると考える。地区運
動会への協力を呼びかけても集まらないが、学校を通
して呼びかけると、協力する方が増えることもある。ま
た、子ども会に入っていない子どもが、秋の提灯行列
には参加したいと親に伝えた場合は、子ども会に入っ
ていなくても参加を認めることで後日、子ども会に加
入していただけるケースもあった。このような経過か
ら、多様な方法があると思っている。

　私はこう考えているということがあれば教えてほしい。

○ ①

まちづ
くり

地域づ
くり

1 東山

　役員会の運営を少し変えるといった手法もある。30
代40代は、家庭と仕事をしながら活動を担っていただ
くことになるため、体育連盟では、役員会の開催日と時
間を考慮した。会議の開催時間を変え、昼の会議をや
めて夜だけの会議にした。また、土日の会議を平日に
変更した。そのため出席率は良くなった。

○ ②

まちづ
くり

地域づ
くり

1 東山

　役員の担い手づくりで考えたのは、役員手当につい
てである。各種団体には役員手当が無いため、市とし
て役員手当について考えるべきである。

　門田地区の各種団体の役員手当とその財源について
は、１世帯に対する各種会費の金額が決められており、各
町内会が集金して区長会に集約されている。そのうち各
種団体へ区長会から交付金として交付され、認められる
範囲内で各種団体がそれぞれの活動を行っている。団体
の中には、役員手当、活動手当を支給しているところや、
役員手当を支給していない団体もある。各種団体の中で
規約を定め区長会等に報告をしており、制度が必要であ
れば作り、改正を総会にかけて運営している。市に財源
を求めることや各地区で有償ボランティアを考えてもよい
と思う。

○ ①
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

まちづ
くり

地域づ
くり

1 東山

　東山地区は、各町内会から会費をいただき運営して
いる。６団体へは補助金を出しているが、それ以外の
団体には出していない現状である。東山地区区長会か
ら補助を受けない団体は、役員手当を支給できないの
が現状だと思う。地区の活動を担うための運営費の在
り方について教えていただける取組があればと思う。
役員の担い手について、世代交代を徐々に行う方法
がうまく機能していない。

　組織の運営費についての事例であるが、門田地区の環
境美化推進協議会の取組を紹介する。これは、令和７年
度までの取組だったが、市の資源物回収奨励金交付制
度を利用して門田地区内の資源物回収、主に古紙回収
を年間を通して行い、１ｋｇ×３円を交付していた。この制
度を使い、門田地区の小・中学校の学校美化推進活動の
原資にしていた。詳しい交付金額は分からないが、市の
補助制度を使って運営費にしていた事例である。

○ ①

まちづ
くり

地域づ
くり

1 東山

　市長との対話集会は、年１回開催しているが、各地区
の要望の実施率は、過去11年間の統計では25％程度
である。予算のこともあり優先順位をつけて実施して
いることは理解するが、地域からの要望の実現率を高
めるために市議会としても応援いただければと思う。

　この場では約束できないが、区長会要望の優先順位に
ついては、議会で議員が話し合った記憶はない。議員が
話し合って議会としての意思を出すことについては、優先
順位を含めた考え方を表明することは、可能だと考える。
議会で応援できることについて伺っていく。

○ ①

まちづ
くり

地域づ
くり

4 湊

　大銀杏の管理をNPOがやってくれていて助かるが、
大銀杏を枯らしたら大変である。大銀杏は市の指定で
あり、年に６回から７回除草している。また旧赤井小学
校の跡地の草刈りは年２回やっている。助成金云々で
はなく、こういうものがあるっていうことで区の役員全
部でやっているが、良いものは残していきたい。是非
皆さん一度来てほしい。素晴らしさがわかる。

　貴重なご意見として伺う。

○ ②

まちづ
くり

地域づ
くり

4 湊

　ただお金をかけるだけではなく、血の通った対応が必
要である。私は石川県能登半島の大地震の後にボラン
ティアで訪問したが、能登の中学生たちが皆挨拶する
ことにびっくりした。そういう意味で血の通った取組、
知恵を出し合ってそういう方向に持っていけたらいい
と思う。

　貴重なご意見として伺う。

○ ②

63



【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

まちづ
くり

地域お
こし協
力隊

2 行仁

　地域の印象は、空き家が多くあること。また、会津の
方の人柄としては、守りが強くて攻めが弱く、性格は控
えめな印象がある。行仁地区には酒蔵や神社など魅力
的な場所が多く、それらを生かしたまちづくりをしてい
きたい。産業を作り、お金を産む地域にしたい。お日市
や空家活用をしていきたい。

　行仁地区の地域おこし協力隊から地域の特徴・課題に
ついてお話をいただいた。

○ ②

まちづ
くり

地域お
こし協
力隊

2 行仁
　地域おこし協力隊について、任期満了後の取組の継
続や今後も協力隊を受け入れることができるのか確認
したい。

○ ②

まちづ
くり

地域お
こし協
力隊

3 日新

　地域おこし協力隊が大戸・一箕・行仁等に配置され、
まちづくりに貢献していると伺っている。地域おこし協
力隊と作った行仁地区のパンフレットを見せてもらっ
た。全市的にやるのではなく、各地域の特徴を捉えまち
づくりをしていくことは良いことだと思う。

　地域おこし協力隊は、農業や、伝統産業など様々な分
野で活躍している。地域づくりでは、湊地区３名、大戸地
区２名、行仁２名、一箕地区２名が今年度配置予定で、集
落支援員が、湊地区１名、河東地区２名、北（町北・高野）
地区１名、大戸地区１名、一箕地区１名配置予定。地域づ
くりの活動支援を行っている。参考になる活動があれば、
市民協働課に問い合わせていただきたい。

○ ①

まちづ
くり

地域づ
くり委
員会

4 一箕

　ひとみ創造ネットワークは令和６年５月に発足した。
少子高齢化による地域活力の低下への危機感から、
一箕地区の活性化を目的として設立した。組織は「ひ
とみつながり部会」、「ひとみ共生ふくし部会」、「ひとみ
ココスキ部会」の三部会で構成し事業を展開している。
令和７年度は、実施が困難であった敬老会を一箕文化
創造祭に組み込み、地域全体で実施する新たな形を
開始した。演奏会開催や担い手育成と地域交流を進
めている。また、防災組織の立上げにも取り組んでい
る。福祉分野では社会福祉協議会の支援による紅白
饅頭やおせち配布などを実施した。その結果、令和７
年12月の市内地域活動コンペティションにおいて、一
箕地区は三部門で第１位を獲得した。

　ひとみ創造ネットワークの内容がよく分かった。それぞ
れの部会の方たちの意見が聞けたら、他の地区の人たち
や我々も勉強になるので、是非聞かせてほしい。防災関
係などで、うまくいっている事や苦労しているところはあ
るか。

○ ②

64



【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

まちづ
くり

地域づ
くり委
員会

4 一箕

　一箕地区には57町内会があるが、世帯数が10世帯
から600世帯と差が大きく、情報共有や意思統一が難
しいことが課題である。防災分野では、市の防災計画
を基に各町内でマイタイムライン作成を進めているが、
導入は現在１割未満にとどまっている。今後は５割の拡
大を目標としている。各町内の防災委員と区長と連携
し町内の特性に応じた防災計画を作成し、段階的に進
めていく予定である。

　ご意見として伺う。

○ ②

まちづ
くり

地域づ
くり委
員会

4 一箕

　ひとみつながり部会では、住みよくにぎわいのあるま
ちづくりを目的に活動している。ホームページの作成や
地域活性化を目的としたゴルフ大会の開催などに取り
組んできた。また、会津短期大学の教員や学生と連携
し、ごみ問題を学ぶすごろくゲームの制作や地域マッ
プ、学生向けグルメ情報づくりなどを進め、地域住民と
学生が協働する新たな関係づくりが生まれている。学
生の入れ替わりという課題はあるものの、ひとみ創造
ネットワークを通じて世代や立場を越えた交流が広
がっており、今後もこうしたつながりを大切にしながら
活動を発展させたい。

　ご意見として伺う。

○ ②

まちづ
くり

地域づ
くり委
員会

4 一箕

　皆さんの話に感動している。一箕地区は若い人たち
が住みやすい場所になっていることと、色々手助けを
してくれるコミュニティーの場があり、子育てもしやす
いと感じる。
　少子化という問題から、それをどうクリアして人口を
増やしていくのかという着目点を変えていく時期にあ
る。今後、会津若松市は15地区にテーマを絞り、それ
ぞれ進めていくような形があるのか。

　会津若松市には１８地区があり１５地区に区分している。
本市では10年間を計画期間とする総合計画において15
地域に、それぞれに自治組織を立ち上げることを目標と
している。各地域で取り組むテーマは、地域住民が主体
的に話し合い決定するものであり、市や議会が決めてい
るものではない。議会が実施している地区別市民との意
見交換会では、担当する班の議員が各地区でテーマを
設定して意見交換を行っているが、地域ごとに固定され
たテーマがあるわけではない。

○ ①

65



【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

まちづ
くり

地域づ
くり委
員会

4 一箕

　包括支援の立場でひとみ共生ふくし部会に参加して
いる。良かったことは、地域には同じ方向を向いて活動
する多くの方々がいると把握できたことである。部会へ
参加により、地域のために自分も役割を果たしたいと
いう意識が高まった。各地域が共通の課題を抱えなが
ら取り組んでおり、一箕地区は広い地域でありながら
三つの部会が連携し、一定の結束力を持って活動して
いて誇りに思う。今後は会津全体での意見交換もして
いただき、同じ課題を持つ人と意見を共有できる、点と
点がつながって１つの輪になるような会津若松市を
作って欲しい。

　ご意見として伺う。

○ ②

学校
給食

給食
費

5 鶴城

　小学校の給食費が今年から無償化になった。中学校
は無償化になっていないが、令和８年度は予算がな
かったということか。

　小学校の給食費は国からの交付金に市が上乗せし、実
質的な無償化を実現した。一方で中学校については、国
の動向を見ながら今後検討する段階にある。ただし、市
の財政は厳しく、財政調整基金も減少している状況であ
り、除雪費などの支出も大きいことから、恒久的に市単独
で負担を増やすのは難しいと説明を受けている。そのた
め、中学校の給食費無償化については財政状況を踏ま
えつつ、国に対し要望しながら慎重に議論していく必要
がある。

○ ①

学校
施設

環境
整備

1 門田

　地域学校協働活動推進員として学校でボランティア
をしているが、学校の教材備品が古くなっている。鋸は
刃こぼれ、ミシンは半分以上使えない。学校のこうした
現状は、教育委員会に伝わっていないのではないか。
学校の運営に関わることや学校の備品については、市
の予算を確保して学校教育の充実を図っていただきた
い。学校運営協議会が組織されており、学校単位で話
し合うのは有効であると考えるが、複数の学校で協議
を行っても意見が深まらないため、個人的には反対で
ある。

　現状を確認し、報告書で回答したい。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ99・１０
０）
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

学校
施設

環境
整備

1 門田

　門田小学校のプール掃除をボランティアで行ってい
るが、掃除の道具がそろっていない。ホースが短いの
でバケツリレーで行っている。道具をそろえて掃除をす
れば短時間でできるがそのような体制になっていな
い。この現状を変えてほしい。

　門田地区には、南公民館と各種団体が整備してきた機
材がある。門田小学校で準備できない機材があればテン
トやニュースポーツの機材等の貸出しを行ってきた。ホー
スについても長いホースを門田地区運動会実行委員会
で購入し、体育連盟が管理している。門田小学校から南
公民館に機材の貸出しについての申し出があれば貸出
可能となっている。

○ ①

少子
高齢
化

少子
化対
策

4 河東

　市の出生数は30年前から大きく減少しており、少子
化による地域の存続に強い危機感がある。農業問題も
含め、少子化への対応は一部の人だけでなく、市民全
体で考える必要がある。

　少子化は本市だけでなく全国的な課題であり、産業構
造とも密接に関係している。文教厚生委員会では、結婚・
出産・子育てしやすい環境づくりや、子どもが減少するこ
とを前提とした教育・地域課題への対応について議論を
進めている。
　第7次総合計画が令和８年度で終了し、次期計画に向
けて議会でも各分野の検証と提言を進めている。人口減
少は自然減・社会減の両面で深刻であり、移住促進や給
食費無償化など子育て負担の軽減を含め、若い世代が
定住し子どもを産み育てやすい環境づくりに取り組む必
要がある。

○ ①

少子
高齢
化

少子
高齢
化対
策

4 一箕

　少子高齢化や人口減少は長年指摘されてきた課題
である。しかし、問題提起にとどまり、具体的な解決策
や将来像が市民に十分に示されているとは言い難い。
このままでは現状を理解しないまま高齢化が進み、地
域から人が離れていくことへの強い危機感がある。

　ご意見として伺う。

○ ②

少子
高齢
化

人口
減少

1 門田

　市の人口減少について、高校卒業後に、大学や就職
を理由に人が市外へ流出していることが一番大きな問
題だと考えている。希望する就職先が無いことが理由
の一つとなっているため、市として整えていってほし
い。

　令和9年度からの次期総合計画のための講演会で、講
師からの問題提起の一つに人口減少対策についての指
摘があった。男女ともに大きく減っているが、特に女性の
割合が大きい。現在、市の事業として若い方々に市へ来
てもらうための補助制度を整えて情報発信している。
　市民の中にも人口減少対策について様々な問題意識
を持っていると考えている。市と議会も、共通の認識持っ
ており、粘り強く実行していく。

○ ①
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

地域
社会

後継
者問
題

4 一箕

　私はひとみ創造ネットワーク共生福祉部会に所属し
ているが、保健委員会と活動内容が重複し、類似団体
が並立している状況である。担い手が減少する中、団
体の統合や役割整理による負担軽減が必要であり、同
一事業を複数組織で担う現状では継続は困難であ
る。今後は、少数精鋭と明確な司令塔による運営体制
へ転換し、地域全体の課題として組織のスリム化・統
合を進めるべきである。将来的には第一保健委員会を
ひとみ創造ネットワークへ統合すべきと考える。

　確かに役員を担うと様々な団体から当て職でまた役員
を担当することがある。本当に潰されそうだという話もよ
く伺うので、確かにそれは有効だと考える。

○ ①

地域
社会

後継
者問
題

4 一箕

　ある議員が一般質問で役員の負担について質問して
「組織の見直しを支援していく」との答弁が示されてい
た。大変重要な事であり、形式的にならず真剣に取り
組んでいただきたい。現在は担い手不足が深刻であ
る。こうした状況を踏まえ、行政においては、その進捗
状況を継続的に把握し、実効性ある取組を強く求めた
い。

　組織にはそれぞれ成り立ちや経緯があり、統合には相
応の労力を要することは理解している。しかし、将来を見
据えれば、組織のスリム化は不可欠である。議会としても
重要なテーマとして受け止めていきたい。 ○ ①

地域
社会

後継
者問
題

4 河東

　地域活動や行政対応では、情報共有や引き継ぎ、人
材育成が不十分で、後継者が育たず活動が継続しにく
い。組織を継続させるため、後継者づくりや体制整備
を行政としても支援してほしい。

　行政への要望として受け止め、貴重な意見として承る。

○ ②
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

地域
社会

子ども
会

4 一箕

　一箕地区の子ども会が36団体から８団体となった。
減少の理由としては、子ども会活動の魅力低下や、事
業・研修情報が地域へ十分に届いていないことが挙げ
られる。リーダー研修会などの案内が子ども会へ直接
届かず小学校へ届き、やりたいという子どもがいても、
子ども会に入っていないとダメだという。子どもから見
れば、地域に子ども会があるのかもわからない状態で
ある。組織の仕組みや連絡体制も分かりにくい。
　また、令和７年の会津まつりの提灯行列では送迎バ
スの手配がなくなり、保護者負担が増えるなど、支援
体制の弱体化も感じられる。現在のままでは更に子ど
も会の減少が進む懸念がある。市子ども会育成会連
絡協議会の役割や市の支援体制の現状を確認し、議
会としても注視してほしい。

　ご意見として伺う。

○ ②

地域
社会

地域
活動

1 門田

　区長会の現状だが、門田町内会は45ある。そこで、
新たな区長になった方は、順番制や、声掛けを重ねて
役員になってもらった。区長会の役員は、複数回お願
いしないと担い手がいない現状である。今回困ったこ
とは、市からの要請による役員選出である。役員を掛
け持ちで行っている方が多く、見つけ出すのが大変
だった。例えば、学校運営協議会について区長会とし
て選出することになったが、門田小学校、城南小学校、
第五中学校の３校が対象となり、人選した経過にある。

　ご意見として伺う。

○ ②

地域
社会

地域
活動

1 門田

　交通安全協会の活動は、春、夏、秋、年末年始の４回
全国交通安全週間に合わせて活動している。朝の通
学時に７名体制で各学校の交差点に立ち交通誘導を
している。会員の高齢化と新規加入者が少ないため会
の体制維持が難しくなってきている。地域貢献として
は、小・中学校の児童・生徒に対し交通安全の指導を
行っている。また、門田地区文化祭、敬老会、鶴ヶ城
ハーフマラソン大会で交通指導を行っている。

　ご意見として伺う。

○ ②
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

地域
社会

地域
活動

1 門田

　民生児童委員協議会の活動状況は、定数が28名の
ところ、現在24名で２名は申請中で承認されておら
ず、欠員が２名となっている。24名で主任児童委員も
合わせ活動している。毎月の定例会と各地区の見守
り、相談活動をしている。活動の中で、行政福祉相談
員と連携して動いていることで、欠員２名を補う活動に
結びついている。役員の高齢化と担い手探しを今後の
課題として考えている。また、門田地区の各種団体との
連携も視野に入れて活動することになると考えている。
これからのまちづくりは、各組織の相互連携での取組
を考える時期に来ていると思っている。

○ ②

地域
社会

地域
活動

1 門田

　婦人消防隊の現状は、令和７年に新たに２名が加入
した。門田地区や市の様々な行事に婦人消防隊の法
被を着てPR活動をしている。婦人消防隊の課題は、
市内に１６地区あるが、婦人消防隊の組織のある地区
が、門田、城西、行仁地区の３地区だけとなっているこ
とである。地元貢献としては、門田地区の各種行事、敬
老会、鶴ヶ城ハーフマラソン大会に参加している。ま
た、春と秋の火災予防週間では、城南消防署と広報活
動を行っている。

○ ②

地域
社会

地域
活動

1 門田

　環境美化推進協議会の組織について、令和７年度末
に区長会長に相談した。その内容は、長年、協議会を
支えてきた高齢会員が退会をしたことで、会の運営が
できなくなり会を解散したいというものであった。会長
から、新たな会員の紹介を受け継続することになった。
令和８年４月の総会で役員改選を行い、新たなメン
バーで再出発した。今年の活動は、門田小学校、城南
小学校、小金井小学校と第五中学校に年２回、花壇の
植栽と草むしりを行う予定である。また、文化祭に向
け、環境美化に関する標語コンクールも開催する。

○ ②
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【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

地域
社会

地域
活動

1 門田

　環境美化推進協議会の役員をしている。区長会長か
ら３名の方を紹介してもらい、これまでの組織運営を
見直し、新たなメンバーの意見を取り入れ活動してい
る。グループLINEを取り入れ、連絡体制を変えること
により、連絡が分かりやすく短時間でできるようになっ
た。実際の活動は、5月の各学校での美化活動など
が、これから始まる。

　ここからは、出席者と話し合いを深める。

○ ①

地域
社会

地域
活動

1 門田

　地域学校協働活動推進員として学校で学習支援を
している。環境美化推進協議会の会員拡大のため、南
公民館に登録しているボランティアが約40名いること
もあり、声掛けすることを区長会長に提案した。今回
は、環境美化推進協議会の会員拡大につながったが、
他の各種団体の活動に参加を呼び掛けることもできる
と考える。今後、こうした仕組みづくりを考えていきた
い。

○ ②

地域
社会

地域
活動

1 門田

　環境美化推進協議会の新しいメンバーとして、声を
掛けてもらった側の者である。花を植える活動への声
掛けがきっかけであり、最初から地区から１名必要だ、
などの押し付けの形であれば、断っていたと思う。知っ
た人から声を掛けられることで安心感があり、入っても
良いと思うようになった。
　また、市民との意見交換会の存在は以前より知って
いたが、出席することはなかった。しかし、今回協議会
に入ることで市民との意見交換会にも参加し、皆さん
で話し合っていることを知ることができた。
　土起こしと花植えの作業はこれからだが、活動を頑
張りたいと考えている。

　３名の話から、環境美化推進協議会は、会員が継続し
て運営してきたが、新たなメンバーの加入で運営方法を
より良いものにしていくことを話し合いで決め、活動を少
し変えたとのことだった。また、新たな会員からは、他の団
体でも取り入れられるワードが幾つか出たと考える。知り
合いから丁寧に話され、参加に結びついたことにより、さ
らに活動の幅が広くなったことなど、皆さんと考えていき
たい事例である。

○ ①

71



【第２分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

地域
社会

地域
活動

1 門田

　前回に続いて２回目の参加である。今回参加した理
由は、地域づくりの活性化との関係で、地区の防災組
織、自主防災組織のことについて町内で計画していき
たいと考えているためである。先月、町内会総会で自
主防災組織について提案して承認され、今後、自主防
災組織を具体的に設立することになった。ただ、自主防
災組織の課題は、一つの町内だけでは活動が困難で
あり、県や市、近隣町内や各種団体との連携などが必
要となってくる。これから進める上で助言等をお願いし
たいと思う。万が一に備えるための自主防災組織と各
種団体の様々な活動と連携していきたいと考えてい
る。

○ ②

地域
社会

地域
活動

1 門田

 中野町内会でも、自主防災組織の計画がある。以前、
若松第３地域包括支援センターとの懇談会で自主防
災組織に関するテーマで話し合いがあった。今後門田
地区全域でこの防災計画が作成されていく予定であ
れば、連携していきたい。

○ ②

地域
社会

地域
活動

1 門田

　飯寺区長会長をしている。現在、飯寺町内会は、１０
区で一つの町内会であり、１０名の区長がいて私がそ
の会長を務めている。若い方で４０代、また５０代が多
い。役員は順番のところとくじ引きや、じゃんけんのとこ
ろがある。役員になれば若い方でも協力的で町内のた
めに働いていただいている。今後も役員のなり手につ
いては、課題となってくると思う。

○ ②
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【第３分科会】 第33回市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

観光 鶴ヶ城 5 謹教

　鶴ケ城のライトアップは、とても良い取組である。その
一方で、鑑賞する来場者の利便性向上のため、ライト
アップの終了時間に合わせて、鶴ケ城の公衆トイレも
利用できるようにしてほしい。

　後日回答する。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ101）

企業
誘致

工業
団地

1 大戸

　市は工業団地の誘致を進めているが、大戸地区への
企業誘致について伺いたい。このままでいくと若い人
がいなくなると心配している。若い人が定住し、安心し
て生活できるのは、働く場所、それが一番重要ではな
いかと思う。

　若い人が勤め、子どもが増えることを実現させることは
重要なことだと考える。工業団地を整備する条件があり、
例えば水と半導体工場の結びつきでいえば、電力が安
い、自然災害が少ないなどのメリットがあれば企業を誘
致でき、新たな工業団地が実現する可能性もある。

○ ①

中心
市街
地

まちな
か活
性化

5 謹教

　商店街の取組の現状について聞きたい。 　産業経済委員会・予算決算委員会第３分科会では、市
内に複数ある商店街の活性化をテーマとして設定し、調
査・研究を行っている。
　先進地視察や調査研究を行いながら、政策提言も行っ
ている。商店街においては、にぎわいの創出が不可欠で
あり、議会においても提言を行ってきており、令和７年８
月には、神明通り商店街の旧商業施設跡地に「まちなか
案内所」が開設され、にぎわいの創出と交流が期待され
る。

○ ①

中心
市街
地

神明
通り

5 謹教

　神明通りのまちなか案内所のトイレについて、靴を脱
がずに利用できるよう、土足のまま入れる方式にして
ほしい。

　後日回答する。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ101）
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【第３分科会】 第33回市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

中心
市街
地

神明
通り

5 謹教

　神明通りに食料品店がなく、日常の買い物に困って
いる。高齢化が進む中、車を前提として郊外へ買い物
に行くのではなく、歩いて買い物ができる環境を地域
の中に整えていくことが重要ではないか。市長との対
話の場でもこの件を伝えており、市としても調査等を
行っているとの説明を受けた。小規模スーパーが、神
明通り周辺には適しているのではないか。クラウドファ
ンディングの活用や、市民主体によるスーパー、公営
スーパーの可能性はどうか。常設店舗が難しい場合
は、移動販売車による定期販売など、買い物支援の仕
組みを検討できないか。神明通りは中心市街地であり
ながら人通りが少なく、買物環境がまちなかのにぎわ
いにも影響しているのではないかとの意見がある。

　神明通り周辺の買物環境について、現在、まちなか案
内所周辺ではイベント時にキッチンカーの出店などが行
われている。その上で、今後は移動販売車の導入につい
ても検討してほしいとの考えが示された。これは議会とし
ての正式な提案ではなく、個人的な意見として事業の中
で考えてほしいと伝えている。また、神明通り周辺には、
いわゆる「買物難民」となっている方も多くいるとの認識
が示され、以前はイオンにも店舗出店をお願いしていた
ものの、様々な事情により難しかった。コープ本町店の閉
店に関連し、コープ側では、登録者を対象に送迎する
サービスを検討している。単に移動販売車を走らせるだ
けでなく、実店舗まで利用者を送迎するような支援サー
ビスも今後重要になっていくのではないか。今後、こうし
た取組が神明通り周辺にも広がり、地域の買物支援につ
ながっていくことを期待したい。

○ ①

鳥獣
対策

鳥獣
対策
（全
般）

5 神指

　熊などの有害鳥獣が出没しているが、何か対策を講
じているのか。熊の出没情報は聞くが、いつまでも危
険が除かれない状況が続いている。市としての対策方
針はあるのか。

　中山間地域であれば、毎年いくつかの地域において専
門家等による集落診断を行っている。専門家による対策
アドバイスをはじめ、山際の緩衝帯、草刈りをお願いした
り、集落と山際の間に侵入防止柵を設置するなどの対策
を講じている。また、狩猟免許等を所持している方々に
対しては、箱わなや括りわな等の貸出しも行っている。有
害鳥獣等が発見された場合は、鳥獣被害対策実施隊等
の皆様に出動依頼をしており、中には猟銃の免許等を所
持している隊員もいる。近年出動件数も多いため、今年
度より出動報酬を引き上げたところである。

○ ①
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【第３分科会】 第33回市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

農業
農業
振興

4 湊

　私の地区ではここ6、7年の間に移住者が6、7世帯ぐ
らい来た。地域の人たちとバランスを取るのが難しいた
め、移住してくれる方を市で面倒を見てほしい。市は
移住に関してそのことを考えてほしい。
　湊地区は農業が基盤となり様々な活動もできてい
る。湊地区全体で農業をしっかりとやっていくという意
識が重要である。
　水利関係の工事の補助金では、工事代がかなり上が
り、枠も小さいので、枠を広げ補助金も上げていただ
きたい。市は農業関係の予算がそれほど大きくないと
思う。農業振興のための助成を増やすよう検討してほ
しい。

　貴重なご意見として伺う。

○ ②

農業
農業
振興

5 謹教

　会津の農産物の海外への販路拡大に向けた取組に
ついて聞きたい。

　会津の農産物の中で、現在会津みしらず柿において
は、会津坂下町、会津美里町、ＪＡ会津よつばと連携、協
力の下、タイ等への輸出に取り組んでおり、令和７年度か
ら新たに台湾に向け輸出している。今後も販路開拓、拡
大を推進する。

○ ①

観光
観光イ
ベント

2 城北

　ふくしまデスティネーションキャンペーン（DC）に向け
た取組について、どのような内容なのか教えてほしい。

　ＪＲグループと福島県や県内市町村、地元の観光事業
者などが一体となって、各地域の魅力を発信する観光
キャンペーンである。ふくしまDCの前年に行われる令和
７年のプレDCでは、磐越西線、会津鉄道、只見線等の利
用を促進することで、利用者数が120％を超えた。令和８
年４月から６月の期間にふくしまDCが行われ、東京都内
の駅構内では電子掲示板に会津地方の桜景色の掲載
や、山手線などの都内沿線では中づり広告などでキャン
ペーンの周知を行う。

○ ①

観光
観光
案内
板

2 城北

　駅内観光案内所の取組について、鶴ケ城では地域お
こし協力隊がサムライの格好をして歩いているが、玄
関口であるJR会津若松駅でお出迎えしてもらえるとイ
ンパクトがあるのではないか。

　ご意見として伺う。

○ ②

観光
鶴ケ城
内整
備

2 行仁
　鶴ケ城へ散策や観光で来城した際、道が凸凹で水た
まりが多く、整備がされていないと感じた。 ○ ②
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【第３分科会】 第33回市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

中心
市街
地

まちな
か活
性化

3 日新

　本町にある生協が７月に閉店になる。日新地区では
食料品や日用品の買い物に不便が生じ、生活しにくく
なり、地域の方が困っている。区長会や商店街でも生
協店の継続を生協に要望したが、変わらなかった。ま
た、設置されていたATMもなくなった。地域を活性化
する方策が必要である。議会では、地域住民主体のま
ちづくりや商店街活性化への取組を研究テーマにして
いる。研究を生かして地域の活性化を図ってほしい。

　ご意見として伺う。

● ②

鳥獣
対策

鳥獣
対策
（全
般）

2 城北

　駅周辺のムクドリ対策について、駅前町内会の区長
や市の環境共生課の職員３名が２回ほど陸上競技用
のピストルとレーザーライトで追い払いを実施した。し
かし、一旦はいなくなってもまた戻ってくる。全国的に
はどういった対策をしているのか情報収集するべきで
はないか。ドローンを使うことはできないのか。また、会
津大学と連携して取り組めないか。

　ご意見として伺う。

○ ②

鳥獣
対策

鳥獣
対策
（全
般）

4 河東

　八田地区の中山間地では、法面が高く草刈り負担も
大きいため、大規模化や法人の参入が難しい。中山間
地域等直接支払制度で農地保全を続けているが、周
辺では担い手不足で継続を断念する地区もあり、荒廃
農地や熊やイノシシ等の鳥獣被害も実態把握が難し
い状況である。

　ご意見として伺う。

○ ②

鳥獣
対策

鳥獣
対策
（大
戸）

1 大戸

　イノシシ・熊は、大戸地区で処理しているが、焼却処
分等できる方法はないか。

　令和８年度から新ごみ焼却場（環境センター）で70cm
以下の小動物の死体の焼却処分が開始された。環境セ
ンターにおいては、70ｃｍ以下に切断した大型動物（熊、
イノシシ等）の焼却処分については、令和９年度当初に開
始する予定だったが、早期の受入開始を望む声があった
ことから、小動物の処理状況等を踏まえ、開始時期の前
倒しについて検討していると伺っている。なお、それまで
の間は、これまでの対応と同様に、解体したものは市の小
型焼却炉での焼却処分とし、解体していないものは地域
の協力を得ながら埋設していきたい、とのことだった。

○ ①
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【第３分科会】 第33回市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

農業
人・農
地プラ

ン
4 河東

　河東地区では、少子高齢化により、農業の担い手不
足、農地の維持困難、集落機能の低下、消防団員の減
少など、地域全体の維持に関わる課題が深刻化してお
り、行政や関係団体を含めた総合的な対策が必要で
ある。

　ご意見として伺う。

○ ②

農業
人・農
地プラ

ン
4 河東

　八田地区では、以前は農家が32戸あったが、現在自
ら農業を行っているのは10戸程度であり、そのうち後
継者がいるのは3戸にとどまっている。農業は少子高
齢化の影響を強く受けており、今後の農地維持に大き
な不安がある。地域計画についても、10年後の農地の
担い手を示すべき計画であるにもかかわらず、実際に
は現状の耕作者を地図に落とし込んだだけで、将来像
としては不十分である。米価上昇だけでなく、後継者
不足や農地維持の根本的課題について、産業経済委
員会等を含め議会でも議論を深めてほしい。

　河東町との合併時に農政部設置の議論があったことを
踏まえ、今回の発言から、農業課題に対応するための農
政部の意義を改めて確認した。
　農業の担い手不足や地域計画の在り方は大きな課題
であり、他地区では農業生産法人や株式会社による大規
模経営の事例もある。河東地区においても、そのような
動きがどの程度あるのか、実態を確認したい。

● ①

農業
人・農
地プラ

ン
4 河東

　多面的機能支払は有効な制度だが、事務負担や５年
間の縛りが重く、継続を断念する地区がある。農地の
保水・防災機能を維持し、耕作放棄地を防ぐためにも、
制度運用の柔軟化と行政・農協による支援体制の強化
が必要である。

　農業の担い手不足は、産業経済委員会でも予算・決算
審査を通じて継続的に議論してきた重要課題である。ア
イヅライスやあいづ食の陣、アスパラ、トマトなどのブラン
ド化により、観光と農業を連携させる可能性はあるが、現
状では縦割り組織により十分に連携できていない。担い
手不足は放置できない課題であり、地域活動に積極的に
関わる法人の事例も共有しながら、今後も議論を継続し
ていく。

○ ①

農業
地域
開発

4 河東

　農業法人化には通年雇用の確保が課題であり、米だ
けでなく加工品、除雪、焼き芋、派遣など冬期間の収
入源づくりや、女性の参画を含めた多角的な経営が必
要である。

　農業を継ぐ人が減ることで、農道や水路、草刈りなど地
域施設の維持も困難になる。入作の担い手だけに頼ら
ず、地域全体で農地や施設を守る仕組みを考える必要
がある。

○ ①
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【第３分科会】 第33回市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

農業
農業
振興

4 河東

　河東地区では、農業法人は１件程度、大型の個人経
営も数件程度にとどまり、地域計画作成後の具体的な
進展が見られない。地域内で将来の農地利用や担い
手確保の方向性を描けておらず、市内の大型法人など
外部の担い手に農地が集まる状況も生じている。
　また、河東地区は田んぼに段差が多く、草刈りなどの
管理作業の負担が大きいため、若い世代が農業を続
けにくい。農地の集約や区画整理など、作業しやすい
環境整備が必要である。
　多面的機能支払等の共同作業についても、参加者が
限られ、特定の人に負担が集中している。農政課に
は、地域計画や地域活動に継続的に関わり、途中で終
わらせず支援してほしい。
　会津若松市では、米以外の農業ブランドが十分に
育っておらず、市、農協、関係団体が連携した産地形
成やブランド戦略が不足している。観光と農業を一体
的に進める取組を含め、地域資源を生かした農業振興
を進めてほしい。

　ご意見として伺う。

○ ②

農業
農業
振興

4 河東

　国の農政が大規模化を進める一方で、小規模農家
への対応が十分でなかったことにより、農家の減少や
土地持ち非農家の増加が進んできた。「入り作者」が多
くなることで、堰払い、草刈り、共同作業の維持が困難
となり、中山間直接支払制度の組織や農地保全組織
を解散した集落もある。
　農協も広域化により、以前のようなきめ細かな営農
支援が難しくなっている。観光や商業との連携も必要
だが、農政部が主導して改善策を検討していく必要が
ある。

　市長も議会の中で、農業は本市の基幹産業であると
度々述べている。河東地区においても、農業を切り口とし
た地域づくりや振興策を考えていく必要がある。

○ ①
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【第４分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

空き家 空き家 1 大戸
　国道沿いの空き家は、持ち主が東京にいる。先日帰
省し、市と相談したと伺った。解体する方向となり、市
の補助金が出ると聞いたがいくらになるのか。

　建設住宅課が担当である。様々な制度があり、解体補
助金はその金額の１/２、上限が70万円である。 ○ ①

公園
公園
管理

5 鶴城

　旧陸上競技場である多目的広場の周囲にあるフェン
スやネットが老朽化しており、美観を損ねているため撤
去できないのか。また、犬の散歩や花火大会などで利
用する際にも支障があるので不要であれば撤去して
ほしい。子どもの安全面も考慮し、撤去の可否につい
て市で確認してほしい。

　確認し、後日回答する。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ102）

交通
安全

カーブ
ミラー

4 湊
　カーブミラーが壊れているところ、令和７年度から要
望してるが、現在も手がついていない。パトロールがす
ぐに反映できるような作業をお願いしたい。

　貴重なご意見として伺う。
○ ②

雪害
対策

除雪
歩道

5 神指

　徒歩で通勤していることもあり、雪が降ると市内のど
こを歩いても車道を歩くしかないと感じている。歩道の
除雪については主に通学路についてのみ重点的に検
討しているようだが、歩道全体の除雪についてどのよ
うに考えているのか。

　一定程度市で除雪機械が入れる歩道に関しては除雪し
ているものの、狭い歩道については機械が入らず、人力
でやっている箇所や様々な理由により除雪できない歩道
もある。
　通学路に関しては、子どもたちの安全確保のため、重点
的に除雪をしている現状にある。議会でも歩道除雪に関
して、通学路を含め歩道全体の除雪に関して第４分科会
で調査研究を進めており、政策提言していけるように取
り組んでいるところである。

○ ①

雪害
対策

除雪ボ
ラン

ティア
5 神指

　高齢者や障がい者の一人暮らし等、また一人暮らし
で怪我をしている方は、除雪が難しいと思う。その方の
家の前に除雪の後の雪の塊が置かれた場合にはどう
したら良いのか。

　こうした除雪困難世帯に対して、現在町内会と連携した
間口除雪や除雪ボランティアネットワーク事業等を通じて
支援している。こうした支援は、社会福祉協議会が行う地
域ぐるみ除雪ボランティアと一元化しており、相談、活用
していただきたい。
　しかしながら現場では、こうした支援制度を活用でき
ず、お困りになっている世帯が多くあるものと承知してい
る。

○ ①
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【第４分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

側溝
側溝
整備

5 神指

　市の一斉の川ざらい時に、地区で川ざらいに取り組
んでいるものの、大きな道路に面する側溝や、道路を
横切るような側溝に土砂等が堆積しているところが多
く見受けられる。特に、駅前周辺が多いように見受けら
れる。市はパトロールをしないのか。

　側溝の管理については、地区の皆さんにお願いしてい
るのが現状である。交通量が多いところや人力では不可
能な側溝は、道路課で対応を業者に委託しているため、
人力でできない場所があれば、道路課に相談いただきた
い。
　道路のパトロールは普段から実施しており、道路の補修
を中心に行ってはいるが、見つけられない箇所等があれ
ば、皆さんから相談や意見を寄せていただきたい。

○ ①

道路
維持
補修

3 城西

　道路補修を依頼する際に、現地写真を撮って、色々
とやり取りしたが、その後の対応状況について、連絡が
ない。検討状況でも回答が欲しい。

　担当課に伝える。

○ ②

道路
維持
補修

3 城西

　青春通りのレンガ路面は、観光地でもあるのに凸凹
してひどい路面状況となっている。いつになったらきれ
いになるのか。

　予算が配分され次第、劣化がひどい場所から少しずつ
ではあるが通常のアスファルト舗装にしている。

○ ①

道路
道路
管理

1 大戸

　市道の両脇の木々の整理について、木が倒木や枝が
折れないと対応されていない。計画的に予防保全がで
きないか。また、他の方法で対応できないか。

　市道の通行に支障を来す恐れのある、倒木しそうな
木々や枯れ木等の管理については、日常の道路パトロー
ルや市民の方からの通報により適宜伐採除去し、安全確
保を行っている。今後も、引き続き道路パトロールや木々
に架かる電線等の管理者及び関係する地域住民・団体と
連絡を綿密に行い、安全確保の予防保全に努めていく。
また、私有地等の道路用地以外に生えている木々は土地
所有者の管理物であることから、原則、市で伐採・剪定す
ることは行っていないため、通行の安全確保と事故防止
対策等、所有者の責任において、伐採・剪定等の適切な
管理を行っていただくよう、引き続き指導していく、との
市の回答であった。

○ ①
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【第４分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

道路
道路
管理

4 湊

　市道の傷み、補修改修がどこでもあるが、雪解けの
後かなり傷みがあって、パトロールが来て埋めていっ
てくれたのは感謝しているが、まだ一部である。必ず要
望や陳情でやらないと道路の改修はなかなか手がつ
けられないものなのか。要望があってからパトロールす
るのではなくて、常時回って補修してほしい。

　貴重なご意見として伺う。

○ ②

道路
道路
整備

5 神指

　阿賀川新橋梁から神指地区内で今後どのような道路
整備が予定されているのか、その内容について説明し
ていただきたい。
　阿賀川新橋梁は福島県の事業であるため、県から神
指地区に対する詳細な図面等の提示と説明会はある
のか。
　これまで高瀬本田地区は阿賀川新橋梁と隣接してい
るので図面等は提示されたのかもしれないが、その他
の地区への説明等はおそらくなかったと思う。

　建設委員会の中で、市民の関心事である今後の道路整
備に関し、市の当局へ質問しているが、福島県事業でも
あるため、具体的な回答を得られていない状況にあるこ
とから、現段階で公表できるような図面等は提示されて
いない。
　地元の皆様のご意見をお聞きし、議会の中でも、どんど
ん提言していくので、ご意見等をいただきたい。
　市の担当を通じて福島県に対し、地区住民等からの要
望についてお伝えする。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ103）

道路
道路
整備

5 神指

　会津縦貫道北道路整備に関して国道121号若松北
バイパスと磐越道が交差するので、磐越道の上を超え
る場合、会津若松で一番高い場所に道路ができるの
ではないか。一番高い位置にポケットパークのような車
を止めて休憩できるようなスペースを設置できたら、
一大名所になるのではないか。提案していただければ
と思う。

　計画上は、磐越道の上を越す計画になっており、計画
通りだと、会津で一番高い道路になると思う。
　ポケットパーク、駐車場等の要望については確認の上
後日回答する。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ103）
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【第４分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

道路
道路
整備

5 謹教

　区画整理や道路整備について、旧市街地では道路が
狭く、行き止まりも多いため、「通れそうで通れない場
所が多い」と感じている。普段徒歩で移動しており、住
宅の塀やフェンスによって通り抜けができない場所が
多く、防災面・安全面でも課題であると感じている。特
に、救急車や消防車が入れない地域もあることから、
「安全・安心なまちづくり」という観点でも不安を感じて
いる。区画整理については、道路整備のために土地を
提供することへの抵抗感もあると思うが、将来を考え
ると、道路整備が進まないことで地域全体が取り残さ
れ、若い世代が住まなくなるのではと懸念している。道
路整備が進んだ都市と比較し、市は昔ながらの道路構
造が残っている。交通利便性が高い地域には若い世
代や移住者が集まる傾向があることから、まちづくりに
おいて交通や道路環境は重要な要素ではないかと考
える。道路幅はどこで確認できるのか、また、区画整理
に関する相談はどこにすればよいのかを聞きたい。

　各地域で異なる開発業者が整備を行ってきた結果、道
路形状や通行環境に統一性がなく、ちぐはぐなまちづくり
になっている部分があるのではないか。そのため、開発
許可に関する内容については都市計画課が所管となり、
道路の拡幅や整備に関する内容については道路課が担
当になる。今回の意見については、「都市計画課が開発
許可を出す際に、地域全体としての一体性が十分考慮さ
れていないのではないか」という問題提起として受け止
める。同様の意見は他地区からも寄せられているため、
今後も建設委員会の中で確認・検討していきたい。 ○ ①

道路
国県

道の整
備

3 城西

　竹田綜合病院から西に向かう、三角屋の交差点は、
いつ整備が完了するのか。

　竹田綜合病院から三角屋までは市道として整備が進ん
でいる。三角屋の交差点は、県道と市道が交差しており、
県と市で今後の工事について協議を進めており、令和１４
年度で整備される計画で進められている。

○ ①

道路
国県

道の整
備

3 城西
　七日町の道路整備はいつまで工事をしているのか。 　福島県の事業として、電線の地中化工事を順次進めて

いるところである。この工事が完了すれば、車道、歩道も
きれいになる。

○ ①

防災・
安全

空き家
対策

5 神指

　空き家が増えてきて、誰も住んでいない状態のため、
建物がどんどん荒れていく。降雪により、地区内で危
険な状態となっている空き家も見受けるが、安全対策
などはどうしたら良いのか。

　市ではこれまで空き家に関する調査等を通じて、所有
者については原則把握いる。空き家の管理は所有者が
行うべきものであることから、所有者に維持管理をお願
いしている。　
　なお、地域住民の生命財産に危険を及ぼしかねない、
今後こうした事態が想定される空き家が見受けられた
ら、建築住宅課へ相談していただきたい。

○ ①
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【第４分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

防災・
安全

空き家
対策

2 行仁

　空き家を活用した移住・定住について、空き家を改修
して移住者を増やす取組における、湊地区や大戸地区
の状況をお聞きしたい。

　湊・大戸地区は子どもが少ないことから、この地区に市
営住宅を建てられないかとの要望があった。しかし市街
化調整区域には市営住宅は建てられないため、空き家の
活用を考えた。湊地区でようやく一軒だけ空き家の活用
がなされた経過にある。行仁地区は市街化区域であり、
行政が住宅を斡旋する環境にはないと考えている。しか
し空家対策については研究していかなければならないと
考えている。

○ ①

防災・
安全

空き家
対策

2 行仁
　空家対策について、強風で屋根が飛散した事例もあ
り、今後も空家対策を進めてほしい。 ○ ②

防災・
安全

空き家
対策

4 河東

　八田地区では農家数や農家の後継者が大きく減少
し、120町歩ある農地の水路管理や共同作業も高齢
者中心で限界に近い。また、倒壊した空き家や危険空
家が見られるため、調査結果の共有や代執行を含め
た対応の考え方を確認したい。

　空家対策については、解体補助や修繕活用の制度があ
り、危険空家については状況に応じて市が柔軟に対応し
た事例もある。所管も危機管理課から建築住宅課に移
り、建設委員会としても今後しっかり取り組んでいく。

○ ①

防災・
安全

空き家
対策

5 鶴城

　商店街では空き店舗や老朽化した空き家が増え、所
有者不明であることや解体費用の不足により放置され
たことにより、白アリ被害などで周辺環境にも悪影響が
出ている。駐車場不足のため空き店舗を駐車場として
活用している状況も見受けられるが、抜本的な対策や
補助制度が進んでいない。観光道路に接するものとし
ては美観上ふさわしくないという観点から、何らかの方
法はないものか。

　市では市内の空き家について調査・把握しており、ラン
ク付けを行っている。現地を調査し後日回答する。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ104）

まちづ
くり

公共
施設

2 行仁

　公共施設の更新等について 　市では公共施設を長く使用するために長寿命化の取組
がなされており、個々の施設に対してカルテを作り、修繕
や更新の計画を立てて、建物の長寿命化と維持を図って
いる。

○ ①

まちづ
くり

公共
施設

2 行仁
　学校関係も公共施設の修繕・更新の計画に入ってい
るのか。

　入っている。教育委員会ではこれまで、明確な計画を
持っていなかったが、今後は市として個々の学校の修繕
や更新計画を作っていく。

○ ①
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【第４分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

会津
若松
駅前

会津
若松
駅周
辺管
理

2 行仁

　会津若松駅前都市基盤整備事業がどこまでできてい
るのか。

○ ②

会津
若松
駅前

会津
若松
駅周
辺管
理

2 城北

　駅前都市基盤整備事業について、もっと市と駅前周
辺地域との意見交換を開催してほしい。コロナ前は
度々行っていた。

　ご意見として伺う。

○ ②

会津
若松
駅前

会津
若松
駅周
辺管
理

2 城北

　駅前都市基盤整備事業は、今後どのようなスケ
ジュールで進めていくのか。

　令和８年度から基本設計業務に入ることになる。市が所
有している土地は交番脇の公園他１か所のみ。その他はＪ
Ｒ東日本、ＪＲ貨物が所有しているため、三者協定を結ぶ
とともに都市計画の変更を進めている。

○ ①

交通
安全

安全
対策

2 行仁

　行仁小学校の東側の道路を猛スピードで走る車があ
り危険である。10年ほど前にはスクールゾーンがあっ
たので、スクールゾーンの復活、もしくは一方通行にし
てほしい。

○ ①

交通
安全

安全
対策

2 行仁

　（出席した行仁小学校の校長先生の話を伺った。）
　朝の見守り中でも、狭い道路をスピードを出して走る
車や、一時停止をせずセブンイレブンに入る車が見ら
れ危険を感じている。歩道なども含め安全対策の必要
性を感じている。スクールゾーンについてはゾーン30
の指定はあるのかなと思う。

○ ②

交通
安全

通学
路

2 行仁
　通学路の側溝整備について地域要望として市へ相談
済みであり、今後も地域で声をまとめながら改善を求
めていきたい。

○ ②
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【第４分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

水道
水道
料金

4 一箕

　水道事業に関して、水道料金の見直しなどがあるの
か。料金値上げの雰囲気があるように捉えたのだが水
道料金が上がらないよう進めてもらいたい。

　本市の水道料金収入は、東山・大戸地区を除き現在約
30億円弱である。約20年前は大企業から年間約10億
円の収入があったが、企業の撤退や水の再利用が進み、
使用量が減少している。平成18年頃には約100人体制
で運営していた水道事業も、現在は30人程度まで縮減
し、民間委託を進めることで年間約１億5,000万円のコ
スト削減を図っている。一方、東山の水には薬剤費などが
かかっている現状である。令和８年度、９年度は水道料金
を精査する。人口減少や節水の進展により使用量は減少
しており、水道施設の維持費は固定的に必要であるた
め、水道事業の経営は厳しい状況にある。

○ ①

水道
水道
料金

4 河東

　高塚団地・門田方面の団地では水道メーター口径が
20mmで、13mmより年間負担が高い。使用水量が
同じであれば、メーター変更や料金負担軽減について
分かりやすく周知してほしい。

　20mmから13mmへの口径変更は、希望者について
対応可能となっている。周知が十分でない点も含め、改
めて確認する。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ105）

水道
民間
委託

4 一箕

　民営化、民間委託の話があったが市民には非常に見
えにくい。人口がここまで減少し、水道料金が高いと感
じている市民が増えているにもかかわらず、なぜもっと
先手を打った対策をしてこなかったのかという疑問が
ある。問題は以前から分かっていたはずであり、改善
に向けた具体的な動きが市民には見えていない。

　本市の水道事業については、平成18年頃にその取組
がＮＨＫの全国放送で紹介されるなど、先進的な運営手
法として全国に発信してきた経過がある。水道事業より
以前には、学校給食の民間委託を実施するなど、これま
でも段階的に民間活力の活用を進めてきている。水道事
業についても民間委託を導入しているが、全てを民間へ
丸投げしているものではない。予算編成や事業方針の決
定、指示・監督は市が担っており、いわゆる第三者委託の
形で運営している。運営方針については約20年前から
継続して説明してきたものである。

○ ①
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【第４分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

水道
民間
委託

4 一箕

　20年も前から取組を行ってきたにもかかわらず、そ
れを知らない市民が多いというのが現実である。ＮＨ
Ｋで放送された、以前から説明してきたというのは行
政側の認識であり、問題は現在、市民を主体としてど
のように水道事業を進めていくのかという点である。

　水道料２か月３０立方メートルの使用で、県内13市の中
で会津若松市の水道料金は残念ながら以前は３番目に
安かった。現在は様々な取組がされ、６番目ぐらいに安い
料金となったが、決して高い方ではない。
　みずチャンネルや様々な媒体を通して市民の皆様への
周知として当局はやってきたが、市民からはまだまだ分か
らないという話を聞いている。議会として改めて共通の
認識とさせていただく。

○ ①

雪害
対策

除雪
作業

2 行仁
　除雪の体制について、請け負った場所以外を行うこ
とはできないのか。

　市では、線的除雪から面的除雪への移行を視野に、区
画ごとに業者間で協力体制が取る仕組みを試行してい
る。

○ ①

雪害
対策

除雪
作業

2 行仁

　除雪されないので電話をしたら除雪をする場所でな
いと言われた。ある青果店付近から続く道路は通学路
となっているが除雪がされない。水路の蓋に関しても
危険である。また、空き家については個人の所有であ
ることから対策は難しいと思うが空き家の紹介などは
できると思う。お日市には助成金が出るのかお聞きし
たい。
　区長から「お日市については、他からの助成金は出
ている。」との回答があった。

　除雪、空き家、側溝の蓋のことについては、他の方の意
見を伺いながら意見交換したい。　

　除雪に関しては市道でなければ除雪はしない。ただ、公
益性の高い私道については除雪している箇所はある。除
雪機械の入らない箇所については、地区の協力で小さな
除雪機で除雪しているところもある。除雪機械の購入に
関しても助成制度があるので活用してもらいたい。
　水路の蓋については区長からも話をお聞きし、現場を
確認したので、対応をさせていただく。しかし、道路課に
は200件以上の多くの要望があるため、水路の蓋の工事
がすぐにできるかは分からない。区長から市の道路課に
要望してほしい。水路は既製品の蓋が合わないため、ま
ずは地区での応急対応などが必要だと考える。応急手当
等の予算については市に相談してほしい。

○ ①
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【第４分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

側溝
側溝

蓋がけ
3 城西

　冬にグレーチングが壊れて、交換を依頼したが連絡
がないままで、いつの間にか修理が完了していた。地
区の申出者から問合せがくるため、作業した業者と連
携して作業着手や完了時の連絡が欲しかった。現場の
確認も、市職員が書類だけでなくちゃんとやってもらい
たい。

　担当課に伝える。

○ ②

道路
維持
補修

4 河東

　冬季後の道路の穴について、まちづくり整備課に連
絡しても補修状況の確認や対応が遅れている。道路補
修について、より迅速で責任ある対応を求める。

　道路補修の対応状況についても市に確認し、事後報告
する。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ105）

道路
右折
レーン

4 一箕

　一箕地区の藤室鍛冶屋敷線を下った先、丁字路に
なっている中島町の交番前交差点において、飯盛山方
面からの道路には右折レーンが設置されておらず、慢
性的な渋滞が発生している。重要な幹線道路であるこ
とから、渋滞緩和と安全確保のため、交差点改良（右
折レーン設置等）について区長会として早急な検討を
要望する。

　要望を区長会長より伺った。

○ ①

道路
道路
舗装
等

5 鶴城

　會津風雅堂北側の小田垣町内会館裏にある約
100mの市道が砂利道のままで、近年は除雪も行われ
るようになったが、雨天時に大きな水たまりができるな
ど生活環境に支障が出ている。周辺には住宅もあり、
道路より地盤が低い場所もあるため、大雨時の浸水が
心配されていることから、側溝の整備及び砂利道の舗
装化も検討してほしい。

　現地を調査し、後日回答する。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ106）
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【第４分科会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

道路
歩道
整備

4 河東

　河東学園前の横断歩道のない交差点に旗立て器具
が設置されていた件や、横断歩道設置要望の検討状
況について、結果や進捗が見えにくい。可否や検討状
況を明確に示してほしい。

　横断歩道設置等の要望について、市の対応状況を確認
し、事後報告する。

○ ③

後日調査
し、事後
報告す
る。
（事後処
理報告書
Ｐ106）
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【議会運営委員会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

議会
全般

議会
全般

4 湊

　風力発電の情報の周知についても、議員にもう少し
突っ込んでやっていただきたい。有料のごみ袋もそう
だが、議会が出した結論の根拠をしっかりと提示して
いただきたい。議員の報酬についても「類似都市の平
均どうこう」ではなく、自分達のベースや市議会の定義
を作ってもらえればいい。

　貴重なご意見として伺う。

● ②

議会
全般

議会
全般

4 湊

　学童保育や子どもクラブが閉鎖になると知り合いか
ら言われ、ある議員に電話したが知らないとのことだっ
た。行政が内々に地元に話をして議会が分からない情
報があると思う。ごみ処理の有料化についても、バイパ
スの話でも議会にはもう少し突っ込んでやっていただ
くことをお願いしたい。

　貴重なご意見として伺う。

● ②

議員
活動

一般
質問

5 謹教

　一般質問を傍聴した際に、資料では市に対して強く
求めるような表現になっている一方で、実際の質疑で
は柔らかい表現でやり取りされており、その差に疑問
を感じた。一般質問の資料に記載されている「○○を
示せ」といった表現について、これは決まった書き方な
のか、また実際の議員の話し方との違いに違和感を感
じた。一般質問における質問事項の書き方について、
一定のルールや慣例があるのか聞きたい。

　後日回答する。

● ③

後日調査
し、事後
報告す
る。（事後
処理報告
書Ｐ
108）

議員
活動

議員
活動

4 一箕

　議員は忙しいと思うが、直接市民に話を聞きに行く
機会が少ないのではないか。足を運ぶということは大
事なことである。また、発言も必ずしも多くない気がす
るので、もっと発言があっていいと思う。

　是非、本会議をライブ配信であったり、YouTube配信
で見ていただければと思う。議会だよりには、ほんの一部
しか載っていない。 ● ①

議会
全般

議会
全般

2 行仁

　（議会報告に対して）
　一般質問で町内会と地域団体の担い手支援のこと
が書かれているが、質問に至った背景について分かれ
ば教えてほしい。

　官民連携で取り組まなければ事業が円滑に進まないこ
とから、各種組織団体を横断的につなぎ連携を図るとい
う趣旨の発言であった。 ● ①
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【広報広聴委員会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

意見
交換
会

資料 5 謹教
　定例会議の報告については、パソコンやプロジェク
ターを使用し、スライドを活用することで、より視覚的
に分かりやすい説明になるのではないか。

　ご意見を広報広聴委員会に報告する。
● ②

意見
交換
会

報告
書

1 東山

　第32回の東山地区における市民との意見交換会に
出席し、背炙山に風力発電ができることについて発言
した。報告書の回答が、「意見として伺う」とだけ記載し
ている。回答なのか説明してほしい。

　前回の第32回市民との意見交換会を担当した第５班
が回答したことについては、なぜそのような報告書の回
答になったのかわかりませんが、私たち１班は、丁寧な回
答をするよう、心がけていることは理解してほしい。

● ①

意見
交換
会

報告
書

4 一箕

　地域の会議に多数参加しているが、地域から出され
た意見や課題が、その後どのように検討され、どのよう
な結論になったのかが見えてこない。議会へ持ち帰る
との説明だが、それで終わりになってしまうように思
う。最終的な判断や成果を知りたいという思いがある
ので、ごみ問題や水道問題など、少なくとも一つでも具
体的に決まった内容を示してもらえれば意見交換会に
出たかいがあると感じる。議会に持ち帰るだけでなく、
結果を市民へ返答することを約束してほしい。

　ご意見として伺う。

● ②

議会
運営

議会モ
ニター

5 謹教

　議会モニターは、とても良い取組だと思う。紙面によ
る周知だけでなく、動画を活用し、議会の取組や議会
モニターの活動内容を分かりやすく伝えながら募集を
行ってはどうか。

　ご意見を広報広聴委員会に報告する。

● ②

議会
運営

議会モ
ニター

5 謹教

　議会モニターの募集について、学生や学校への声か
けは行っているのか。若い世代も意外と地域や議会の
ことに興味を持っていると感じており、これからは若い
人たちの関心を育てていくことが大切だと思う。選挙
権の有無に関わらず、子どもの頃から地域や議会に興
味が持てるように学校などへも積極的に声かけを行っ
てはどうか。

　市内の各高校には、生徒２名の推薦をお願いしている。
会津大学は、学校の掲示板にチラシを掲示してもらって
いる。

● ①
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【広報広聴委員会】 第33回 市民との意見交換会　意見集計表（議会報告、市政全般、地区別テーマ）
【分類】議会に関するもの「●」、市政に関するもの「○」【番号】回答(処理)済「①」、ご意見として伺った事項(含む情報提供)「②」、後日回答「③」

項目 小項目 班 地区 市民の発言内容 議会（議員）の発言内容 分類番号 対応

議会
広報

議会
広報

3 城西

　私の周りでは、議会だよりを読んでいる人が少ないと
感じる。読んでもらうために、住民意識の向上が必要
と考える。今回の参加者も少ないと思う。

　議会だよりを読む読まないの判断は最終的には個人の
判断になると考える。現状を厳しく受け止めて、ご意見と
して伺う。 ● ②

議会
広報

議会
広報

5 謹教

　議会だよりについて、市民からどのような質問や意見
が寄せられているのか。それに対して議会としてどのよ
うに回答や対応を行っているのか聞きたい。

　後日回答する。

● ③

後日調査
し、事後
報告す
る。（事後
処理報告
書Ｐ
108）

議会
広報
紙

掲載
内容

4 一箕

　議会だよりは配布されているものの、「知らない」「読
まない」「内容が分かりにくい」といった声を多く聞く。
忙しくて閲覧する時間がない、市政が身近に感じられ
ないという現状があり、発行に要するコストと効果につ
いて検証し、見直しを行う必要がある。

　ご意見として伺う。

● ②
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３．事後処理報告書について

92



第33回市民との意見交換会　事後処理報告書

ページ 地区 件名 処理（対応）内容 備考

28 鶴城

防災倉庫及び
避難所につい
て

【市民からの要望・質問】
　「防災倉庫」はどのような役割なのか、また大きな施設であるにもか
かわらず、避難所として活用しないのか。特に、900平方メートルある
プレイルームなどを災害時に避難所として使うべきではないか。

【事後処理結果】
　5月21日に企画調整課に確認した。
【企画調整課の回答】
 　「防災倉庫には、防災用備蓄品を収納する予定です。避難所として
の活用についてですが、当該施設周辺には既に複数の避難所が指定
されているため、本施設を避難所として活用する予定にはありません。
近くの主な避難所として、中央保育所、鶴城小学校、第二中学校、生涯
学習総合センター會津稽古堂、鶴城コミュニティセンター等が指定され
ています。また市内の小・中学校・高校、公民館、コミュニティセンター、
体育館等が避難所として指定されており、本施設については屋外部分
を避難場所として活用する予定であります。」との回答であった。

28 鶴城

休館日を設定
する理由につ
いて

【市民からの要望・質問】
　なぜ休館日があるのか。子どものための施設なら365日利用できる
べきではないか。

【事後処理結果】
　5月21日に企画調整課に確認した。
【企画調整課の回答】
　「安全で快適な施設運営を行うため、施設の点検や清掃等を実施す
るため休館日を設けたいと考えておりますのでご理解を願います。」と
の回答であった。
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第33回市民との意見交換会　事後処理報告書

ページ 地区 件名 処理（対応）内容 備考

29 鶴城

乳幼児の一時
預かりについて

【市民からの要望・質問】
　乳幼児の一時預かりが有料なのは子育て支援と矛盾しているのでは
ないか。

【事後処理結果】
　5月21日に企画調整課に確認した。
【企画調整課の回答】
　 「乳幼児の一時預かりにつきましては、民間事業者との役割分担や
利用料金との均衡を考慮し、有料とする予定ですので、ご理解を願い
ます。」との回答であった。
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30 神指

通学路の安全
について

【市民からの要望・質問】
　道路新設に伴い、通学路の変更等はあるのか、現在も国道49号線
を横断するため、通常右側通行を左側通行している。

【事後処理結果】
　5月8日教育委員会学校教育課へ確認した。
　「今後の通学路については協議の必要があるが、現在の課題点等は
毎年行っている「通学路交通安全プログラム」があるため、小・中学校
を通して要望していただきたい。」との回答であった。
　5月18日都市計画課、教育委員会学校教育課より回答を得た。
　「国道２５２号（西側歩道）から、中沢交差点を真っすぐ横断後、中央
公民館神指分館前の押しボタン式横断歩道まで直進し、ここで横断歩
道を渡り、東側（神指小学校側）歩道を歩いて登校している。
　国道２５２号線（東側歩道）から、中沢交差点を真っすぐ横断し小学
校へ通学していない理由として、会津坂下方面から左折してくる車両
が非常に多く、また、横断している歩行者のギリギリまで来る車両が多
く危険度が高いためだ。実際、教頭が同交差点で交通誘導を行ってい
たとき危険を感じることもあった。また、地域住民の方からも以前から
危険性が高いとの話が出ているため、基本的には、西側歩道を通学路
としている。
　若松西バイパスと県道会津若松三島線の結節点における通学路の
確保について、未完成の現段階では、道路の形状等も不明なため、具
体的な回答はできないが、５月26日に、通学路推進会議作業部会、６
月末に通学路推進会議（本会議）が開催予定であり、郡山国道事務所
会津若松出張所や会津若松建設事務所道路課の方などが集まるの
で、その中で情報提供し、児童が安全に通学できるような取組をしても
らえるように要望していく。」との回答であった。

（別紙１）
国道４９号線沿いの通学路
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31 神指

歩道に土嚢袋
が設置され、通
行に支障を来
している件につ
いて

【市民からの要望・質問】
　若松西バイパスのカーブの所の歩道と思われるところに土嚢袋がた
くさん置いてある。歩道の通行に支障があるのでは。当該箇所の通学
路の確保が必要なのでは。

【事後処理結果】
　5月8日都市計画課へ確認。福島県へ連絡し5月18日に回答を得
た。
　「国道118号若松西バイパスと会津若松三島線が接続する箇所につ
きまして、昨年度から交差点改良の工事を進めている。
現在の標識等につきましては、警察と協議の上、交差点改良工事が完
了するまでの　間、一時的にトンパックで固定しているものであり、今
後、工事の進捗に合わせて、本設として整備してまいります。また、設
置箇所は歩道ではなく拡幅予定の車道へ設置しております。」との回
答であった。

43 一箕

区長に届く予
定のごみ袋に
ついて

【市民からの要望・質問】
　区長宛に届くはずの町内会用のごみ袋は６月に配布予定との連絡が
きている。議員の発言の中で、門田地区には届いているとあった。地域
によって違うのかを確認することになった。

【事後処理結果】
　門田地区でも、一箕地区同様に６月配布となっていた。現在は区長
が自らごみ袋を購入し、組長へ配っていたことが分かった。
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53 鶴城

ごみ袋のサイズ
を選べるように
してほしい

【市民からの要望・質問】
　ごみ袋の引き換え券では、40ℓの袋しか選べない。袋のサイズを選
べるように検討してほしい。

【事後処理結果】
　5月11日に環境共生課に確認し、5月15日に回答を得た。
【環境共生課の回答】
　「今般の町内会への指定ごみ袋の配布については、市には家庭ごみ
処理有料化制度について、しっかりと周知啓発する責任があり、周知
が行き届かないことによって生じる不適正排出も一定程度あると考え
たことから、町内会への負担軽減策として行うものです。
　指定ごみ袋には複数の不適正排出ごみをまとめて入れることを想定
し、最大の容量である40リットルの袋を配布することとしたところであ
りますので、ご理解くださいますようお願いいたします。」との回答で
あった。

53 鶴城

ごみ袋の強度
について

【市民からの要望・質問】
　ごみ袋の強度が弱すぎる。

【事後処理結果】
　5月11日に環境共生課に確認し、5月15日に回答を得た。
【環境共生課の回答】
　「ごみ袋の材質は、一般的に２つに大別され、「裂けにくいが伸びやす
いもの」と「伸びにくいが裂けやすいもの」があり、本市は「裂けにくい
が伸びやすいもの」を採用しました。この特性をご理解いただき、伸ば
すような取扱いにはご注意いただければ幸いです。具体的には、取っ
手と取っ手、ベロ（取っ手の間の帯）とベロを結ぶ際は、力を入れすぎ
ず、ゆっくり丁寧に結んでいただくことで、伸びて切れることなく使用い
ただけます」との回答であった。
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56 謹教

文化センターの
インターネット
Ｗｉ－Ｆｉ環境整
備について

【市民からの要望・質問】
　文化センターのインターネットＷｉ－Ｆｉ環境整備は、どのように進める
予定なのか聞きたい。Ｗｉ－Ｆｉ環境が整っていないため不便を感じる。

【事後処理結果】
　５月15日に文化スポーツ課から回答を得た。
　「文化芸術活動の場である施設の特性および費用面を勘案し、まず
は令和８年度の予算で１室（展示兼会議室）にＷｉ－Ｆｉ設備を設置する
予定である。」との回答だった。

57 城西

内水ハザード
マップについて

【市民からの要望・質問】
　間もなく、内水ハザードマップが配布されるようだが、市全体の大き
なものしかない。地区ごとの詳細なハザードマップはないのか。

【事後処理結果】
　令和８年５月２８日(木)、建設部都市計画課から聞き取りしたところ、
現時点では詳細の地図はないとのこと。拡大した地図が欲しい場合
は、これから配布される紙の地図を拡大コピーしたり、市ホームページ
の地図データを拡大して印刷するなどして対応していただくことにな
る、との回答であった。
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57 神指

道路完成後の
ハザードマップ
の変更につい
て

【市民からの要望・質問】
　会津縦貫道の土盛りをやっていると思うが、市のハザードマップはど
のように変わるのか。

【事後処理結果】
　5月19日危機管理課から回答を得た。
　「市が作成・公表している洪水・土砂ハザードマップは、国や県が管轄
する河川の「洪水浸水想定区域」や県が調査・指定する「土砂災害警
戒区域等」などのデータを基に作成しております。
　これらのデータは、国や県から市へ提供された後、市で、これらの基
礎データに加え、地域の避難所や避難経路、災害時の危険箇所等の
情報を地図上に反映し、ハザードマップを作成・公表しております。こ
のため、市としては、国や県により、洪水浸水想定区域や土砂災害警
戒区域等に見直しがあった場合には、適宜、市のハザードマップを更
新してまいります。」との回答であった。

66 門田

小・中学校の備
品管理につい
て

【市民からの要望・質問】
　管理はどのように行われているのか、備品台帳等はあるのか。

【事後処理結果】
　５月25日に学校施設給食課より回答を得た。
　学校で保有する教材などの備品については、備品管理システムにお
いて台帳管理を行っている。毎年、台帳と備品との確認を行い、適正
な管理に努めている、との回答であった。
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66 門田

小・中学校の備
品修理につい
て

【市民からの要望・質問】
　修理に至るまでは、どのような手順で行われているのか。

【事後処理結果】
　５月25日に学校施設給食課より回答を得た。
　教材備品に修理が必要な場合は、各学校から学校施設給食課へ修
繕依頼を行い、適宜修理を行っている、との回答であった。

66 門田

小・中学校の備
品管理、修繕
の教職員の負
担軽減につい
て

【市民からの要望・質問】
　教職員が忙しくならない管理、修繕はできないか。

【事後処理結果】
　５月25日に学校施設給食課より回答を得た。
　教材備品の管理については、使用者である教職員において適切に管
理してもらう必要があり、備品台帳管理におけるシステムの活用など、
教職員の負担軽減に努めている、との回答であった。
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73 謹教

鶴ケ城の公衆
トイレについて

【市民からの要望・質問】
　鶴ケ城のライトアップは、とても良い取組である。その一方で、鑑賞す
る来場者の利便性向上のため、ライトアップの終了時間に合わせて、鶴
ケ城の公衆トイレも利用できるようにしてほしい。

【事後処理結果】
５月12日（火）に観光課に確認をし、５月14日（木）に回答を得た。
「鶴ケ城公園内には５か所トイレがありますが、
① 管理事務所脇トイレは、施錠時間が午後９時頃であり、天守閣ライト
アップ消灯後に施錠している。
② 北出丸トイレ（武徳殿前）施錠時間は、武徳殿の利用があることか
ら、午後10時頃に施錠している。
③ 東口・西出丸・南口駐車場内トイレは、駐車場の利用時間に合わ
せ、午後６時頃に施錠している。（観桜期や夜間登閣やイベント実施時
は、状況により施錠時間を遅くしている。）
なお、開錠時間は概ね午前６時から７時であり、開場、施錠時間とも
に、管理、防犯の面から上記のような運用としている。」との回答だっ
た。

73 謹教

まちなか案内
所のトイレにつ
いて

【市民からの要望・質問】
　神明通りのまちなか案内所のトイレについて、靴を脱がずに利用でき
るよう、土足のまま入れる方式にしてほしい。

【事後処理結果】
　５月22日に商工課に確認し、回答を得た。
　「神明通りの会津若松まちなか案内所に設置しているトイレは屋内に
あるため、衛生環境の保持と施設利用者に気持ちよく利用してもらえ
るようスリッパに履き替えていただいておりますので、ご理解を賜りま
すようお願い申し上げます。」との回答だった。
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79 鶴城

多目的広場の
フェンス撤去に
ついて

【市民からの要望・質問】
　多目的広場の周囲にあるフェンスやネットが老朽化しており、美観を
損ねているため撤去できないのか。また、犬の散歩や花火大会などで
利用する際にも支障があるとして、不要であれば撤去を検討してほし
い。子どもの安全面も考慮し、撤去の可否について市で確認してほし
い。

【現地確認】
　５月９日に班員全員と小田垣町内会長と現地を確認した。
【事後処理結果】
　5月11日にまちづくり整備課に確認し、5月13日に回答を得た。
【まちづくり整備課の回答】
　「鶴ケ城公園多目的広場は、現状東側と西側の平坦部の２か所から、
歩行者が出入りできるようになっておりますが、ご要望のありました
フェンスの撤去については、利用者の高い位置からの落下の危険性や
道路への飛び出しなどの危険も生じる恐れもあり、公園利用者の安全
確保のためフェンスの撤去は困難であります。ご理解をお願いいたし
ます。」との回答であった。
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81 神指

阿賀川新橋梁
及びそれに伴う
道路の説明会
及び図面等の
公表について

【市民からの要望・質問】
　どのような道路がどこに設置されるのか。当事者への説明はあるにせ
よ、地元住民への説明、地図等の公表をお願いしたい。

【事後処理結果】
　5月11日都市計画課へ確認。福島県へ連絡し5月18日に回答を得
た。
　「県道会津若松三島線 阿賀川新橋梁工区の開通に関する情報につ
きましては、開通
時期が決定した段階で、会津若松市と調整の上、地区回覧や広報誌、
ホームページ等　により、地域の皆様へお知らせする予定でいます。
　また、道路計画の閲覧につきましては、個別に対応を検討させていた
だきます。
なお、都市計画決定時の会津縦貫北道路については、　市役所都市計
画課で閲覧することができます。」との回答であった。

81 神指

磐越道と国道
121号北バイパ
スの交差点に
ついて

【市民からの要望・質問】
　磐越自動車道と国道121号北バイパスの交差点に、ビューポイントの
ような周辺の情景を観覧できるような場所が欲しい。

【事後処理結果】
　5月8日都市計画課へ確認。福島県へ連絡し5月18日に回答を得
た。
　「交差部に係るビューポイントや説明標識の設置について、会津縦貫
北道路の付属施設としては困難であり、今後、周辺を含めた利用状況
を確認しながらの検討になってくるものと考えております。」との回答で
あった。
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83 鶴城

商店街の空き
店舗や老朽化
した空き家の放
置について

【市民からの要望・質問】
　商店街では空き店舗や老朽化した空き家が増え、所有者不明である
ことや解体費用の不足により放置されたことにより、白アリ被害などで
周辺環境にも悪影響が出ている。駐車場不足のため空き店舗を駐車
場として活用している状況も見受けられるが、抜本的な対策や補助制
度が進んでいない。観光道路に接するものとしては美観上ふさわしく
ないという観点から、何らかの方法はないものか。

【現地確認】
　５月９日に班員全員と小田垣町内会長と現地を確認した。
【事後処理結果】
　6月８日に総務課に確認した。
【総務課の回答】
「建物敷地として市有地を貸しているため、建物所有者の親族に連絡
をとり、地域の方から聞いた現状を伝えます。」との回答であった。
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85 河東

水道料金につ
いて

【市民からの要望・質問】
　高塚団地・門田方面の団地では水道メーター口径が20mmで、
13mmより年間負担が高い。使用水量が同じであれば、メーター変更
や料金負担軽減について分かりやすく周知してほしい。

【事後処理結果】
　市営住宅における水道量水器口径の20mmから13mmへの移行に
ついては、平成19年度から市の事業として順次計画的に進めている。
現状については、建設部建築住宅課より別紙のとおり説明を受けた。
　なお、当日の意見交換会において、ホームページ等で公開している
可能性がある旨の発言があったが、実際には公開されておらず、該当
団地での事前説明のみであった。
　葉山団地の施工時期は未定であり、個人で口径変更を行うことは可
能だが、その場合は自費負担となる。

（別紙2）
「市営住宅量水器口径一覧」

87 河東

道路補修の対
応状況につい
て

【市民からの要望・質問】
　冬季後の道路の穴について、まちづくり整備課に連絡しても補修状
況の確認や対応が遅れている。道路補修について、より迅速で責任あ
る対応を求める。

【事後処理結果】
　５月22日に河東支所へ確認したところ、資材調達のための契約があ
り、4月中は実施できなかったが、現在においては、現場確認により、５
月初旬より順次補修を進めている、との回答であった。
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87 鶴城

側溝整備及び
道路舗装につ
いて

【市民からの要望・質問】
　會津風雅堂北側の小田垣町内会館裏にある約100mの市道が砂利
道のままで、近年は除雪も行われるようになったが、雨天時に大きな水
たまりができるなど生活環境に支障を来しているという問題がある。周
辺には住宅もあり、道路より地盤が低い場所もあるため、大雨時の浸
水が心配されていることから、住民から側溝の設置してほしい。あわせ
て、砂利道の舗装化も検討してほしい。

【現地確認】
　５月９日に班員全員と小田垣町内会長と現地を確認した。
【事後処理結果】
　5月11日に道路課に確認し、5月13日に回答を得た。
【道路課の回答】
　「小田垣町内会館付近の市道の舗装・側溝設置については、町内会
及び地区として要望書を提出していただき検討したいと思います。」と
の回答であった。

88 河東

横断歩道につ
いて

【市民からの要望・質問】
　河東学園前の横断歩道のない交差点に旗立て器具が設置されてい
た件や、横断歩道設置要望の検討状況について、結果や進捗が見えに
くい。可否や検討状況を明確に示してほしい。

【事後処理結果】
　５月20日に交通安全協会河東支部及び河東支所へ問合わせた際の
進捗は不明であったが、現在は交通安全協会河東支部と新たな設置
について協議中である、との回答であった。
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89 謹教

一般質問にお
ける質問事項
の書き方につ
いて

【市民からの要望・質問】
　一般質問を傍聴した際に、資料では市に対して強く求めるような表現
になっている一方で、実際の質疑では柔らかい表現でやり取りされて
おり、その差に疑問を感じた。一般質問の資料に記載されている「○○
を示せ」といった表現について、これは決まった書き方なのか、また、実
際の議員の話し方との違いに違和感を感じた。一般質問における質問
事項の書き方について、一定のルールや慣例があるのか聞きたい。

【事後処理結果】
　５月22日に議会事務局より回答を得た。
　「一般質問通告書（質問事項）の記載方法については、議会運営の申
し合わせ事項等により定められております。なお、「○○を示せ」等の表
現は慣例として用いております。」との回答だった。

91 謹教

議会だよりにつ
いて

【市民からの要望・質問】
　議会だよりについて、市民からどのような質問や意見が寄せられてい
るのか。それに対して議会としてどのように回答や対応を行っているの
か聞きたい。

【事後処理結果】
　５月22日に議会事務局より回答を得た。
　「議会だよりにつきましては、年に数件程度、ご意見等をお寄せいた
だいておりますが、その内容は掲載記事の詳細についての問合せと
なっております。お寄せいただいた質問等への回答を希望される方に
対してはその回答を行うとともに、いただいたご意見は議会だよりの紙
面作成の参考とさせていただいております。」との回答だった。

107



「国道４９号線沿いの通学路」 （別紙1）
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（別紙2）
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